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1享サ 3. 2"Ym3ω.  8私X 304. 8弘規俗寸法

2，300円 - 4，80αIJ  (材工共 )3. 3平方米価格

三星の弾性床タイルは何れも製法の

日本の多湿多雨の気専売特許品で、

舶来品の候でも優れた性能をもつ、

追随を許きない製品です。

徴

施工後故障が少い・工期が早い

価格が手ごろである・手入掃除が簡単

色彩が自由に選沢出来る・永持ちする

@特

- 片f外には使用出米ません

Ｎ ｾキ製品毎のカタログ見本

扶術報告子、! r - を御請求下きい

三 星 ル ー フ イ ン グ の

田昌応用化工株式会施

工 場 小台 営業所 東 京 都 足 立 区 小 台 回T 6  3  3  T  E  L  (911 

本社 神田 営業所 東京都千代田区神田岩本町 1 3  T  E  L  (866) 

大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  T  E  L  ( 44)  5  9  5  1  ( 代)



正 額 表

26頁の筆者小宮勝美は小室勝美iζ 訂

正おわびいたします
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東

日，，

ネ土
ゐ

冨株日

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 9  0  

禍 岡 駐 在 所 割高岡市天神田T8西日本ピ ル三参 同月E内 TEL ( 4) 763 1- 7

T E L  (2&1)  0211 東 京 本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 ー l

名古屋営業所 名古屋市中区御幸本町通 ')9- 8 T E L (23回945. 4414

リノリ 2 - 6

皆様の設計 と施工に東洋の床材

イルリノ

1::ヲート9，イル

ヌポンジシート

'1 

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹 代 表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 三和ヒソレ

電話 ( 561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三和ピノレ

電話 ( 23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

ｾソフトな感触

ｾ 優秀な耐 久力

。 美 し い 色 彩

東 京 支 広

大阪事務所

カ

タ

ロ

グ

進

呈



近 代 建 築 の 機 能 を 生 ヵ 、 す ! A!i¥ 

建築の設備とこれを生かすそれぞれの機器は近代建築美に調和 し 、. . "

た設計と機能を備えねばな りません 。

目立製作所では、ビルデ ィング に不可欠の各種ポンプを 、多年の

経験を生かして製作し各方面から絶大な称賛を博してお ります。

O V 型渦巻ポンプ

D V 型両吸込渦巻ポンプ

G M C 型タービンポンプ

モートルポンプ

汚物用プレードレスポンプ

水中モートルポンプ

* アホールポンプ

自 主 裟 他 府

七年間研究劫牒

ill 111，災 許 可 な し で

伝 熱 l国 W 5 0 m2以 卜で

［ ｊ ｾ＠ J t ld: 3. 5  T on 以 |ニ

オイイラえIJ ギ 8 5 彪 以」二

⑪ む 苧 川 銭 工 所

本社 工 場 大 阪 Jli 大淀区大仁凶 2 - J  1l! (45)  1  9  7  5  (代}

車京営黛所 東京高F中央区八血酬 6 - 7 竜也81)n87(代 )羽田

九州営鍵 所 小 宮 市 沼 野 5 2  5 喧 ( 5) 4  8  6  2  



冷房・暖房が一つの機械で自由/

夏 は 吸 収式 の 冷 房 、 冬 は 経 済 的 忽 ガ ス に よ る 暖 房 を 、

た だ一 台 で で き る だ け で な 〈 、 室 内 の ほ こ り を 取 り

の ぞい て 空 気 を 2き れ い に し た り 、 気 持 の よい品! 交や
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パ 予 度 に し て く れ る い わ ば 詳 し の た め の 万 能 選 手 で す 。

ガ ス エ ア ー コ ン デ ィ ーンヨ ナ ー は 、 事 務 所 、 病 院 、 食

:堂 な ど に 段 通 で す 。

VOSAKA GAS 

剖 ｘｬｲＭ｝￬Ｗｾ ショナー
ード

， 

。。。型 正 価 5 3 0 ，0 0 0 円

15カ月払 5 5 6 ，5 0 0 円

大 阪 ガ ス

E 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し 士

半 ン グ ヌ プ リ ン グ シ γ y タ ー

ｊｊ えかい断まぜ‘ ｉｾＧ をく ｬｩＧＭ＿ た …
ら

ｾ＠

. ス プ リ ン グ ゾ ヤ y タ ー ・ 重 畳 ス プ リ ングシャッタ ー

・ 自 動 レ ノ ヤ y タ ー ・ 手 動 ; G;!1J)) スチ ー J レシヤ y ター

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

詳 細 カ タ ロ グ 呈 上

本社 ・工場 大阪 "11同叫 川( i { Os 4ノ33 T E L ⑪ - 2812- 3. 3116 白 14

東 京 宜 的 班 ，;，r. e.k llll "  1. !H <i 5 ノ 5 '1  7  T  E  L  (771) ー 1171

名古l主主的 れ古 Ｇｩ ｾ di  11
1  
[)(. 卜11沼町2 r  117品地 T E L @5954 臼24

出 % IIli 枯 弘 、 京 市 、 神 1' . 愉 浜 、 ; ，It， 陥 閲

その Ｑ 也 ｭｾ ｕ［［ ｊｩ特産 Ｇ ＱＱ Ｇ ， 1.  1: 1-1  J'. '&'r. e，1i にあり
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4  

ム
日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社

大阪市大淀区天神崎筋t ¥T 目五{ 天六阪急ピ ル) .  東京都千代田区神田神保町 1丁目

社 東京出張所

電 話 大 阪 ③ 代 表 1476 ( 直通) 7071 ( 交操 l 電 話 東 京 白91) 2  7  1  8  

厚③

，鐘薩越 道 Ｍｱ ィ ｉｾ
(  1・5 事毛l享)

4  

‘  

藤 森 建 材 株 式

A

Q

一
品

社

東 京 ＢＪ京自 ｾｉｉ ｉＧ 央区口本稿通 Ｑ ー Ｒ ( 大合ピノレ) 電話 (271) 6432- 5  

大 阪 大 阪 市 西 区一|ょ4主婦通 l ー 1 ( 大同ピノレ〉 電話 ( 44 ) 9417- 8  

九 州 稲 岡 市 楽 院 大 通 2 ー 7 3 電話 (4)1945 (5)  3473 

北海 道 札 幌 市 南 二 条 西 10丁 目 荒 善 (j ! j ; ) 内 電話 (4) 25 11 - 3  



ｾ＠

⑨ 

最 新 の 設 備

優 秀 な 製 品

建 設 大 臣 登 録

( ト) 4  0  8  2  

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

=10; ; " ・3 司・縁武舎註

本 広 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 2  3  ｾ代表 Ｈ ＴＰ Ｉ Ｕ Ｓ ＴＱ

札 幌 支 庖 札 帆 市 竿 似 田I 苧 似 5 2 2

旭 川 営 難 所 旭 川 市 常 盤 辿 三 丁 目

帯 広 出 張 所 惜 広 市 西 2 条 南 7 T  9  6  

東 北 支 l苫 仙 台 市 士 僧 1 1  2  

秋 田 営 業 所 t.l< m ，fj I曽 山 虎 ノ 口 外 &j l-.: 続 四I 九

新 渇 営 業 所 軒r ; 勾 市 九 日 目f 凶 2 T  11 

会 津 若 松出 張 所 会 ; 1' 若 松 市 白 栄 町 凶 九 プ、

東 京 支 広 東 京 肌 Vi 11; 区 ?fr 宿 1 T 自 6 0  

神 国 営 業 所 東京都千代f J l 区神悶松住町 12 山 京 ピ ル

押 奈 川 営 纂 所 愉 is d， 斗z 区 白 川 図J 1 丁 白 6

群 馬 営 業 所 川 崎 市 下 何 回 WJ 4  2  9  

栃 木 営 業 所 こj-' r. 1; 也 市 組 悶J 1 丁 目 3 4 2 8  

甲 府 営 架 所 叩 1ft ;!i ま 工 悔 悶T 2  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 庄 市 中 村 区 広 井 町 2 丁 目 46八 洲 ビ ル

骨 平 岡 苦 言 誕 所 的 1均 di  ｾｊ＠ ;1; )  闘r 1  8  8  

長 野 営 発 所 l 、 1'1- di  _lI. 料 凶 J 7  3  9  

松 本 出 娘 所 J"" 本 ili 袋 倒J 1  4  9  

四 日 市 出 張 所 四 日 司I ill 凶 y 谷 新 町 2 8  2  3  

大 阪 支 広 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 2 3

大 阪 商 営 巣 所 大 阪 市 阿 1古Tt 区 3 ｾ 月 ｗｊ 1 丁 目 22 ノ 3

神 戸 営 架 所 神 戸 '!> J..2 111 区 む 1';': 泊 3 丁 目 1 9  6  

R 副 官 官 県 所 京 間 山 中 京 ば 時 前 辿 嗣 池 ょ ん 中 之 町 . 2  

金 沢 営 巣 所 全 () ｾ＠ i ll 上 占)1 肌 凶r 3  6  

彦 IR 往 来 所 rJ，. tR 百 四 世 主 防1 8  8  

高 松 営 東 所 出 松 山 J.. 上 回T 8  0  9  

高 知 営 業 所 出 知I d， 地 闘r 3 丁 目 5 0  

広 島 営 築 所 広 品 ，fj 干 阻 随J 3 丁 目 8 5 6

九 州 支 庖 他 1品I ，!> j庖 辺 i且 5 丁 目 9 2

熊 本 営 業 所 熊 本 di J I ' : 外 坪 井 町 7 3  

佐世 保営業難住世 ｦ ＺＧｾ .n !}i j稲 田 J 1  4  0  

鹿 児 島 営 難 所 胞 児 i1， r1， 平 野 田T 1  1  9  



-恥

- 軒高ヨE ヨ・
大型吸音板

? コ
- ｾＺｊ＠

吸 音性 ・木 工板と多孔 ｩ￭ｵ 石紺 ｬ 板をＮｴ ￣ｊｩ 己し 、 接資制 ｾ Iζ 主; ::<¥11司を i没

けて騒音の吸収を効果的にしており 、さら に防火性、

耐水性lζ おんだ吸音仮です。

施工の簡易、 仕上 りの美感 ・

60 x  182c m・90x 182cmの大型板で美しく仕上り 、

しかも工期が短縮さ れるので経済的です。

用 途 工場、映画館 、絡納郎の内壁、 天井野

地板兼用材として理組的です。

規 絡 厚. 2 0係 ・3 0協

111. 60 %. - 1  0  O%. 

時 1  8  2%. - 2  0  Or，. ( 説明書送 呈)

アコニオン吸音率 ( アコ ニオン 20m m+ : 1: 気属30 mm+ 鋼体)

lM 8)1 2∞l州側い側 1
20

川判
吸古本( 箔

)1 52 .  1  76 1  86 1  67 I  76 1  62 1  5; - /  

⑥ 旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 茶 T i l ｾｉｉ＠ 3  8  T E L大阪 (37) 代表 6555- 7

m京山帳 所 斑 京 術中火川区日本情人 J[>m12の2 (大林ピル) T E L 東京(671)9866

工 場 尼 崎 ・ 鈴 鹿

30メーカー代理庖

大 阪 ・ 四 ツ 橋

23thtp. 建 梓 従

T E L  (54)  1861 ｾ Ｕ ・ ＲＱＳＱ ・ ＲＲＳＳ

.. 
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軽量、議勾配尾根氏

軽快た i!!/{' 建築枚

8: Jiヌー1¥0-;' ｉｾ ソイド

8 i J 可lテンIL-7ィi lJ

伸 縮 目 地 材 工キヌハロンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シールセ〆ント

目 源 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八重洲 1- 3

T E L (271) 7∞0 ・5463- 5

営重量所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6ー 101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区猫上通 り3 - 3 9

T  E  L  (39)0924- 5 ・2 ω5 ・2079



の街生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ピル・アパートはも とよ り一般住宅

‘コ切5お え る 御愛用頂いていた製品

定 価

陶 器 ( 1級 ) L 220￥ 2 ，750 

金 具 ( Q! >y司 1 ι 印)

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@ V  600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 栓 T 4 A Y

@干670 (2 個) V  1，340 

排水金具 T 6P V  1，21 0  

/' ¥. : J クハン カ・

限 付木 ヰジT L  220D ￥ 200 

ｾｴ ￥ Ｖ ， ＱＰＰ＠

参 考 定 価

東 洋 陶 器 株 式 会 社

陶告書( 並級) L 220 ￥ 2，200

金 具 ( . 7 . 7 え 印)

立 水 位 K 2 0 5  Y  

@￥ 510 ( 2個) ￥ 1，020

本 社 茅ケ崎工場 止 水 伐 K 4  A  Y  

@ ￥ 570 ( 2 個) V  1，140  小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大 阪市東 区高 ｾ ｇ Ｎｴ，号 Ｕ - 32  T E L  ｾ＠ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ山市市

T E L ⑤ 2481- 5  - a 地営業所 東京 ・名古屋 ・小企・広島・高松・キL$li( .仙台 ・富山 T E  L  2105- 8  緋水金具 K  6  P C ￥ 1，030  

ロ ン プ レ ー ト

綱 入 等 各 殴 類 そ ろ っ たI孟ピ 波 仮

ニューロ ンプレート

使いやすい 、 ト タ ン 小 j庄の普 及品

ロ ン ガ ラ ス

用途の 広 い、透明 ・半透明I孟ピ平版

ロンフィックス

丈 夫 で 汚 れ な い j品新 の! ' . ! .  Ire n.占材

ロ ン リ ウ ム

品 質 随 ー と 定 J干の あ る 床 奴 材

ロ ン タ イ ル'

あ 句ゆ る床 に 7 ''/ チする 美 しい床材

キ ン グ

床 材 の 王 座 /

ロシヲイルK
30  cm X  30 cm '. 厚さ 2 mm 

ロシリウムK
182 cmrl J ・tl-さ 2mm、3mm ・長尺

ｪ ｩ￉ ￲ｩｉｾ の ロ ン リウム・ロ ンタ イル の 姉妹 ｕｉ と して、川 口

ゴムの 最新 の 設 備で 、 光 成したピニル 新床 材 で 、色 ｾ ｉＧ｜｝ • 
摩耗性 ・耐跡、性 ・耐油性なーと柏段と催秀性を有します。

ロンリウム K . ロンタイルK' 心、ずれも 全!凶|口J i' lで、耐

ｲ ｾ ｪＡＺ ｈ が強化され、 然 も ソ フトな 質感 は 公共生 ｉｉ 築 ・ ビル ・

車輔の床にピッタリとし価絡も 一層経消的にな ってい

ます。

ロ ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本縫 ・ 工場 東京Ｑｩｉ ｾ 飾区本山内 ｹ 本町 5 ・ 司I幼 東京( 697) 614 l( 代聾}

蒲 生 工 場 i 埼 玉 品 ｉｾ 省 ｉＧ ｬ ｩ 火 Ｚ 事 情 Ｔ ＲＱＴＰ 電 ［ ｨｊｊＮ 加 Ｈ ＰＸＷＱ Ｉ Ｒ ＰＳＳ 補 正 ＱＱＲ

外国踊東 京 ｉ ｈ Ｇ ｦ ｾω ｖｉ 神 ＱＱ Ｑ 買昔前町 Ｒ ー ＱＶ "Jlii.'i 液耳 ( 291) 3588- 9  

神間雷鳴所 東c!.o(m白F代11l (i ! : 神IAlIl i古賀12- ，6 fl! )古 車京 ( 291) 帥 03-' 4  

ｫ 阪管ＮＱｦｩ 先 陣 ｾ ｽ ｉ ｩ 市 民 ｾｴ 脱 届町 Ｓ 3 喧拡 大阪 ( 27) 4358- '9  

ｾ＠
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. 明 日 の 日 本 を 礎 く ・ ・ ・ -

H 形室岡

- 構 造 用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用:H 形 鋼

E E冨

- 基 礎 杭

. 1反言笠

・ 地 下 鉄

建 築

ビ ル

工 場

発 電 所

字 校

そのイ也

- 隠 道

・ 橋 梁

- 鉄 塔 、 鉄 柱

Ｎｾ巷［湾

・指定4喬

. f I J 白骨自

・ 機 械



〈ボンドマスター〉

。m
W300 

接 着 剤
内 装 タ イ ル 用

ノ

• 
ボ ン ドマスター W 300はタイルの施工を驚くほど簡単に します 。

W 300は粘性寿命が 3 時間ほどありますので，壁全面に塗布して

から簡単にタイノレを貼ることが出来ます。

R & A 日 本 総 代 理 唐 ソ
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は

・
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途
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工

業

す

ン

パ

の

工

ま

ボ

ラ

杜

る

n

R & A 社 の 建 築 用 接 着 剤

ビニール床タイルの施工

ノンス リ ップ の路工

デコラ・パネライトの施工

各 種 パ ネ ル の 製 造

F  R  P ;i 板のシーリング

ポンドマスヲー G 458 

ポンドマスヲー G 360 

ポンドマスヲー G 523 

ボン，ドマスター G 580 

ポンドマスヲー G 528 

内

一 株 式 会 社

代 理 庖

;富士 産 業 ( 株 ) 木 社

弘栄貿易( 株) 大阪支応

( 株) 小西儀助尚底本社

下 回 工 業 ( 株 ) 本 社

東京都品川区大崎局内 ( 電 ) 4 4 2 - 5 1 1 1

サンプル資料呈

大阪市南区鰻谷仲之町56 ( 富士産業ビル) 電話 2 7 - 3  5  3  1  - 5  

大 阪 市 北 区 樋 之 上 町 84 電話 34一 7 7  7  1  ( 代)

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 の 6 電話 北浜 23 - ｾｧｾ 日間

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 里 町 3 の 4 電 話 淀川 47 - mごす



-・E 廼( J ) 週Eヨ・・

調 査 無 料 グ

白蟻

の駆除予防工事専門

諸官斤・諸会社御指定

全 国 各 地 方 に 社員 が 出 張 い た し て お、り ま す か ら

遠 近 に 拘 ら ず 御一 報 次 第 蛾害 対 策 の 御 相 談 に 参

上 致 し ま す

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の 害 虫

白 蟻

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和歌山 ) ② 1 3 8 9番



会 告 1

理 恵 会 務 分 割E

近自民建築会館股立資金

借入金一部抽せん償還

昭 和 3  年 度 理 事
4コ』玄

務 分 掌

下記のとおり理事会において理事' 会務分掌が決ま りま したのでお知ら

せいた します。

主 言己 主 計 編 集

技術部門 諌 早 信 夫 君 岩崎甚太郎君 森 忠一沼

柄 本 楠 雅 T . 上林 博 雄 君

菅 陸二君 浦辺鋲太郎沼

滝 本 義 ー 君 中原 茂君

恒 岡 俊 行 君

綜合部門 鴻 池 藤 一 君 大 林 芳 郎 君 浅沼猪之吉 It

銭 高 輝 之 君 城戸七太郎君

藤 木 正 一 君

松 村 雄 吉 君

電気部門 梶 本 秀 尾 君 山本竜太郎君 佐藤 太君

管工部門 仙間 四郎君 柴 田 文 三 君 平 山 京 平 君

建材部門 欠 村 石 秋 吉 君 金 光 五 郎 君

支 部 市川 進男君 鳥 田 家 弘 君

近 畿 建 築 会 館 設 立 資 金 借 入 金 の 一 部 抽 せ ん償 還

近級建築会館の設立については関係者から乙れが資金を借入いたして

おりますが，毎年乙の借入金の一部拍せん償還を行なうております。

本年も 3 月25 臼の定時評議員会終了後，評議員諸氏列席のもとに榊会

館運営委員長の手で柑lせんを行ないました結果，下記のとおり当選じ，

償還が決定いたしましたので，乙乙に会告いたします。( 拍せんl頃)

記

N O  44 KK 勝 呂 組 30 ，000 

53 KK 共 栄 社 10 ，000  

77 清 水 建 設 KK 100 ，000 

152 二葉屋装備工業 KK 100 ，000 

3  KK 浅 沼 組 80 ，000 

50 K K 神 崎 組 30，000  

136 日本レイヨン K K 100 ，000  

48 河 津 装 飾 KK 50 ，000 

63  小 1崎 建 設 は 10 ，000  

176 明 箆 興 業 K K 20 ，000 

8  朝日特殊合板 KK 20 ，000 

88 田 辺 工 業 KK 30 ，000  

47 KK 川島織物大阪事務所 50 ，000  

118 東 洋 土 建 KK 10 ，000  

127 浪速建材工業 KK 100 ，000 

58  栗 原 工 業 KK 100 ，000 

計 ￥ 840 ，000 



会 と 催 |

日 本 板 硝 子 株 式 会 社 本 社 ビ ル 見 学 会

大阪府建築士会共{ 花

1 . 日 時 5月30日 ( 火) 午後 31時( 集合) - 5 時( 解散〕

1. 集 合 所 標記述物正面玄関( 御堂筋側)

1  .  申 込 電話で25日までK お申込み下さ L、。定員は 150名。

1  .  建物概要

設計 ・監理 臼建設計工務株式会社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 在 地 大 阪市東区道修町4- 8

構造 ・規模 S. R.  C. 造 地 下 2 階 地 上 8 階 塔 屋 3 階

敷 地 面 積 1，366 .498m2  

建 築 面 積 1  .  123.  498m2 

延 而 積 10 .266m2  

工 期 昭 和34年11月30 日- 3 6年 5 月初 日

桂 離 宮 と 修 学 院 離 宮 見 学 会

本会恒例の標記離宮見学会を下記要項により催しますから，折返し往

復ハガキでお申込み下さい。なお見学時間は宮内庁京都事務所の許可次

第お知らせします。

記

( 1  ) 申 込 方 法 申込は往復ハガキl乙限る。< 往信用> ! C . ( 1)  

希望離宮名( 1 カ所に限る)0 ( 2 ) 氏名， ( 3 )  

年令，( 4 ) 勤務先及び職名， ( 5 ) 現住所

< 返信用> に差出人住所氏名を明記の乙と。

( 2) 参 加 者 の 決 定 20日までに到着のハガキにより拍せんを行い決

定し，参加者に通知いたします。

( 3 ) 見学予定日及び定員

・修学院離宮 6月 8 日( 木)

定員 40名 ( 2 班に分れます)

・桂 離 宮 6月 8 日( 木〕

定員 30名 ( 3 班lζ 分れます〉

( 4 ) 見学時間は未定

( 注) 桂離宮見学は 1級建築士の資絡をもっ者に限ります。

. 6.  

Z コE 告 2

昭和 36年 5月

日本板硝子KK本社ピル

見 学 会

経由量奮と修学院緩宮

見 学 会



. 6.  

:z:< 告

メ ー ト ル 法 と

建築毛デュール様習会

建 築 用 塗 料 脱 明 会

寄贈パネんによる会員有志作品展ス ナップ

本 会 後 媛 の 会

「 メ ー ト ル 法 と 建 築 毛 デ ュ ー ル 講 習 会 」

1 . 主 催 日木建築学会. Ｑｊ ，Ｎｪｾ規格協会

1  .  日時並に会場

開催地 日 時
ノd 当λh  

号'1Ij

大 阪 5 月: i izj 17 .30- 20 .30 府職員会館

名古屋 11 日( 木) 9 .00ー 16 .00 名古屋商工会議所

広 島 17 日( 水) 9.30ー 17 .30 藤田ピル

福 岡 19 日( 金) 9 .00- 16 .00 福岡商工会議所

1. 聴禽料 ( テキスト代〉

主似または後援団体の会員 ￥ 700 

1. 申 込 主催団体の各支部

「新 J I  S に よ る 建 築 用 塗 料 の 説明会」

1  . 主 催 白木塗料普及会

1  . 日 時 5 月17 日( 水) 午後 1 時

1. 会 場 朝日生命ホー J レ( 御堂筋商sli l)

1  . 展 示 塗見本を展示

1. 映 画 「色彩調節J を上映

1. 説明の都皮質疑応答を行ないます。多数来聴を歓迎

展 示 用 パ ネ ル の 寄 贈 報 告

本会の展示会などに使用するパネルを，過日の創立記念日の集い「会

員有志作品展J を契機として製作する乙とになり，会員清水民雄氏の設

計図面κ より，下記会員会社のど賛成を得て立派な展示用ノマネルが完成

いたしました。乙んども展示会などに大いに活用していきたいと存じま

す。乙乙にど製作にど協力いただきました会員会社をど紹介して感謝の

放を表したいと存じます。

内外木材工業株式会社殿く展示用パネルの製作>

大阪建材工業株式会社殿 く 展 示 用 吊 下 げ 金 具 >

日本ハードボード工業株式会社殿 < ハードボ ー ド >



昭 和 3 6 年 度 収 支 予 算

. d.  

=  
告 4

社団法人 日本建築協会

去る 3 月25 日開催の定時評議員会lζ おきまして下記の通り昭和 36 年度収支予算が承認されま したので，乙乙 』乙

会告いたします。

般 勘 定

収 入 ノ 部

科
官員 E費 目 金 額

疋 会 員 3. 960. ∞o  

団 体 会 員 4. 950.∞o  

会 資 収 入 9.354. 側

地 方 会 員 192. ∞o  

准 会 員 252.∞o  

線 総 収 入 11. 3∞，印加

Ａｉ ｗｩ ｾ 時習会収入 570.∞o  

集 会 収 入 5ω ，仮泊

事 業 収 入 21. 5ω. ∞o  

約款売上 収入 425. 創JO

出 版 収 入 8.590. αm 

雑 115. ωo 

l - ぺ

3ω ，∞o  

雑 収 お6. ∞o

そ の 他 雑 26. 0ω 

合 針 |ω ，脚 |

会館特別勘定

科 目
額

収入ノ 部

貸 E巨 事ヰ 貸 宝邑 孝司 1. 320. 000 

線 入 金 筋二一般会計繰入金 1. 200.000 

雑 収 入 雑 収 入 80. 0∞ 

針

支出ノ部

支 払 利 息 借 入 金 利 子 724.5∞ 

経 fa 
位 気 軍ヰ 108.∞o  

瓦 斯 代 144. 000 

水 道 車ヰ 12.0∞ 

借 地 草寺 181. 4ω 

火 災 保 険 料 18. ∞o  

1司. 曹量 143. 6ω 

修 型 費 50. ∞o  

給 料 150. 0∞ 

雑 'l'l 120. ∞o  

哩包 却 金 m物 償 却 金 584. 0ω 

什 jlg 償 却 金 94.000 

計

差 引 剰 余 金 270. 5∞ 

支 出 ノ 部

科 目|字 額 I J'1 
積金

目

同

会1 I a ｾｾ＠ I  120. 0∞ 

部 会 費 30.∞o  

委 貝 会 資 180. ωo 

雑 総 費 11. 750. 0ω

業 費 | 幻 品 川 ∞ | 講 演 講 習 会 費 750. 000 

集 会 費 1 . ∞O. ∞o

出 版 '111 I  6. 550. ∞o  

調 査 費 400. ∞o  

雑 700. 0∞

| 支 部 交 付 金 初 O. ∞0

500. ∞o  :  I  

| 支 部 補 助 金 2ω. ∞o  

費部支

電 諮 料 I 300. ∞。

通 信 'I'l I  30. ∞o  

旅 費 交 通 貨 I 132. 0∞ 

事 務 質 I 1・肌

印 刷 物 質

文 拐 兵 質

雑 貨

132. ∞0  

72.∞0  

180. ωo 

給 与

料

当

与

手動

給

超

賞

3. 716. 0∞ 

200.。∞

1. 083. ∞o  

4.999. ∞o  

健且t 保 険 料 I 132. ωo 

厚生年金保険料 66. ∞o  

厚 生 ' I ' i 357. 000 I 失 業 保 険 料 32. ∞o  

探 金叶| お印側川| 賦 課 金 | 一コ = 玩
瓦

会館勘餓入地金 I 1 肌 脚 | 会館勘定鵡繰入金 I 1 捌 脚

退蹴職手拍当積陥幽 I  3抑 ∞ 剛 |  退湖聡手当積阻立金 |  抑机川…，川刷∞蜘0  

償 却 金 引| お 側州 | 什鶴…償日…却吋金 円 瓦

予 櫛 質 I 6師窃M ∞脚o I 予 櫛 奴 | 邸

計 | 泊山3机 蜘 I Iい31. 3抑∞∞脚0  



一一「埋ま瓦雪静寂石市正二哩 EF 援 護 板 埼 精 治 郎

日( 月) 13 1J ( 火) 労務竹浬と安全管理 豊富恕芸品議長義富山田成計

日( 火) 14 日( 水) I 仮設物と仮設材料 14株 ) 松 五 村 喜 政 岡 基 次

日 ( 水 ) 捌 』ζ 関する諸法規とその手続 令 | 室管需品) 邦 大 久 保 登

目

2. 対

3. 会

4. 会

5. 受

6. 日

日

16 

17日

19 日

19日

20 8  

21 8  

4‘  

7.  

会 告 5

第 5 回 現 場 実 務 講 習 会 要 項

的 学校を卒業しがfたに採用された技術者を対象として学校教育における一般知識の不足を補

ない. 現場尖務について直ちに役立つ実際的知識を，各方面におけるそれぞれのエキスパ

ート lこよるー述の系統的議押に よ って会得せ しめ，従来の長期を要した経験的知識の利得

j切聞を短縮し， かつ確実に把握せ しめる こと によっ て. より有用な技術者を養成しようと

するものである。

象 木年およびH午午学校を卒業した程度のもの。

期 昭和36年 6 月12 11- 6 月26 口まで。日限I l を除 く毎日。朝 8 "寺30分より 1211寺30分まで。

1 口 ・4 11寺問 ・延 13日間 (501時間)

場 大阪建設会館 6 階集会場( 大阪市東l実京橋 3 丁同 天神橋南詰 ・大阪郵政局|旬い)

講 料 1，800円

時・科目・講師

l時 3品 日市平寺 目

日( 月 )

日( 木) 材料の検収とその符理

15日( 木) 16 日( 金) I  工事機械と工器具類

口( 金) 17 日( 土) 1 施 行 計 画

日( 土) 1 現 場 製 図

地 下 工 法

( 株 ) 鴻 池 組

見 積 議 ! 長

( 株 ) 大 林 組

工 作 所 機 械 部 長

桃山

依田

裕

潔

日( 月 )

日( 月) 20 日( 火) i

日 ω m ω |

日( 水) 22日( 木) I  

ウ型

事

工

事

維

工

事

一
句

事

工

一鉄

工

水

一

'

属

排

事

金

一
工

事

下

事

工

一

一

工

磁

一
リ

一

根

基

一
ク

一

屋

一
ン

一

事

一
コ

一

事

工

一
筋

事

一

工

土

一鉄

工

一

木

日( 木) 23日( 金) 石工事， タイ ノ レ工 ｩ ｦ，Ｚ，ブロックエ ー ｪｾ

日( 金) 24 日( 土) 防水工事，左官工事，塗装工事

日( 土) 26 日( 月) I 設 備 工 事

現場見学 「阪神ピル・梅田地下街J (地下工法) と「新阪急ピルJ cf士上の状況) を予定しており

ます。

砂 6 月12 日1(. 開講式 ・6 月26 口K は終諸式を挙行して終了五l二苫を受講者 ICお波 しします。

砂講習時間割は受講お申込みの際お渡しします。

砂テキスト( 講義の項目を記載したもの) 各講義毎に お渡しします。

主 催 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会



大 阪 そ と う 光 り 天 井

すきとおる 美 しい光のプラスチ ックス /

人アヲリヲイト⑧

j d' ログ巡皇 ・誌名ご記入の上ご請求下きい。

七大特色

・較〈て強組である。

・加工が自由，特 IC曲面加工が容易である。

. 光学的 IC光線透過本が優れている。

・光学的 ICエツツライテイング ・パイプラテイ

ングの効! I ! を有する。

・低気絶縁性が良行であ る。

・耐水，耐熱，耐化学業品位が優れている。

. !白色が自由である。

用 途

サナトリウム. サンルームその他の窓ガラス IC

ホール，工場，商底街等の採光用 IC. . . 特f l ; 政

型ア ? リライトド ァー ( 7 空リドアー)

間仕切に，階段手間，腰板，壁面，装飾柱，カ

ウンタート 7 プIC，各種電気機微量器具および部

品， ルーパー， 照明様f . I ，カバーに， 屋内表示

板，屋外宥叡，広告照明灯，庖内装飾 IC。

三菱レ イヨ ン株式会社

本 社 東京都中央区京崎2の8 ( 新光ピル) T E L  (281) 5551  ( 代友)

支 広 大阪市北区中之尚2の22 ( 新朝日ピル) T E L  (202)  2241  ( 代表)

名古屋市中村区綱内町4の1 (毎 日会館) T E L  (55)  7131 (代表)

• 
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耐火・断熱・軽量骨材

圃圃

パ ー ラ イ ト は 其 殊 岩 を 急 速 に 加熱、) J ，¥J

H畠せ し め た も の で 主 成 分 は 僧 階 で あ り

小 さ な 真 空 状 の ガ ラ ス 質 の 巣 のmり で

形 成 さ れ て 居 り ます。

パ ー ラ イ ト は 非 常 に 軽 〈 而f 火 的 で あ る

の で プ ラ ス タ ー に 混 じ 耐 火 、 断 熱!刊l l &

f士」ニに 又、 コ ン ク リ ー ト と し て は 砂 の

代 り に 使 っ て 断 熱 、 軽 量 コ ン ク iJ ート

と し て f史 用 さ オ1 ます。

特 性

転い セメン ト そんタルのＩＮＱ以下Ｈめ［比百 ＨＰＮＰＴＭＰＮＲＰ 、砂の ￭ ｬｕ ￭ｴ の ＡＮＭＨｯＭ ｾ Ｉ
耐 火 性 が 大 で あ る セ メ ン トモ ル タ ル の 4 f告 の 効 力 が あ る ( 熔 融 温 度 1000: C以 上 )

断需品効果 が 大 ヤ あ る セ メン トモ ル タ ル の 2 (1";以 J ，( 伝熱係数 λ = 0 . 03- 0. 05k阻 l / mh'C ) ・ ー

砲 事 』 予 防 に な る 殆 ん ど 亀 裂 が出 な い
か 、 ー フ イ ト を 使 用 し た 国 連 ピ ル }

遮 音 吸 音 効 果 が 大 セメ ン トモ ル タ ルの 2 倍 以 上

絡 工 が 容 易 で あ る f也の 軽 量骨 材 に 比 し 施工 が 容 易 で あ る

化 学 成 分 S 山 = 75. 5. A h O，= 15. 3、 F ¥!20，=  0. 9 C aO = 0 . 12、 ぬ 0 = 4  Na20 = 3 . 5 言 パ ー ラ ゴ ト セ メ ン ト モ ル タ J レ

有 機 不 純 拘S肘 E分な〈 、長 Jm保 存 す る も 変 践 しな い 言 問 合 そ の f也 ・ パ ー ラ イ ト プ ラ

三 ス タ 一 の 酉E合 E見日月寄贈 呈

用 途 の 一 例

ＨＱ Ｉ経盆コンク リ ート Ａ 日 納 ｬ Ｇｾ Ｑ 材

(2 ) 在 官材 料 ( セ メン ト・ プラスター伺 材 )

(3 ) 保 温断 熱 材

(4 )  i由 井 用

( 5)  ｩ ｊｾ ＩｉＡｨ＠ 比b キオ

‘P  

キ土株 式

東 京 (241 ) 4101 - 9 ・2371 - 9

大 阪 ( 44 ) 3  7  3  1 ・ 3 7 5 1  

東 京 (24日 4101 - 9 ・2371 - 5  

笹 島 ( 54ヲ 3 1 7 1 - 5

中 局 ( 4 ) 9 3 3 6 _ 9

ゐ

冨
業井 金 属

ヨド 底 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の l

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 5

東 京 営 媛 所 東 京 都 中 央 区 日 本 総 室 町 2 の 1

名 古 屋 営 黛 所 名 古 屋市 中 村 区 広 小 路 西 通 2 の 2 6

福 岡 営 鰻 ;;!i MI 岡 ‘ 市 天 神 岡T 3 '  9  

鉱
-・・・圃.  .  圃・圃圃-

⑥ 
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床 材 料 の 販 完 工 事 ( 責 任 施 工 )

'i ;!，' m 出11

大 阪 市 大 法 区 天 泌 物 筋 6 - 1  2  

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 3 丁 目 2 3  

近 代 人 の 感 覚 tニ マ ッ チ す る

2-" 1f 7 叩

( 中 心 吊息 由開型)

株式会社桂商会

T E L 大 阪 ③ 6 6 2 5 需

T E L (7S)  0 6 9 5  ( 直泊) ・R906C初 6 4 0 9

( ピポ ット・ヒ ンヂ持出し吊 り型)

( カタログi河入用の節は御申込下さ ¥1)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 横 泊 側J 1 丁日 46 番 地 Hijl 1 i 布施 (72) 7713 Ｈ ｦ ｾＩ＠ 7714 品

1!i )jt 剖1f- ftlll l t . 仲間三崎1111 2 ノ26 Hi ，!1i !t f  ｊｪｾ＠ (30υ 0403 Ｈ ｾｾＲ Ｉ Ｕｾ Ｑｏ Ｇ Ｑ 昏

4‘  
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鋼 管 構 造 講 演 会 開 催

近年鋼竹を応ノJ 材に使用した鋼管鋼造物の進歩は若しいもの

があり，とくに大胤似の建築物にも適用され，他方鋼管構造に

関する計算規準も近く制定の予定で，鋼管構造は今後の構造物

l C 新しい分野を聞くものと存じます。

つきましては発展する鋼行構造 l乙関する紹介を趣旨として.

下記lζ より鋼管構造講演会を開催いたします。何ZiE多数ご聴講

下 さるようお願い申し上げ立す。

記

1. 日 時 5月18口 ( 木) 午後 1 時一 5 時

2. 会 場 産級会館 ( 大阪・北区・桜橋)

裏へつづ く砂



3.  i第 J寅

1. 鋼管構造の展望 東京大学教佼 ・工憎 {中 IJ&. 民主

2 .  鋼管構造計算規準について

東京大学助教綬 ・工問 加藤 勉

3 .  ｾｾｴ￬ 構造の特徴 大阪大 学 教 授 ・工問 鷲尾 世ｾ 三

4.  剣管構造の設計 殺日磁計部波計・工工務問株式会社 多田 英之

5.  鋼管構造の工作 鉄 川 締崎貫部 工長業 ・ 工株式 ｾＹ 会社 吉田 俊夫

6.  鋼管構造の材料 と実例

住品友開金発属部工次業長 ・(株工)問製 寺町 忠夫

4. 映 函 「鋼管建築」住友金属工業 ( 除) 製作

‘， 
5.  当日 受付で講演会資料をお渡 しします。

主 催 日 本 建 築 協会

後 援 日本建築学 会 近滋支部 ，日本 ｭｾ 家協会 ｼ 羽 凶支部

大阪府建築士会， 大阪建設業協会

協 賛 住 友 金 属工業株式会社

4 褒も ごらん下さい
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建 築 と 社 会

5  

イ ン テ リ ア 特 集

1  9  6  1 年 ・ 第 4 2 集 ・ 5 月 号 ・ 目 次

室内デザイン作品

ク ラ ブ O T A… ...・ H ・..….. . . . . . .・H ・-・・ 設計: 彦谷建築設剖 rjf 務所… 9

商 品 陳 列 場・・ H ・H ・. ...・ H ・....・ H ・- …・ ・ 設 計 大 阪 建 築 事 務 所… 12

ｾ＠

大阪駅ステージョシパ ーラー… ...・ H ・... …・・設計. 共同級官十 K K …14 F  

某銀行内部 ・連結椅子 ・他・・ H ・H ・. ...・ H ・-…・ 段計・日建設計工務 K K… 15

建 築 の 限.. . . . . . .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・20

担当50音順 : 坂本松男 ・前川陽一 ・松下勝一郎 ・右田 広

本 文

インテリア・デザイナーの立場から

イシテ 3 ア ・デダイシという ζ とについて……・ H ・H ・. . 渡辺 力… 21

建築家の立場から

建築における内部について…. . . ・H ・. .. ..・H ・... . .・ H ・. . ……増田友也・..23

プランニングとインテリアの協同をさぐる .. .・H ・.. … … … … … .. .・H ・.. … 25

1. エ ーノレ ・ブラシス一一東京

( ペリアジのイ γ テリア ・デグイシについて) … 小宮勝美… 26

2.  鉄道車両におけるイ γ テリア ・デヂイシ

一一「つばめ 」 の食ｾ寧 ｬζ 一例をもとめて一一 … 米満知足 … ＳＱ

3. 造船計画におけるイシテリヤデヂイナ ーの立場- …・・種村真吾…34

4. ｦｾ とその中の生活 ＮＮ Ｎ・ ｈ ・ ｈ ・ ｈ ・ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ・ ｈ ・ ＮＮＮ Ｎ Ｎ・ ｈ ・ ＮＮ すぎやま ・ たかっぐ… ＳＷ

5. 建築設計と室内設計とのあり方一一竹中工務庖の場合

… 村 尾 栄…39

建築家とインテリアデザイナーとの座設会… .. .・ H ・. . …. . ..・ H ・.. .. ..・H ・.. .40

出席者( 順不同) : 樋 口 治 ・中 村 真 ・岡 村 実 ・小川 正 ・

彦谷邦一 ・長沢徹夫 ・上林博雄 ・中村銀之助

近代建築調査委員会報告 17

オリエシタノレホテノレ・H ・H ・. . …… ・H ・.. ... ・H ・. ....・ H ・. . . . . 坂本! 勝比古…47

故青木友一氏を偲んで・・H ・H ・-… .. .. ・H ・.. ...・V・.. .. . .・ H ・-… ・・室谷 山水… 51

1昭和36年度常設委員会委員氏名. . . . ・ H ・-… -… - … -・ λ .. ... ... ...・H ・・・・・ 52

新 刊 図 書 紹 介

「建築展!960J 日本建築家協会関西支部… ....・ H ・- …....・ H ・-…. . .・ H ・.52

三千家の茶室岡田孝男著・・ H ・H ・.. .・H ・. ...・ H ・...・ H ・..… .. .・ H ・-…・ H ・H ・.53

会 報 ( 3 月分) …・ H ・H ・- …- … ............・ H ・........・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・54
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売 価 1 都 1 5 0 円・ 送 料 共

昭 和 3 6 年 5 月 2 0 円 印 刷

昭 和 3 6 年 5 月 2 5 日 努 行

編 集 人 松 井 昭 光

発 行 所 社 団 法 人 日 本 娃 築 協 会
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商 品 陳 列 場 段 計 大 阪 建 築 事 務 所 〔担 当 奥村 季夫 )

12 



商

u  

口口 回t デリ 場

段 計 大 阪 建 築 事 務 所

( 担 当 奥 村 季 夫}

ｊｊｬ ｕ 也 Ｑｍ 純正の陳列 ＩＩ ｊ として Ｑ 師事 Ｇｾ ｬｬｬ Ｍ ｩｬ をゆ ったり

としたな[ 分で鑑η して似く JJM9iを，;'t けたいとい

う布中であった . 胞主はそのI t il 吹州の主界を III

ｭ して姉られた ＧｴＧｩｾ Ｎ フランス賦のやや￯Ｇ ￯ いＧＱＧ Ｑ

J " のもの IC したいとのご時引をまとめたもので

ある 。 E の慌の同' 列 J斗では . rll 品が 'JI 立って比

える己とが必官で，本そのものがあまりケパケ

パしかったり見〈し泌さては ，逆効* を生ずる

おそれがあると思うから 。その 11; をとく IC 時』苦

した 。

ネ 内

13 
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大 阪 駅 ス テ ー ν ョ ン

パ ー ラ ー

所 {E J住 大 阪 駅 零 一帯 ホ ー ム 中 2 階

n  ， : t 鉄 道 弘 済 会 l悶 凶 支 部 工 務 部

oJ Hi l 設計J ( . J ( . ＨｾｉＮ 吋三主 体 雄 ・

阿佐部 修三)

¥:r. i  Jl l! 鉄 泊 弘 済 会 | 同 州 支 市l 工 務 開l

li1li :1:  J ( .  J ( . 大 林 組

ifu W 4 7 3 m2  

内部仕上 「ド II}I i!! P タイル . I!I 木 . テラゾー

fl' ウオールナ γ ト ， ベ ニ ヤ ｾｮ

腰 ・窓fT天飯 デコラ 〈ウオー ルナ

ッ ト)

明 石 背 プ ラ ス タ ー，一部ゾラ コー

ト

天 J! 蝿苛テァクス

設 備 水;u，電気冷I I l l I i }

大阪の玄関口 ICある大阪駅の祈設の零i Ti ホー

ムの中 2 隣 IC鉄道弘済会総? 巧のステ ー ショ ン ・

パーラーができる E とになり ，すでに コンク リ

ー ト主作ができ上っていると E ろに 内部 (1: 1と

ｮ 備の ｮ，，Ａ を共 Ｑ ，， Ｑ ，Ｚｾ， ＱＡ J ( . l ( . に依頼された。

ζ のホーム部分はすでに肯l られているように

11 々沈下し ，長尺の jλ 礎十Aを打った駅本家との

111' 1に不1，; 111: 不が '1 じている 乙のパー ラー もそ

のこつの部分にまたがっているので . 1t I ; めから

不 Ｑ ，［ Ｑ 沈下によるＢ 、 レベルの ｦｕｴ を号えて， ［ｾＢｉ す

ることにな勺た 。

とくに巧肥した山は l二割! i c列・!iがヲf.: II'} する駁

7Tの防止と天 J! から低く寝泊、 F っているための

} Dj 感を避ける乙とであった

デザインの主調は . Rい旅をしてきた肱' 年の

伎れをいやすため，なるべく結正日、た雰 l問主〔を

りたせる己とであ勺た とくに間 Ilfl は矧 T!I絡を

中 ｉＡ ＧￏｾしないようにＡＺ｡ｲｾ附 ｉｖｉ を川いた 。

34f1' 4  JJ に.i r. .  8  J l に 11111，1 i した山を II/ ll 、

てみると均所がら I1I11 沢111の存がつめかけ，話

f-t l 、たすよ1111' <( ところか，吋きる怖 f さえないほど

にな ってしま った そしてぜl めに子息していた

より沢山の尚子がギァシリつまって通行するに

も附都を感ずるようにな勺ている 。 己んなと乙

ろでは品目所とr J ( 1') を培えて光分泌悼をさけるよ

うにしておかなければ臥 11である。

また Ili 1 1 " ; 与がつめかけるので . 11' tfl ーf I も 休

むことができな l ' o ゆえにあらゆる部分のH f if埋

も存坊にできないので，なるべく補修しなくて

もよい付H. 補修するとしても簡 削にできる付

刊を選ばねばならない 〔阪 111 t，'/r，，;r.s) 

附，，ｾ ｨｴ 為 Ｚ のｩＱｉ ｩ れ ， 調 ＱＱＱＡ｟ｊｾｻＱ 柑 Ｎ "1"而i.lt u何なとに

ついては 1I1内 1:;防郎長 ， ｩ￭ｍ Ｎｉ Ａｾ匹深長の ＱＱＱ［ 草 ｉ ｃ

よって光I'Aしたものである。

また J場所と時IH!の制約にもかかわらず . 1m].! 

の1I i 1にあわせ， よい (1: 1 けをされた己とは大林

組の III 均 l.lの Jj がたの努 ))1こ白うことが大であ

ったと思う。



1 階 急; 溜

来 銀 行 内 部 位 計 日 建 位 計 工 務 株 式 会 社

活 3長 室

15 



営 業 室 営 業 室

某 銀 行 内 部 股 針 目 建 段 計 工 務 株 式 会 社

16 



6 階 ロ ビ ー

某 銀 行 内 部 短 針 目 建 設 計 工 務 株 式 会 社

;R ｾ包

7 階 サ ロ ン

17 
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連 結 椅 子

股 針 目 建 綬 計 工 務 株 式 会 社

愛 日 小 学 校 講 堂

大 阪 大 学 講 堂

高 知 県 民 ホ ー ノレ



高知相互銀行精子

"  

東IfBクラブ屋上ベシチ

J U1Hi ロビ- j { ，!'T

化学図書館閲覧室小椅子

東京厚生年金会館ホテノレロ ビー肘掛椅子

および客室肘掛椅子

19 



j l j XJi主，jj- "? の .;ffi 少は II J . i : ましく ， jソt の 1ｾでは川 Ｑ Ｇ Ｑ Ｚ Ｈ｜

ｪＭ Ｑｊ ｬ，技術特盟にｴＧ ｩ ト，ｾｾＨｉＧＭｊ Iこ干IJmされ，ひいては技術におけ

るぷ:'11の所伝を! 日j らかにする也生うを休んでいる しかる

ｉｃｾ 築構造 ＩｊＢ ｹＺ のＮＮｴ泌が，ともすると外 Ｉｊ 変形 - )，U J

の1!}g11 J ( 関係の体系化 lこ終始して， 山本となるべき r，¥H政

大{ ，: j _ i l l の起りうる|時間的な/ i (i( ギの研究が遅れていた あ

る機会 lζ ミl耐' l; 十IVi 立ii 没，i!変1! i I ( 京) ミをみて ，いままでa ti 

ｬ 刊では ｅ［ 己録 Ａｃ 伐る ｦｴｕｾｾ ｦｪＧｬＢ ［ＧＺ 止 を ｪｾ ｩＮ ｊｾ ｪＩｬ ｪ， 没け Ｑ f; :j oj}jll とし ，

Ｇ ｖ の倍以も丁 変 Ｍ ， ＱＱ ＧＺＱ ζ Ｓ ｫ ｧ Ｏ ｣ ｭ ｾ と［とめた Ｇｪ［ なかれ式の

ィ［江丞を，まず ａｬｩｴ 自物の ＱＱ ｵＮｴ川 ｻｉＧＮｉｉｊｾ というものをは 》 きりＡｩｪＧｪ

ICllhj き，それl乙j心じた J gl i μ|二放を ().i.: して刊1' ，iJ"'f: 1-.0) fJ' t  

パ il 止を定め ，令わせてt1; の也、! えも: kt，' H Ollj した III'( K 改め

ようとの動きのあるのを ｊｾｉ っ た "H ，ii i¥: " というた似のも

とに， )J の限界以上のぷ任をぬわされている位摂'示は，

ｵｬ 築の ｉｦｵＧｬ 川壬 ｪＧＮｰｈＮ と ｉｬｾ ，［，ｆＮｊ ｾｪｈ｜ｊ というＡｉ ｜ｉｊ 泊をも Ｓ と深く持 Ｑ｜ り

下げるべき時刻にいるのではなかろうか (YM)  

メ; 郎市では二， ←: . 1 ド前から駁背lilj l1- . 条例がhIli 1i され，

ｉｉ ｉｪをＡ日かにする［ＱＡ動が Ｉｊｾｉｊ 司されている 他物について

も，乙の騒音| ジJ 止を' ? f ぶされる乙とが多くな って き た

が，いざそれをスfJl. しようとなると人‘ 変である 悦J UI'-J

なものについては ，お Ｎｬ ｄ ζｼ 対 心 も ￦ いが ， ζ の ￬ｾ Ｑ を制御

しようという問題になると ，ほとんとみな J川i

，tj討| 阿原論をみても ，グラフ， 数式などでち ょっ ととまど

ってしまう 。

ご ｬｬｩｾ とか ， 1 . 止をどうしようとか，宅内については ，

吸音似をどのよう lζ 佼J t j するかなど ，カン l乙たより品'iJrrj

'jiH般的な乙とでおASをにどしてしまう 1 ージトリアム

などとくに音を11jl JiJ踊lしなくてはならぬ他物は ))IJ として，

一般 li 宅，事務所，学校! ＧＱＱｾ＠ ， ｾｬ￬ＢＧＮｲｊ を ， このつかまえにく

い，次んの進う ? i"i  ( 駁( i ) から内外とも lζ 保護して

やるにはどうしたらよし 3 か 綜介された i'Ij-の fUUt/9i とで

もいうものができ ，いろいろのm，炎にの ってもらえれば

と考えているのは，出がよすぎるであろうか ( Ms)  

( 本号と次号は上J己の析らしい執" 1 l 1 ' ilζ 犯可してもらいます)

. A  

ロロ

築

寿

建

の

と

築

-B  

建

騒

建築とインテリヤデ ィヂイ γ の関係について ，いろい

ろな雑必 ｬζｾ 策 Ｇ ぷの ｉ ｊｬＱ ｊ から ， また Ｑ ｉ fll; イγ テリヤデ 11'

イナーの側からだいぶ騒がれているようである

Ｑｉ Ｇ ＱＺｾｬｾ 、 ＱＱＧ むを新 築 し ， いまさらながら感じた乙とはと

くに li. ri : : のインテリヤデ f グインというものは ，その不

ができあがり人が li ・みついたときは ，あたかも才ペラの

前奏曲が終り鮮があがらんとしている" 寺とま ったく l日l じ

であ って， それから後はそ ζ に{ l む人のセジスによ っ

て，イジテリヤデ f ダインが《くもなれば必くもなり ，

そのm定を設，il したul 築家あるいは，インテリヤデ ィデ

ィナ ーがいくらじたばたしてみてもはじまらない 生き

たイ γ テリヤは ，ji: む人のセンス lζ よってずいぶんちが

ってくるもので，それには総会主'ぶ またはイ γ テリヤデ f

ディナ ーが，1ヒむ人の心の休息の場19i としてデ f ずイソ

する乙とも大切であるが， 11.4'f. 1会全 11; のよた的感覚を li'J

上させるような巡回bも必裂である 。 ( HM)

私はこのあいだ最新引の'.0: IIUこ長 コた"寺 lζ 与えた 乙

の屯取の内部のｻ上上方法が将［ｬ ｾ の ｵｬ 築物のｦｊ・ ｉ Ｎｊ ｊￏ 去をぶ

すものではないかという ζ とを 工場生産による日J昨日ハ

ネノレをアノレミなど ｻ ｾｊ ｩｊ ｈＱＪ 干の ｖ ｊ イナ ー を依 っ てピス止

めしてあるあの仕上けソj である 乙れがｕｬ ｾ ￟ 物 ｬｯｴ［ｭ さ

れれば ， 問 ｦｩ ，在 同 ｣ｲ Ｇｩの点検も干 ｾｙｬ であるし， i ミIHYi .i i ' i以外

はつねにその l仁人の好みに比、じてn¥'i ｾｬｬＡｃ＠ 1[X fJi えn，るよう

になる 。 乙の乙とはとくに p長人による取衿もれ坊である

ζ とを dむ11止し ，ｉｉｉ Ｎｬｊｽｾ内 Ｑ ＩＱＮ Ｑ の巧 ｲｦ Ｇ ｊＨ＿ｴｾＮｪＱｾｴ ， ｩ 命が災 ｊｊｾ し，レジ ャ

ーブ ームがますます政んになればJJUI ーすで !c0! 村がデパ

ー ト ＧＩｉｾ 場 ｉｃｪｪ ＱｬＡＮ ｈ して， 一 般大衆にかなり平 ｉｊＩｉｉ されている

ことからしでも， Ｇ ， ｬＱ ｾＨｦｦｩｩＡｬ などが ｩｉｊＺ Ｚ ｱ￳ デグイ γ を ｙ むこし

て発光されるように， fi 'じなとではマス コ ミや村 *:1メー

カーの ，ＨￍＱ［ に ｾｉￍｉ らされて ｩＧｩｻｬＺｦｬＺ 1. l nJ 料の ifJ lf j を '1 み，

人々 はム，.t 'l がモードにおわれるようにぶの 11: IJ J 料の

取を主えにおわれるようになるかも知れない。 ( JM)

建築と インテリヤディザイン

語夢築建
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一一インテリアデザイナーの立場から一一

イ ン テ リ ア ・ デ ザ イ ン と い う こ と に つ い て

渡

.r-

.， 

辺 力

- 数年前の建築雑誌を開いてみるとおわかりになると思いますが，写真で紹介されている住

宅や建物の室内が，そ乙 lと住むべき人間との連がりとか，ヒューマンな温かさとか，そういう

要素がいかに欠けていたか，という ζ とを実感されると思います。建築を計画して，その結果

として室内ができてしまったという感じです。近ごろの建築雑誌をみていると，インテリアデ

ザイナーが関係したとかしないとか，という乙とではなく全般的に室内が，人聞がそ乙で生活

できそうな雰囲気になってきたととははっきりいえそうです。建築家がようやく室内 lζ 関心

( 無意識のうちにも〕をもってきたという乙となのでしょう。

.  たとえインテリアデグイナーなどという職業が存在しないとしても，インテリアデダイン

は厳として存在しています。だからといって，インテリアデグイナーの存在理由にはなりませ

んが。しかし建築家にしろ，誰 IC しろ，なにしろインテリアデヂインという仕事の過程を経な

ければ，建築というひとつの物体〈ごく少数の例外を除いては) ができあがらない乙とは事実

です。という乙とで，結果としては誰かがインテリアデダインという行為にとり組んでいるわ

けになり，その誰かがインテリアデヂイナーと第三者から呼ばれることになるのでしょう。

・建築家 - Archi l ecl 'ーという職能は，ものをまとめるというととについては， al l -mi ghty とい

う自信をとれまでかなり長い間持っていたように思えます。橋を作り，イスを作り ，記念碑を

作り，墓を作り等々。いわんやインテリアデヂイン lといたっては，とうぜん建築家のホームグ

ラワンJ ドであるべきなのでしょう。しかし一方，レオナルド・ダグインチ的な al l -mi ghty とい

うととは，だんだんその存在がむヲかしくなってきているように思われます。たとえば問題を

〈技術〉という ζ とだけに限ったとしても，その深さの尺度については( とくに乙の 2. . . . 3 年

の〉その領域以外の人たちにはうかがい知る ζ ともできないのではないかと思われます。現実

の問題として，ひとつのものをまとめるにしても，いろいろの領域の人たちの協力なしにはと

てもできあがりそうにもない乙とは，認めなければならなしぐでしょう。技術の深さがぐんぐん

大きくなるにつれて，技術の細分化という乙とはますますはげしくなってゆくように思われま

す。技術の細胞分裂; とでもいうのでしょうか。

早い話がひとつの建築事務所で，住宅と工場というこつのテーマに良心的に取り組むとした

ら，かなり大きな‘ムリがともなうのではないでしょうか? その住宅も鉄骨とか軽金属で，あ

るいは集成材とかプラスチィックスなどとなると，インダストリアル・デヂイナー的な教養と

活動も必要になってきます。乙れまでのように，構造とか材料とか設備とかというような大ぎ

21 芯

".. 

/. 

.. 



c -

ー.

つぼな区分けの専門化ではなく，もっと網の自のようにわかれてゆかざるを得ないでしょう。

設計の分野も同じように複雑多方面になってくると思うのですが。

・おう 20何年か前，私の学生時代にその当時の文豪，イギリスのバーナードショクが日本に

きたととがありました。神戸に上陸して，はじめて日本の街をみたとき「いったい日本は都市

計画を知らないのかJ とずばり指摘した… … という乙とを新聞で読みました。そのとき妙にこ

の乙とを気にかけていたのは，そのとろなにかの本で〈スプーンから都市計画まで〉などとい

う新しいデずイン運動の合言葉を読んでひどく感銘したからかもしれません。都市計画という

言葉はもちろんもっと古くからあったのでしょうし， 学としての都市計画 も大学の講座 に存在

したのでし ょうが，都市計画がほんとうに問題 にされだしたのは，ついとの数年で，自動車の

流れがニッチもすッチもいかなくなって， 文字通り 壁 につきあたってはじめて騒が担だした，

というのが実状です。都市計画が現実に行なわれるとなると，行政と結びつすなければできな

いととはよくわかります。しかしそれにしても，長い年月にわたって，いかに建築家が都市計

画について怠け者であったかという ζ と，建築家としてこれはかなり大きな責任問題です。

• ζ のように論じてきたからといって，建築家のみなさん全部が，なにかひとつの専門を持

たれて，その方向にそれぞれ進むべきだ，というのではございません。しかしとれまでただな

んとなくパクゼンと，芹でもが Archi tect としての仕事をやろうとしたきらいがあまりにも多

すぎた，という ζ とに問題があるのではないでしょうか? 門外漢の私が申上げるまでもな

く， Archi tect は手ッ取りぼやくいえば，いわばオーケストラの指揮者のような役目で，そうや

たらに誰にでもできる仕事ではありません。そういう天分を持つ乙とのできそうな人たちだけ

v  がなるべきではないでしょうか。

・室内というのは，私たちのからだ全部がじかに接触する空間ですから，ひとつの物体を大

地IC打ちたてる仕事 とは，相( フェイズ) がだいぶちがうように思います。ばくぜんとです

が，技術の細胞分裂とはちがった意味r乙 私 は そ ζ I C建築家の仕事の限界というものを感じて

います。

.  インテリアデずインの現状という乙とになると，とれも都市計画と閉じように，やっと乙

ーと 1 - 2 年陽のめをみたというととで，これを建築家のみなさんに責任を負わせようなどとは

少しも思っていませんが，ただあまりにも気にかけなきすぎた，という乙とはいいえそうで

す。それと頼りにできるデヂイナーがあまりにもいなさすぎる，というととでしょう。

私はよく旅行をしなければならないので，特急の「乙だま J とか「つばめ」をよく利用する

のですが，いつも食堂車にいって思うととは，レジスターのと ζ ろに立てられている一見抽象

彫刻風な柱だとか，角ロッドで作られた脚のイスだとかをみていると，場末のパーにいるよう

な感じがしてきます。とういう室内をみると，残念ながら現在のインテリアデグイナーのレペ

ノレの低さをま玄まざとみせつけられて，乙んなととなら建築家と呼ばれる人たちの方が，ずっ

とすっきりまとめる能力 11 : 恵まれているのではないかと思います。インテリアだからといって

なにも限られたインテリアデヂイナーと呼ばれる人たちだけがやらねばならないギリアイはな

にもないので，建築家のみなさんも関心をおもちになって，どんどんやっていただければ，そ

れが私たちにもたいへん刺戟になる乙とです。 ( 筆者 Q デザイナース}
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g雪

て 〆

一一建 築 家 の 立 場 か ら 一 一

戸 J

建 築 に お け る 内 部 に つ い て

増 田

ふ

Interl or Desl gn という E とがしきりに議論されているようであ

る。率制や船舶でのいわゆる l nterl or Desi gn がm視きれ，その専

門家が建築方面にも活掴しはじめると，その Desi gner の建築におけ

る論型的な， あるいは実際上の位健づげが問題になりはじめたからのよ

うにみうけられる。ひと脅でいって， ζ の場合， l nterl or Desl gn と

は， 建築の内にあって建築 It : 従属するものなのか， それとも建築の外に

あって建築 It : 対立するものなのか，という乙とになるのであろう.

とζ ろで乙れらめ問題K 答えるため It:は， まず建築と体何であるかを

明らかにし，しかるのちに Interi or Desi gn がその建築設計のど乙 It:

位置するかを考察しなければならない。 建築とは何であるかを明らかに

ずちためには， 建築とはI可であったかの歴史的あるいは民自民的符現畿を

E まかく訪ね， その結果から， 建築の本質というようなものをひきださ

なければならぬであろう。 しかし E のよう' " r::. とがらは， もちろん E 乙

では rel evant とは思われない。

そE で，r::. r::. では直叡It:， 建策における内部が， 歴史的には，どのよ

うであったかをとくかいつまんで考えてみたい。 それによって今日の建

策家なり ，Interl or  Desi gner の当面する建築における内部の間短点

がはっきりしてくると恩われるからである。 r::. れらの状況が明らかにき

れないか吉り. 建築家色 l nterior Desi gner  も，内部についてのそ

の態度を明確にさせるわけにいくまいと思われるからである。

しかしながら，いうまでもなし また E の問題にU: ， r::. れらの一般的

な世界的状況のほかに， 日本の歴史的状況もからみ合っているのであ

る. 例えば御飾記 It : みられる住宅内部の全体的構成への恕図，容院造や

その庭園における笠間嶋成， 茶室における空間表現. さらには茶道や生

花とともに数本化し， manner i sm 化した E れらの昔苦手法，そういう

伝統のゆ; t lt : ，ま乙と It: pseudo- aesthefic とI伊ばれるにふさわしい

日本的趣味好尚の世界It : 触れないかぎり ， r::. んにちの日本の建築家なり

Interi or Desi gner なりの当衡する筒状況が明確にされたとは，かな

らずしもいいがたいであろう。 しかしながら乙 E では. 紙面の都合か

ら，すべて E れらの日本的鰭事情は，自明のものとしておきたい.

いわゆる古典建築とは外観の建築であった。すぐれた ‘

建築とはその肢態の外貌の整った建築の乙とであった。

その内部は. Wo r ri nger のいうように，欠如であったと

は恩わないが，しが〉しその外部K 比べてはなはだ稀薄で

あったとはいえよう 。そ乙が空間であると観念される場

合iζ も，それは主として用の場所としてであって，美の

対象であった外部とはむしろ対立的なものであった。し

たがって内部 lζ は，事物的性格が顕著であっ て，空間は

なお表現されずにいたのである。

古典時代の幾何学的精神が空間にその表現を見出した

のは，おそらく Bru捕lI esco においてであったと恩われ

る。それはもちろん表現された空間である以上，幾何学

.... 
d  
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的空間そのものではなかった。けれどもそれは，古典建

築の外貌とひとしし抽象的性格をもっ視覚的空間であ

った。古手典的建築が，その外貌と内部とに表現的統ーを

もち得たのは，乙のようにして perspecti ve の発見によ

るのである。

表現された抽象的空間は，乙のようにして Renolssonce

k はじまるものであるが，空間の表現そのものは Got hic

X さかのぼる。情緒的な象徴的空間は. Gothi c 会堂にお

いて，あふるるばかりの豊かさをもって表現されていた

のである。内部はもはや，たんなる用の場所でなく，そ

の用を超えた神の国，いわば怠味の世界がそ乙に創造さ

れたのである。用の場所を覆うて，しかも天上に舞いあ

がるかのような，重さの感じをなくした屋綴，それを支

える，しかしその M聞 を消した柱，そ乙では石のもつ

即物的な外貌はすべて失われ，昇天の実感だけがつよく

せまってくるのである。 Romonesque のあの暗い重い壁

は乙とどとく姿を消し，そ乙 l ζ. Stoined gl o田がはめ乙

まれ，それを透して笠かな色光が内部にみちあふれでい

るのである。それはまさしく天国と呼ぶにふさわしいも

のであった。 G othic は，乙の天国の表現において，建築

の内部を発見したというべきである。そうして，おそら

く， ζ の内部の発見があったれば乙そ，上に述べた，

Renoi則 前e の空間表現も可能になったものであろう。

Renoi鎚O問 e はしかし，その空間IC. Got hi c とはまた別な

意味，感情的怠味 fC対して知性的意味，つまり空間その

ものの表現をあたえたのである。

Got hi c 建築は内部の発見からはじまる。外部は最初に

は，単IC内部をつつむ構造体にすぎなかった，といって

もそれほどの過言ではあるまい。 Got hi c の外部は，ずっ

とおくれて， しかもその発祥の地 11e・de-Fronce の外で，

内部iζ 即した表情をもちはじめるのである。

Bor民 k の dynomic な外貌は，その発想の権輿を乙の

Got hi c の表情的外部 fC負うものであろう 。 けれども

Boroml ni にいたって，彼は Renoissonce の、みならず t 8ernini 

にさえも反抗する。 Bernini IC反逆する乙とを通じて，

建築の規範性にも反逆するかのようである。石はすでに

その属性を否定され，風や光や雲や7 . l < を表現する乙とに

なっ ていたのであるが. Boroml ni はさらに重力さえも否
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定しようとするのである。彼にとって，動かしがたいも

のは Ego のみであった。そ乙でやがては，建築の内部

とは，表現された abori gi nal な自我にほかならなく なる

のである。

乙のようにして Bar 民 k の内部では，すべてのものが

歪められ，整斉さを捨てるようになり，そ乙に異様な雰

図気が生まれてくるのである。それはいわば，も っと も

めori gi nal な人間的空間と呼ぶべきもののようでさえあ

った。

Got hi c の宗教的空間の創造にはじまる建築の内部の探

求は， ｒ･ｮ｡ｩ ｳｳ ｡ｮ｣ ｾ と ｂ｡ｲｯ｣ｫ の建築の内部におい て ，そ

才もぞれひとつの類型をもっ乙とになったのである。ひと

つは知的な抽象的空間の表現，もうひとつは感性的なあ

るいは主情的な人間的空間の表現である。そうして乙の

ふたつの類型はなおこんにちの非宗教建築にも伝承され

ているのである。例えば Mi es van der Rohe と F.L. Wr i ght

の内部は，それぞれとの類型lζ 対応するものともいえる

であろう。

Interi or  Desi gn が問題になるときに，乙れらの空間的

達成が，画家や彫刻家たちによって行なわれたという乙

とは，おそらく誤解をまねくであろう 。Renai ssance から

Bar促 k にかけての乙れらの卓越した建築家たちが，単に

画家や彫刻家であったのではないからである。彼らは函

家であり，彫刻家である とと もに. 訓練された建築家で

もあった， というと とは3改意されていなければならぬで

あろう。

問題はむしろこの乙とよりも， R民 oc o にいた って，

建築の重心が王侯貴族の邸宅{Cうつり，そうしてその内

部が単に趣味の装飾IC堕した乙 とにあろう。

Rococ o の文化史的重要さは，乙のようにして芸術を単

なる趣味として今日に伝承したその事実にある。内部装

飾は，乙の趣味の世界では，もはや何ひとつ radi cal な

変化も起し得ず，その好尚をのみ競う乙 とになったので

ある。乙のこ とは. 産業革命以後の高級住宅の内部にお

いてさえもはなはだしばしばみられる乙 とがらであっ

た。そうして乙んにちのいわゆる Fαshlon design も， そ

の系譜を Rococo にさかのぼる乙 とができる といえるよ

うである。

本

建築の内部が，単なる装飾である乙 とを止めるのは'/

今世紀になって，用の自覚が尖鋭にな って以後のと とで

ある。それは現代建築の誕生以後の乙 とであった。

現代建築は，周知のとおり，機能主義的思潮のなかで

生まれたものである。それは一方では，機械的生産の発

展に促進され，また一方では構造学の驚異的展開l乙先導

され，さらには，近代的芸術運動にも鼓舞されてきたの
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である。 nの現代的建築とは何であるか，建築における

現代的表現とは何であるかー欽 と硝子と concret e の構

造的特性と表現的特性，あるいは建築そのものの構造

と，その構造の表現的特性，さらに新 しい人間像と社会

の全体的 i mageー建築家たちは，ま乙 とiζ 自己を賂ける

に足る乙れらの諸問題1 ( ，真懇!ζ 取り組んできたのであ

る。

しかし一方，内部はその功用lご応じて機械化され，あ

るいは機械的設備をならべ，それにつれて建築の外貌も

また，時として，機械的抽象性さえも帯びるようになっ

てきたのである。もちろんそれは，船舶や車輔のよう

な，機械の世界においては，必然的でもあり，合理的で

もあった。しかし建築の世界では一建築の世界でも，乙

のとき，建築的伝統のすべてが亡び去ったわけではなか

った。一部では，乙の機械的抽象性に，なお古典建築の

もつ幾何学的，数学的秩序が overup していた。しかしな

がら，また一部では，その内部装飾や，もしくは空間表

現への関心から，建築材料lζ 対するある穫の選択主義が

行なわれるようにな ってきた。乙乙にいたって現代建築

は，あらゆる自由さのなかで，しば しばその批判精神の

稀薄化の危険をももちはじめたのである。一 種 の 安 易

な dil ettanti sm が流布 し，そ乙では建築とは単に絵画的

ｰ｡ｴｴ･ｲｮ であったり， 内 部 と は と き として 商品のょせｾめ

にすぎな くさえなった。乙のようにして， 一方では真の

現代建築を追求する厳しさがなおありながら，しかし一

部では，建築的な空間造型の不在において，せいぜい多

様な Pol ycl、romi smでの好みの良否が，それのみが競われ

るような乙とにもな っていったのである。

いわゆる Interi or Desi gner の誕生とは， ζ のような部

分的混乱の状況においてではなかったろうか。

建築の内部は，乙のように多犠な変遷をもった。けれ

ども現代建築での上記のような部分的な末期的混乱を除

けば，乙れらの多様さは，ドつでも，ひとつの中心査は

ずれ去ると とがなかったように思われる。それが建築的

空間造型であったー建築@内部とは，何よりもまず建築

の内部であり，そ乙は用の場所であると同時に，表現さ

れた空間でもあった，と結論できるように思われるので

ある。もし乙の通りであるならば，乙んにちの建築家

は， ζ の建築の内部において，力学的構造と，視覚的構

造とをあわせもつ，あるいは重複する，そういう建築

的空間にまさしく直面している乙とになるのである。

Pol ychromi smは，たとえそれが生活の雰囲気を情緒{C盛

りあげるにしても，建築の内部にとって，あるいは建築

家にとって，二義的である，という ζ ともできるように

思われるのである。 ( 1961. 4 .  16)  

(筆者エ漕・京都大学建築学教室}
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有楽座からみた エール・フランスー東京

北極の写真を中に して，右側( 旅客殿股型のうし ろ〉

ｋ 赤色 ガラ ス，左側Ｈ部尽 のＭ ｾ 奥，上 が ｉ 珂る く なっ

ている) にほ色 ガラ スが見える

砂ペリアンのデッ サン ( パリ 上空のためのもの)

陵 ・照。海 ブルー。 航空E網 : オレンヂ。

国 エ ー ル フ ラ ン スー 東 京

ベ リ ア ン の イ ン テ リ ア デ ザ イ ン

国 鉄 i董 車 両

つ ば め 食 堂 車 の イ ン テ リ ア

直 結 舶 言5E 計

そ の イ ン テ リ ア デ ザ イ ナ ー の 立 場

圃 家 具 ・ 室 内 デ ザ イ ン

般 と そ の 中 の 生 活

園 設 計 部 内 の 協 同

竹 中 エ 拷 庖 の 場 合

Ｎ ｾ＠ ふ弘A ・ト

首公‘ IA.M.ドAヘ

ｾ伽 ＮＮｯ ｶ 乙 ι

Ｆｾ［ｾｾ＠

フラン ングとインテリアの協同をさぐる
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エ ー ル ・ フ ラ ン ス ー 東 京 .

ベ リ ア ン の イ ン テ リ ヤ デ ザ イ ン に つ い て

、
l

 

'

 

宮

風 立 ち ぬ

昭和35年10月18 日。エール フランスー東京の竣工式

に先立つ 1 週間前。ペリアンは風のよう κ ，パリからや

ってきた。その瞬間K あらゆるものが秩序を完成するた

めに動き出した。アンフイオンのかなでる竪琴に応じて

たくさんの石が動き出したように，あるものはとり去ら

れ，あるものは加え られ，そしてあるものは変形して行

った。乙うしてこ乙にひとつのの空間が創造された。そ

してそれは 「宝石のような」と称讃された。

日 本 と の 接 触

ペ リアンは 1929{j ' . ，コルビュジエの協力者として「住

居室内装備」についての作品をサロン ・ド一トンヌに 11' ，

品 して以来，ヨーロッパにおいてその] I I j術的立場を向 く

評価されてきたが，太平洋戦争の始まる直前の 1940{ド，

日本政府の招聴に応じて来日し 7 ヶ月にわたる日本滞

在の成果を 「挟択 ・伝統 ・創造」展 としてI l t K 問う た。

われわれは ，ζ の展覧会脅迫じて，ヨー 'J ツパの前術的

感党とペリアンの日本l乙対する深い理解と愛情とに接し

た。乙の時ペ リアンは日本人の自然に対する感'[j ']( こ大い

に共感する所があり，その後のデザインの展開に大きな

影響を与えたのではないかと思われる。

戦争が終り，ヨーロ y パとの交流が再び開かれた l時，

ペリアンはまた日本K やってきた。 1955年 4 月， ミ芸術

の綜合への提案ミと題して i J レ ・コJ レビュジ エ， レジ

エ，ペリアン三人展」が開かれた。ペリアンはこの展覧

会κ よって，造型芸術と居住に関する問題で，西欧では

どんな傾向があり，どんな点IC苦心をはらっているかを

日本の人たちに示そうとしたのである。

そして， 1960年，三たび白木を訪れたペリアンは，東

京日比谷の一角に見事な空間の創造をなしとげたのであ

った。しかもそれは展覧会によってでなく実用の空間乏

していつまでも残るものとしての最初のものであ った。

と乙ろでペリアンの日木との接触におけるこの三つの

事象は各々奥った相を示している。第一のものはヨーコ

ツノ f の見fこ口木であり，第二は 口木に55りかけるヨ ーロ

ツノ f て・あ り，第三は 日本におけるヨーロッパである。こ

の変化は，ペ リアン自身の変貌と，文化の世界的交流の
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場での日本の地位の変化とを示すものである。

工 業 デ ザ インの道

1929勾， コJ レの門をたたいていらい，ペリアンの仕事

の主疏をなすものは，概ねコルの協力者としてのそれで

あった。しかし作品歴をよく見ると ，さらに二人の協力

者をみいだす。ひとりはいうまでもなく，ピニ - J レ・ジ

ヤンネレであり，もうひとりはジャン ・7" レーヴエであ

る。

プルー ウ' エはわが問においては アノレミニ ウムのMl立建

築の研究者として知られている。コルの作品集 114巻lこ

1940{ドの; 11・聞として，戦争jllf :lli l者のために組Sr. 式学校建

築のことが載っている。乙れはプルーウ“ エが11，)¥1) したも

のである。その頃ペリアンは「工業目11市分散汗|聞に付' な

う工場センターの急泌の装備に必聖なる怪構造の研究及

びその: x 到J Iι 努力していた。したがって少な くとも乙

の頃からペリアンとプルーヴエはかなり新援に協力して

いたと思われ る。 そしてその協力は 「三人展J Ir: . 続く。

乙の展覧会について，ペ リアンは次のようにい ってい

る。

『この展覧会は造型芸術と居住に関する 問題で，西欧

ではどんな傾向があり，どんな点 iζ 苦心をは らっ てい る

かをお自にかける乙と を怒図するもので，次のふたつの

趣意をその基礎としております。

1  芸術家と工業生産者との協力関係を表明する乙と。

2  建築，絵画，彫刻の協力関係、を再確認する乙と。』

かくして，この展覧会はいう なれば，

ｾ ｄ 部芸 術 と工業の綜合 への提案

プノレーヴエ，ペリアン二人JE

ｾｾ＠ 2 部新芸術の綜合への提案

ノレ ・コJ レピ ュジエ， レジエ，ペリアン三人展

ということになるのではなかろうか，工業デザイン lζ 関

してペリアンの考え方をもう少し聞いておくことにしょ

っ。

『第 1 のA1s.むt1: ，約子，机，整理棚から終成される家

具装備の全体のうちに示されております。これ等は三年

Ilij から試作中のもので，企業化され大fiE生産に入る前の

鰍型なのです。私tJ. アル ミニュームやフラスチック など



営業室内部

東京中心の世界地図と

航空路。

営業用カウンター

， 上 部 カウンターには.ra話の

ダイヤルがはめ込まれている

リノリューム貼。

下部カウンクーはデコラ鮎。

脇に受話日告がある。

カウンターを支えるキヤピオ.

Y トの問聞に は同、のジュータ

ンが{ f かれている。

の材料によっ て大量v: 生産 され得る部材を規格化し， ζ

れに生地を生かした申叙なと、の手工業的加工品を力11えて

完全なもの! ( しようと研究致しま した。 - 乙れ等の製

品の型が完全に研究され，その生r E 技術及びその用途κ

適合する場合には，立派な工業生産品が誕生す るわけ

で，そうし六製品は大衆の要求に答えるものです。人間

の手が' $ : : 撫し，細工する 乙とを好む木材のような天然の

材料を使つての職人的な生産品の与える感覚は，人間性

の要求に答えるコントラストの面白味を見せてく れま

す。 』

エールフランスへの協力

戦争は世界中のあら ゆる人lζ 何らかの痕跡を残した。

コノレの作品集にも それがある。第四巻を開くと 1940年か

ら44年の閥は全く空白 である。しかも乙乙 でジャン ネレ

の名が消えてゆく。そして平和が戻り， コノレ』ζ 大き な機

会が与えられる。" 7 ) レセイユの住居単位の建設がそれで

ある。 1952年住居単位は完成した。 そしてわれわれはそ

の室内設計にペリアンの舵在ぶりを確認した。しか しそ

の頃から エー ルフ ランス への協力が始った。乙乙ではペ

リアンはコ ノレの協力としてでな く独立して室内設計をま

鋭 て 行 っ た 。 丁 度 そ 仰 臥 し た 日 本 の 若い建築必

釆旅が乙の仕事lζ おけるべリアンの新しい協力者と なっ

た。パ リのリユー スクリブの，そ L てロンドンのエ ーノレ

フランスが相ついで完成し，東京がそれに続くのであっ

fこ。

エールフランス一 東 京

北lζ ゆけばU 活国際会館K 突き当る。南にゆ けば帝国

ホテルだ。 隣 りは東京宝塚劇場，向いはと いえば， 日比

谷映画，有楽座が並んでいる。 歩道はまるでニューモー

ドのフ ッションショーだ。そんな所κ 乙のオフィスはあ

る。

そ乙でペ リアンは考えた。

『エーノレフランスのように全世界にわたる業務では，

それぞれ，ひと つのスロ ー力。ンを持っており ，乙の場合

それはミ進歩の最尖端をゆくエールフランスミである。

しか し乙れはその土地々々によっ て臭った表現をせねば

ならない。! 決函館の並んだ通りで広告の照明，騒音，雑

沓の中に泣かれた東京の場合，エー J レフ ラン スの公衆を

ひき つけるものは，照明，色，文字等の増加によってで

はな くて，反って周囲と反対のもの，空間の創造，黒い

ｾ等によってであり ，それ は北 極の壮大な，照明 された

写 μ を置き ，そして全体 に一種の五ｾ＾Ｚ幻的 な印 象を与える

2 ケ所の色ガ ラスを加える乙とによっ てエー ルフ ランス

を周聞に異ったものにさせる』そしてその意図はまさに

的中した。

周聞のガラ ススク リーンはかなり大き なものを使 つで

あるので，視覚的には外部の空間はそのまま室内の壁面

までおよんでい る。室内は床がチャコ ーJ レグレーの級自主

壁は黒いビニールレザー貼，天井は薄いグレーのゾノラ

イ トスプレーといった黒一色の装い。墜に打込まれた宕

板文字まで黒である( 乙れ等の文字は原弘氏によってデ
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ザインされた〉。乙のよ うに極度 l乙拘lへた周囲の空間の

丁度真正面に巾 ＱＱｭ ，高さ ＲＮＶｭ の写真が特別の照明装 ｩ￵ｾ

をバックとして設けられている。画面はグリ ーンランド

の5000m上空の航空写真である。まぎれも な く，現実そ

のものの映像でありながら， しかも乙れをみる者に超現

実的な，夢幻的な印象を与える乙の写点は，乙乙の空間

全体の特徴を暗示してい る。そして乙の夢幻的な感 じを

さら 1ζ 強調するかのように二段階の装慌が乙れに加えら

れている。その第一は，画面1の直前にあるアルミ製 J レー

ノミーである。乙れを向 って右からみると，ア J レ7 イ卜さ

れたアルミ色が地の上K ，東京上空か らみた世界地図と

航空路とが画かれている。左から見ると金色の地の上に

パリ 上空の世界地図と航空路がある。

そ乙でわれわれが入口に立つと，先づ東京上空からの

地図が自に入り，歩みを進めるにつれてそれは除々に変

化し，分解して，やがて，北極圏の写真にとって代る。

さらに進むと金色の面があらはれ，北極闘は遠ざかり，

やがてパリ 上空の地図があざやかに浮l甘される。しかも

との時，一度去った北極閤の映像は金色の地に再びあざ

やかに反映して，あたかも北極空路を通った旅客がパリ

に着いた時，来し方をふりかえって，北極での印象を再

び網膜によみがえらせるようである。乙このインテリヤ

デザインでの最大のポイントである乙の空間は，正l乙ギ

ーデイオン のいうタイムスペースであり ， しかも最も成

功 した 部分ではなかろうか。

乙の J レーパーはプレーヴェの助言によ りパ リで作 られ
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グリーランド上空

5000 mの航空写真

( 儲集室内部墜而)

た見本を元として，わが国で作 られた。アルマイト仕上

の問題，鋭角断面の尖端の亀裂の問題等があったが，わ

が国のアルミ技術はパリの技術に迫って遜色なかったの

である。乙れは日本にもたらされたヨーロッパが既に異

質なものでな くなっているひとつ¢断面を示すものであ

ろう。

次』ζ 第二の設置は，画面の左右l乙置かれた一枚の色ガ

ラス である。右側IJ のものは入口のカP ラススクリーン で，

rn 2m060 高さ 3m210 の赤色半透明のもの，左{ J l I Jは営業

のチーフの事務室と廊下を隔てる間仕切で巾 2m270，高

さ 2m854の青色半透明のもの二枚である。厚さはいづれ

も2 5務である。これらのカ. ラスはある時は反射光線で眺

められ，ある時は透過光線で眺められる。そしてみる人

の動きにつれて変化のある反応を示す。

さて乙れ等の装置の全体を眺めてみると，中央の白い

写真壁面を中κ はさんで，赤と青¢色カ' ラスが対応しで

ある。何のことはない，これはフランスの三色旗であ

る。ペリアンは乙とによると ，乙こまで計算しているの

である。このがラスはフランスのプーソワ社特製のもの

で，木国においても 乙れだけの大きさのものは務だと開

いている。乙れはわが国の技術の速く及ばない部分で

ある。

さてチーフの事務室から 秘書へと続いたi ! l IJ線は写真壁

而の哀側の階段で二附 lζ 記浮かれる。二階 !i 周聞が全日官ガ

ラスで，各事務室は外郎に面して設けられ， 中央は応技

用ホー J レとなる。間仕切は白ラワン生地仕上げで，天井

ｾ＠



まで上 らず，全体としてひとつの大きな空間となり，主

要ドアは奨った色のデ コラが張 られである。

乙乙 の空間は可能な限りモデュロー ノレを採用している

が， I当動的にすべて適用してし全う 乙と は意識して避け

られている 。二階( J _，天ナ|高 2m400 (史下端のl員大寸法)

lζ 対して間仕切の高さは l m700となっている。モデュロ

ーノレ従えば l m830となる 答の所を，乙乙でそれを採用し

なかっ た理由は， 中央のホーノレに立 って見るとよ くわか

る。つま り天井高 2m400は広い空聞においては必ずしも

充分な高さでは ない。乙 ζ l ζ 若し l m830の間仕切を置け

ば，それは天井の低さを強調す る乙とに なってしまう で

あろう。

乙のホー J レlζ はまた， 彫刻がひ とつ白かれている。そ

れについて ペ リアンは 乙ういっ ている。 r現代建築の普

遍性と日仏相互の密接な理解のし るしとして， 2 附ホ -

J レKltVi使河原荷風氏の彫刻を置 くことに な った』

「滑れ」と名づけられる乙の作31は，乙の空聞におか

れた数少い 「向然」のひとつであり，そしてそれはすぐ

れた造形の放に「現代建築の普通性」と 問機の ものを獲

得していると思われる。

たまたま竣工式の日 lζ 来たイサム野口が，彼の作品で

ある提灯の フロアスタン ドを 乙の空間に贈ろうと申しで

たが，ペア リンは乙 れを ど乙へ置くべきか 思案してい

る。 乙れがもし，さきの三人展のl時であれば， ペ リア ン

は会場の一隅にそれを置 くために直ち に決断を下したで

あろう。その辺の相違が乙のエー J レフランスの空聞には

営業室内部

パ リ中心の世界地図と

航空路

ノレーパーは金箔貼り。写真の

繭 i師が映っている。i E商は赤

色 ガ ラス。

あるよう に私には思われる。

ペリアンのすぐれた空間処理の一例として，乙乙 ICは

もうひと つ，写山壁画の有効な使用がある。 1 階チ ーフ

の事務室lι 印度の仏教彫刻の写真， 2 階ホールにノぐ リの

ポン ・ヌフ F付近のセ ーヌ河の風畏写1'.1，'Ft 業所長室に世

界地図の写真，事務室に並木道の風22写1l ，会音|室に中

| 立の城郭の写真かそれである。いづれも 間仕切壁または

間仕切兼用の戸仰lの背面!c 用ひられ，それぞれの空間を

生気あふれるものにしている。イサム野口も乙 の点を感

心していたようである。

家 具 に 就 い て

と乙に用いられた家具は大別 して次の内積類1(. なる。

第 1 はエールフランスの機能にふさわしくとく托考え

られたテーフツレ， カウ ンター獄。

第 2 は1E遍性を持つ一般事務用テ ープノレ

第 3 は造り附けの務J ; 1 J ! 戸棚l

気ｾ 4，は品産化 された既製の椅子類

先づ第 1 のものは 11惜のWelcome service のカ ウンク

ー及び二人用の営業用 カウ ンタ ーな どである。乙 れ らの

ものは顧客に応援する 上部カウンターと執務用の下部カ

ウンターがあり， 上部には電話のダイヤルが埋め込まれ

ているだけで常に何もな く，顧客( 乙見えな い下部カウン

ターには仕事に必要な色々の書類が泣かれ，それ らはそ

の下のキャビ ネットケー スIC獲理され る。乙れら二段の

力ウ ンタ ーは一枚の板を折曲げたように構成 され註文生
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産される。乙れらを支えるキャビネットケースは既製の

iil i 3 l 品である。そして全体の] 飢よジェット機の主翼を忠

わせる後退角を持っている。

ｴｲｾ＠ 2 のものは，例えば 2 階の事務室のテーフツレであ

る。自由な平而]影を持った木製デコラ貼の甲板が. 金属

製のキヤビ不ツトケース及び独立脚の上にの ってい るも

￠で，第 Ｑ のの ｩ｢ｾ 合と同様に 一 方は主として機械 ｊｊ ｲｊ工 に

よっている。

第 3 のものは，建具; こ特長があり，一枚の板 iζ 511三を

つけて引迷い戸とした，従来からのペリアン型のもので

ある。もっとも在来は補強材兼用の引手として木材が主

として使われて米たが，乙こではアルミの T 型仰 ;1¥し材

が用いられている。量産品に手工業的加工品を加えると

いういままでの一貫した手法が乙乙では放てきされ，五E

Fr J彰の筋が強 く押し通されている。乙の乙とは住宅]彰の

家具から事務所形の家具への変化としても受けとれるし

また工業デザインの前進とも受けとれる。いづれ fe して

も， エールフランスのデザイン全体を通じて，これと同

じ相の下での微妙な変化があるのを認めないわけにはい

かない。( もっとも ，乙れはミ進歩の最尖端iをゆくエー

J レフランスミ lι 対応するものでペ リアン全体の変貌の き

ざしではないかも知れないが。)

最後に第 4 のものは乙乙! ( 用いられている椅子類の大

部分についてであ って，それ等は殆んどが五l i ! 1i 品のイー

ムズチェアであり， 一部にヤコブセンのものが佼わ- ; l ' Lて

いる。

エ ピ ロ ー グ

竣工式jji jの一週間，われわれをはじめ現場の職人にい
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2階事務室 (個室〕。

ゆるやかはカーブを繭くテーブルトップと

それを支える古! 産品のパイプおよびキャビ

ネッ トケース。 1m仕切堕 ICはられた写真。

たるまで， 一同てんて乙まいをさせられ，色々と無理な

乙ともいわれたのであったが，見事に完成した後のある

夜，職人たちと食事を共にして労をねぎらいたいとの申

し出を受けた。有楽町のレストランでささやかな集りを

持 った一同は， i何度も日本にきた乙とがあるのに， サ

ツパ リI 1本語が話せなくて申しわけ ない。」というペ リ

アンを中心として，言葉の障害をのり越え，お互いにも

のを作 る人間としての苦労と喜びとを分けあった。いつ

までも若いペ リアン夫人が，今後ともますます健康で造

形の世界での活躍を続けられる乙とを希望し，日木の職

人たちは夫人 Iζ 対して拍手を送ったのであった。

さて乙の稿を終る! こ当り最後に書き止めておきたい乙

とは， 日本におけるペリアンのすべでの活動に当つての

わが姉坂倉準三との閲の完壁な友情と信頼の協力関係に

ついてである。とくに乙の エールフランスにあっては，

進来君の献身的は努力と坂倉の全面的な協力なしには乙

の作品も光でを放つに至ら なかったとさえ恩われる。私

も坂: u のもとでいささか ζ の仕事に関係して思、ったこと

は芸術の綜合などといっても，それは人間同志の深い協

力関係を別にしてはおよそあり得ない乙とだということ

である。ペリアンもいっている。 rエールフランスにつ

いて坂倉氏との協同は異例のことでは な く，乙の協同は

現代主 ｾＳ 誌とそのエス プ リ を教える ｊ レ ・ コノレビュジエのも

とでー絡に勉強した 11与から続いている』と。

{ 筆者坂倉司直三建築研究所}



鉄 道 車 両 に お け る イ ン テ リ ア デ ザ イ ン

→ーの食時 iζ ー と め て

プ ラ ン ニ ン グ と イ ン テ リ ア の 協 同

米 満

犬 鉄道車両のインテリア・デザインの特異性

鉄道車両にインテ リア ・テサ‘ インという言葉が用いら

れるようになったのは，どく最近の乙とであって，数年

iiiJ ".までの鉄道車両には，インテリア ・デザ. インと いえる

郁4 立さ れた分野はなかった。仮りにあったとしても，そ

れは総合的なものでは な く，特殊車両の( 例えば展盟車

食堂車など) 壁面構成( それも多分1ζ テ' コラテイプなも

のであった) ，飾棚 ・腰掛な どのパーツ，または限 られ

た小空間の: " 0:1庄であった。

1952年頃から ，従来のベニヤの化粧板と木枠組ワニス

仕上の客電車の室内パネル lζ 代って，欧州の格品椛jGの

客車が，ハード ・ボード (ζ ヒーニ J レJ ロス張りのパネル軽

合金製のサッ シュとドアーに衣替し，室内色も一新して

主主協していらい，経由化と不燃化の要請に応え，新材料

の車両えの適用と相まって急速に新しい装い に脱皮 し

て，特急列l lJ. i あさかぜ」 ・ビジネ ス特 急 電 車 「こだ

実日 足

ま」 ・小田包 S E Ijl ・近鉄ビスターカ ーの誕生を迎える

に当り ，インテ リア ・デザインなるものに関心が持たれ

るよ うになったコインテリア ・ザインにおいて，この遅

れたスタ ートを挽回すべく 快速の務進をしているのが，

鉄道車両界の現状と いえる。

しかし，乙乙K . 一般建築界と大きく本質を呉にした，

約命的な鉄道車両のイン テリア ・デザインの特異性があ

る。まづデザインの場である空間は，車両限界( 直線路

において， いかなる場合でも車両がそれより 出張っては

いけない限界) によっ て，車体のけl と高さ寸法ならびに

II (体断面の大路が規制|され，車事l! によってアレンジと各

住 f向性絡が決定づけられる。 tた陥な特定空間を慣例的な

灸件の下にデザインしなければならなし、。すなわち， 客

室は寸法的にrl "1 2806mm床面より天井までの高さは 2100

mm I乙制約さ れ ( i つばめ」の場合) ， レイアウ トとして

mの両端κ は他I ! I えの連絡の貫通路を必裏とし，客室の
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「つぱめ」食堂車

形式図

中央または片側1) に通路を有し，両車側( ( 一個所以上の出

入口と便所化粧室な どの諸設備が付随す る。

っき'l 乙，インテリア ・デザインにとって大きなファク

ターと なるものに，車両構造と材料の規格，仕様，な ら

びに重量的制限 ・生産性 ・さらには保守などの多角的な

要素があり ，その上 l乙公共性と動く建築物としての頑強

さが要求される。

インテリア ・デサ. イナーにとって，官iJ者は一定条件の

もとの特定なデザインとしてプランニングの対象とする

乙とはできても，後者の構造，材料，工作な どの車両特

有の分域! となると ，インテリア ・デザイナーが独自でこ

なせない多 くの面を内臓 している。現実には，少くとも

最近までに，エンジ ニアが乙れを やっ ていたわけで，そ

れに本質的なデザ. インを望む乙とは脅l WJ ! なと乙ろであっ

て，インテリア ・デザイナーとの協力が求められたゆえ

んである。

建築家と室内ぷ医家との関係が，ここではエンジニア

とデザイナーの協同という形態となって表われてくる。

建築においては，アーキテ ク トが造 形 的 な空間を決定

し，その形成された個々の空間を，インテリア ーが機能

生態として完成させるのであるが，鉄道1 1 ! 両では，その

車両の機能と迎用目的によって. 古i J a己の枠内で定員に応

じたアレンジメントの検討に当って，デザイ ンと 構造と

の結びつきが直接的であり決定的なもので，融通性が少

いために，エンジニアとデザ、イナーのお互の思想、の交換

からレイ アウトがW，発し，設計の過程，完成まで，絶え

ず密接な交流が計られなければならない。

建築においては，造形思惣はアーキテクトからインテ

リアーえと直統的なものであるのに対して，車両では，

エンジ ニアとインテリア ーとの関連は最後まで交流的な

ものである。そして両者がある窓味では異質的なもので

あるだけに，その交流のサイク J レが作品を決定づける要

3.2  

因ともなる。エンジニヤがデザインを理解し，デザイナ

ーがエンジ ニヤ リングを身につける乙とが理想とされ

る。

大 食 堂 車 ( つ ぱ め) のインテリア・デザイン

プランニングの当初 !C， 4 人掛のテーブ J レ8 のサロン

と，調理室をー列ifYJ線の細長いものとして，廊下側をダ

イニング ・キッチン様式のカゥシターにした新しいレイ

アウトが，デザイン ・サイドから提案されたが，幹線の

食堂車としてのサロンの風格と ，料浬人の作業習性から

図K 示す返りの在来の食堂車と本質的に相違のないもの

となった。

電車の食堂車としてデビュ ーするこの事のレイアウ ト

に新機軸は得られなかったが，特急電車にふさわしいも

のとして，強く明快な色彩で明るい雰囲気の中に，乗客

の気分的な惑いの場とするよう ，簡潔に線められたのは

比較的短時間の来車であ る乙とが考慮さ れている。

サ ロン は定員が ＴＰ 人で，大きな食卓は ｾｬｬＩ 椛のフレーム

(ζ 片持梁の支えで強固に取付けられ，床面からは何の支

えもなく，小精子もテーフツレの受に差し込まれて脚が床

面より浮いて，清掃が便利なように細い注意が払われて

いる。その小約子は最小寸法の片手で可動できるもの

で，写真K 示すように，ダーク7 ノレンにメラミン焼付さ

れた 16角鋼管でシンフ勺レ: こ構成され， シー トとパックは

コラル ・レッドのビニ J レクロス張りとして，食卓の白布

と鮮やかなコン トラストを得て，この部屋の唯一の派手

な色彩l乙なっている。

調狸配膳室は，壁面で客室 ・廊下と仕切られているが

その食堂側 [ζ は目前棚とハッチが車体中央 iζ 配置されてい

あ。 ζ の余り実用的でない多分 lと装飾的なサイド ・ボー

ドも機能的にオープン ・ハッチにして食堂からの隠由民

と動部員整理をかねたスク リーンもデサ‘ イ ンの過程で検討

されたが，乙れも常業上の慣習か ら実現しなかった。そ

の飾棚の前K は少しのスペースがあって，廊下lζ 通ずる

側 lこは，電i J YJ発tS機の風道が内部にある仕切壁が，反対

{W) にはレジスターがあり，乙れらは客室と似1 H1まで区分さ

れていたのであ手が，狭小な空間を少しでも拡げるよう

にレジスタ ーの前の仕切壁は撤去されて， V 字形の抽象

体で床面の活用を計り，シンメトリーを くず した新しい

形式でセパレートされた。レジスタ ーは，それに とりつ



食蛍用小椅子
「つばめ J 食堂車内

けられたガラス ・スクリーンを透して客の動i' f f ' が見られ

る。乙の抽象壁は，小椅子のフレーム ・廊下の手間と同

色に仕上げられ，色彩による関連性が計られている。

飾棚は簡単な水平構成で，飾られる洋酒類の多彩を予

期してパック はダーク ・フケレーの単色である。

青空の感覚を偲ぶ淡背色の天井は， 巾広い斜面のパネ

J レとして京長を水平lこ走っているカーテン ・カバーに続

いているのも ，構造上からの一つのデザインとなってい

る。テ ープルどとにある大き く細長い側窓は， I市につい

た客の視界Iζ 対す る配慮と同H寺に，車体強度からも決定

されるもので，隅のR とともにそのプロポ ーションは車

体の外観! ( も大き な影響がある。この窓にとりつけられ

た挑引カ ーテンも その下紛がガイドされて食卓上をさま

たげないよう な機構になっている。

fii !i 棚と反対の食堂の他y; /，i fCl i ，アポロンのフレームレ

スの ドアーがあり . 配包盤 ・従業員控室を経て隣接l I I :二

通ずる。 ζ の ドアーは，外から食堂内部の状況は分る

が， 食事中の乗客からは気がつかないような色彩と透明

度の ものが選ばれている。乙のドア ーの上部に，列車の

現在走っ ている位置を示す表示認のあるのも， ，む!尺 と実

用からの新しい企画である。

廊下iこlえ在来の食堂司王のような i羽J 1 J l 関係の物置など

一切な く，手洗器とエアタオルがあり . サロ ンえのドア

ーが 自動扉になっているのも，乗客には楽しいものであ

ろう。乙の廊下と 調理室聞の仕切監は，体として最小の

厚みの Ｓ Ｕ ｭｭ で，完全 な ｬ 妨然防 Ｇ ｾ Ｇ ｩ 構造 に な っているのは

勿論である。

キッ チンは中央の配膳盤台を境にして 調理部と配膳

部l乙分れ，壁面，棚，調理台，配踏台. 流しな どの諸設

備はすべてステン レスと怪合金板製で，その機能をこ令今

するために寸法的な検討と構造 ・工作に，デザインの焦

点があると共に，振付，維持，保守 lこも細心の考慮がな

されている。料理人がこの狭いスペースで，作業だけで

な く生理的な処理も衛生的にできるように，車輪部』ζ 専

用の小便所の設置されたのも，初めての試みである。

大 鉄道車両の室内の材料と工作

デザイ ンが機能と構造と工作に直結している詳細は書

き尽せないが，構造上デザインの容認されないものもあ

り，時にはデザインのために構造の一部を変更すること

すらあって，デザ、イナー とエンジニアの協同体としての

関連が一周深 くあら ねばならぬだけに，鉄道車両のイン

テリア ・デザインが特異なジャン J レとしてみら れるので

あろう。

材料においても，姶築界ではみら れないよう な厳格な

規絡と仕織があり . 必要以上とも思えるシビア ーな寸法

と外観検査以外に，強度，耐久，磁波試験などあらゆる

テストに合格したもでなければならい。これは， 絶えず

繰返される振動，衝撃など苛酷 な 条件! こ耐えるととも

に，社会公共的な環境 l E置かれるからでもある。

車両の高速化と経済化の度合が高まるにつれて，比窓

口〉小さいものが選ばれるのだが，極端なiAt 湿度に対しで

も，変色曹変質. ｾＡｕ ｉ ， ク ラッ ク などの欠陥を惹起する

ものは許されはい。乙れらの制限を采り乙えて，新 しい

材料を消化する研究と努力が続け られている。

材料と構造，工作との関述については，先に少 しふれ

たところもあったが，そのディテールにおいて，あらゆ

る制約と条件とを克服するエンジニアリングとデザイン

の協同があらねばならなL、。 その詳細については他の機

会lζ 譲る こととする。

(} I! 崎市車両株式会社設計部謀長)
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造 船 計 画 に お け る イ ン テ リ ヤ デ ザ イ ナ ー の 立 場

種 キサ

船舶の居住設備というと，一般に客船のそれを連想し

がち であるが，客船は世界の全船j院の l 割にすぎず，そ

のなかでも航 ｩｾ の豪華客船となると，極く限られたむし

ろ特妹なものとヨ7えて良いであろう。 問題はむしろ地味

ではあるが， Ｙ ｩＡｦｩｊ を占め る 貨物 船， 油精 紛の居住設ｾＱｉｩに

ある。それ故一例として，ニューヨ ーク定期航路ωー貨

物船の設計ーを通じて，船員(1設計過程における他の諸妥采

の設，) 1 者とJ ; l f 住区設計名ーとの協同の形を記する乙ととす

る。

船舶を設計する場合，どの過程から ，し、かなる形で，

居住吉行がその設計に関与するかという問題を記するにあ

たって，まづ船舶設計の大路のJlrri 序を記する必要ーがあろ

う。第 ｬ 段階として造船所は船主から与えられる船の ￭ ｬ ｾ

貨重量，貨物の種類，航路，速度，機関の種類，船級，

等を誌にして，船の主要寸法，船型，馬力，構造様式，

等が定められ，それ らは仕級者，ラフアレンヂメント ，

ミドシッフ。セク ゾョン，コンストラクションフ。ロファイ

J レ，等にまとめられて船の大方針が決定され る。

乙の段階において居住区設計者はその仕様書の作成 [ζ

参画し，またラフアレンヂメントの作成については，将

来の見通しと ，それによ る方針，現在の情勢，既成船の

欠点等を書類，図面等をもって，初期設計者にヒードパ

ックすると同時に，論議することによって関与する。一

般にこの段階において問題になるのは，居住区の面積お

よびその内部配置であるが，船の性質としてこれは居住

区以外の他の種 な々要素とのかね合いにおいて，その面

t'( ，高さ等はきめ られなければならい。詳細は後段にお

真 吾

いて記するが，その要索としては次のよう な ものがあ

げられる。そのうち一番問題となるのは鉛口の大きさ ，

線開の極類，寸法，機関の解放P : : ' 1 fーする開口，復原性等

であり，そのほかに税金の対象とな る噸数の問題，救命

設備，繋船設備，等も j副主区画決定に当って関脇性があ

る。 ζ れらによって大体の同住区の位置，高さ匂: が決定

された場合，第 2 段階として一般配置図，また船主との

協議による仕総書の改変に対するアデンダムが作られ

る。気ｾ 1 段階は主としては対船主的要素が強いのである

が，乙の第 2 段階において初めて設計は木格的，かつ具

休的となって来て，初期設計はさらに言平和lに渉って検持

され，場合によっては居住区面積の拡張，一部の型状の

変更等がなされる。乙れは居住区設計者と協議の形でな

される。 t i H段階としてこれらの仕様書，アデンダム，

ヂェネ ラノレアレンヂメントが居住区設計者ーの手κ 渡り ，

さらに詳細な，具体的な検討がなされ，不具合箇所が修

正され，ヂヨイナープラン，その他箇々の装置図等に表

現されて最終的な形としてヒ ー ドパックされ，ヂエネラ

ルアレンヂの改正がなされる。乙れら三段階において図

面は 1/200宅 1/ 100，1/50，と大きくなり，また各々の段

階において船主と協議される。

大体以上のどとき順序; こ従って船舶の設計はなされ

る。その過程における居住区画設計の順序および居住区

設計者の協同¢形のアウトラインが示されたが，さらに

これを明らかにするには，乙の過程において居住区と他

の諸要素とがいかなる形で関聯するかを詳細に記するこ

とに よっ て，居住区設計者と初期設計者および他の諸ｾ

特訴防災シヤーνター全般

-HI l=:ι: ・
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采の設計者との協同の限界) ，，; ¥および形を示し得ると恩わ

れる。一例として，ニューヨ ーク定航の貨物船を例にと

って，先きの第 1 段階において記した諸主要素との関聯性

を個々について具体的にあげてみよう。

本船は遠洋第一級，平甲板， 11500 B  IP， 11 B回転，デ

イーゼJ レ機関士蓄n車，速力21ノットの銅製貨物船で，乗組

員定員55名，乗客定員ti.12名であり， ミドシッ プブ リッ

ヂ型で上部構造は，サロン甲板，ポート甲板，航海船橋

甲板，コンパス船橋甲板を有して，居住区はすべて，こ

の中央部上部構造内にある。居住区闘はできるだけゆっ

たり とれることが望ましいが，それは貨物船の本来の使

命から考えておのづか ら限度がある。総口との関係にお

いてそれはもっとも端的に示される。ニ ュー ヨーク定期

航路の積荷は主として雑貨であるが，レイ J V，鋼管等の

長尺物も車!i む関係から蛤口の大きいものも喜E求される

し，また船舶の容積とガング数の関係によって全船舶に

つき同時に荷役した場合，同時に荷役が終了するように

計画され，船内隔壁の位置，ポストの位置等がさめ られ

それによって，ガング数がさめ られ る。 2 ガング l乙は約

10M半という飴口長さの楳準もあり，船主は先にあげた

積荷中の長尺物や，荷役の容易さから，鉛口をできるだ

け長く取らうとする。乙れは飴口が短かいとホー J レドの

ふところが深く なって荷役が物によってはやりにくくな

り，荷役時閣にも影響するからである。したがって上部

構造の長さを極度にちぢめようとす る。いまかりに荷役

時間を本船において 1 時| 制縮めえたとすると，それは21

湿の距離を芯味し，乙れに追いつ乙うとすれば， 22ノッ

トの船で21時間を要する，乙のような高速の船において

l ノットの速力増加は級数的 lζ 機関の馬力の増加を要

し，それなら荷役時閣を 1 1時間早く して速力を 1 ノッ ト

落す方が得だという考えも成り立つのである。居住区設

計者としては，やはり乙れにできるだけ協力すべきであ

るが，わずか! と 1 フレーム (850務) 総口を縮めることに

よって生ずる荷役上のデイメリックとハウスを) フレー

ムのばすことによって生ずる居住区配置上のメリットを

天秤にかけて，ギ リギリの線を確保するために，最大の

努力を払わねばならない。陸上建築では考えられないこ

とかも知れぬが，わずか 1 フレームの差が居住区内のア

レンヂに決定的な影響を与えるほど，船舶の設計ｾ［ｬＺ煮つ

められており ，船舶においては，まさに空間はおE なの

である。

船舶居住区は一般に機関委関口の周辺l乙配置されるが

乙の関口が大きければ大きいほど住Jci 区は狭く なる。乙

の ｶｾ 口の目的はデイーゼ ｊ レ機関の場合 ， 機関手入のため

船ｵＮ碇 ￬ｾＱ 毎にかならずピストンを引抜き手入をする。そ

のためある高さまではどうしても空間が必要である。本

船の場合ピストン口ッドの長さは 10，628協であ り， また

ピストンを抜くための天井走行クレーンおよびそのクレ

ーンのためのビームが装備され，そのビームの上端から

クレーンのフック下端までは約 1，350 ' 弘さらにシ リン

グー上部よりピストンを抜きだすためには約 500磁を姿

するから，最低 12，500協の高さは機関本体頂部より必要

である。また長さは機関の長さ lζ おさえられ， rl1は走行

クレーンの 巾および室墜に沿って上 る通風筒の大きさに

よって左右され，いづれも，ギリギリ一杯におさえられ

ている。ピストン引抜きの高さが問題とされるのは，そ

の高さ以上は，採光，通J!li ¥，排気筒，迎風間，屯総，諸

岱［ Ｇ ｾ専のスペースを除き，居住区としてそのスペースか有

効に使用できるからである。

本船の場合その高さをギリギリ一杯までおしつめて，

サロン甲級以上は，その空間を居住区として使用してい

る。

このよう な内外而か ら検討さ れて一応平面的にスペー

スがきまってきて，なおそれでも不足の l時には上部構造

をもう l デ y キ増やすか，救命艇をもう 1 デッキ上! 乙上

げて，ボート甲板上のハウスを拡大するかの方法しか残

されていない。 上部構造をもう 1 デッキ高くする乙とは

当然復原性に関係する。本船の場合 G. M. はそう大きく

ないから，こ れは好ましい乙とではない。それに乙 れは

綴装数lこ関係するから，場合によっては，錨，錨$11の大

きさをi認さねばならないかも知れない。主たこれは総噸

数を増す乙と κ なり，課税および諸種の料金は総噸数を

もとにするものと，純噸数をもとにするものとがあり ，

経貨の1也大をきたすという面がある。

建築思待料品紘一- f 〈B日Al)

剖1. . : 1. 一回ツク

日 本 住 宅 公 団 ・ 公 営 住 宅 御 指 定 1521すJJ Z  

お 谷 山 製 作 所 i日元iz
大阪市来ｾ川区 三 津屋北通四丁目 電話(37)3117. 5871. 7724 
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乙れらの一次的な要素のほかに ， ζ れらに影響をおよ

lます二次的な，振動，騒音，採光，通風等の諸要素があ

る。振動は主機のシ リンダー数，プロペラ プレード数，

主機の回転数に関係し，府住区壁構造の回有振i l l IJ数と同

調せぬように，主機の常用回転数に対して意見をのべる

必要があるし，また場合!Cよっ ては，m: 口体の構造を考

える必要もあらう。

騒音の音源は船舶の ls合，主として，機関と iill 風機で

あるが，その空気伝播音，固体伝播音とも， ｾｴ ，ｾ迭に関

係 し，居住区設計者 と しては， ) 通風機室の位置，I 1 ] 風機

自休えの緩衝機の挿入， 通風機 と通風筒との絶縁等につ

き怠見をだす必要がある。

採光については室内のアレンヂ メントから窓伎町の決

定，それにともなうステイフナ一位E の決定を間住区設

計才fが行ない，構造設計者に通知される。

ij ] 風は巾板間高さ! こ関係する。一般に船内のij ]風 トラ

ンクの主ヂ[ は通路天井を通るが，ク リヤーハイ卜をとる

ために，場合によっ ては上 i1fS構造の高さを高 くする必要

がある。これ ら二次的要采のうち，振動，騒音，通風等

は釘i l 段階に関係し，採光は第 2 段階に関係する。

ζ れら諸要素に加うるに，船主は既成の自社船と急激

にかつ大 巾に変える乙とを好まない。その理由は，新船

を変えると既成船まで海員組合によって改造を要求され

る恐れがある乙とや，前述の税金や諸料金の問題等から

であ る。 乙れ らの関連事項を，それぞれ克服しつつ，と

にかく前進するには. どの問題にしろ ， さう一足飛に片

付く問題ではない以上， じよじょに時間をかけながら一

歩づつ進むのが妥当であろう。

これにはつねに初期設計部門との接渉，資料の送附の

みな らず， 船主への提議，および資料の送附がなされる

ζ のようにして居住区の大綱がきめられ，第 2 段階の詳

細11設計 i(. 入って来て，本絡( r .J tJ 居住区アレンヂが! 万住区

設計者との協議によって作成される。乙の段階での協議

は部屋割の全体的な配置， 1弟子の方向，甲板の切sg，個

々の室内配置の方針についての交渉が主であ って，次の

第 3 段階にお いて居住区の最後的アレンジは決定し，内

gjl の例々の装置， 物品の設;tlーにはいる。 ζ の;:r; 3段階の
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設計! と対しては，第 1 ， ｴ￭ ｾＲ 段階の設計者はほとんど全

く関係しない。それは船舶設計においては， 仕事が前記

のようなステ ージをふんで流されると同H者に，詳細設計

! 主おいては極めて間然と分野が分れてい る乙と，およひ荷

造船工学を学んだ者は，その重点が隙上の主主築家と巡っ

て，綴装方面には殆んど置かれず，主として，きびしい

梅乃さの 1'4 然 lこ地え，浮び，走るための，船 形，構造，

推進， 抵抗等の構造，性能方面に置かれ るからである。

一方陸上建築においてはある空間を 作 るのが目 的であ

り，その使用目的により 構成された空間を基と して構造

を考え，全体の外観的まとまりそ求めていくために，そ

の内部的構成に相当多くの重点を置かねばな らない必然

性があ る。 乙れに反し船舶の場合は，同じく空間を求め

るのが 目 的 で あるに しても，前記諸条件を満たすため

に必然的 JZ外部から内部え と逆の過程をとらざるを得な

い。 ζ の決定的な述いがプランナーとインテ リヤ ・デザ

イナーとの相互協同の上にも決定的な形の差と な って現

われ ると思われ る。

船舶設計にお けるプ ランナ ーとインテリヤデザイ ナー

の関係は， I弘前と ii 決後においては格段の相異を生 じて き

た。 i以前においてはインテリヤ ・デザイナーは，従来の

習慣によって与られた空聞に単に物をつめ込み，表面的

装飾を乙ととす るよう な傾向が確かにあ っt: 。 それはデ

ザイナー自身の不勉強にもよる が，社会の状態，歴史的

なn長も， また見逃がせぬひとつの要業である。それκ

対して， 戦後は居住区 1ζ 対する極々 な調査，研究の発展

人権の尊重，労働組合の発達，生活水準の向上，等から

一般: r . 居住設備』ζ 対する認識が高まった ζ と. また造船

業が戦後は世界市場lC乗出して，多数の外国船を建造し

視野を広くした乙とも，乙れらの相異を生んだ大きな要

業のひとつであろう。 また造船においては一流メ ーカー

なれば各社ともその船休，機関等 においてはレベルが伯

仲している現在，同{ 主区等がそ の技{ 摘を競う正面iこでで

きつつあり ，今後 ζ の而はますます重要度を}J nえると考

えられるのである。

{ 常者; 川崎市工業 K K庫n主役計; r j lf，il lt  Ql aut 良)
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から

禽凡

ji.，又 と そ の

- 辿 築 計 四 と 主 内 デ ザ イ ンー

す ぎ や ま

つね K 人聞をみつめなが ら，広い空間の一点を くぎり

とって人間の生活する1役をつくり，それがより多くのド

せを与える乙とを闘いながら，仕事にとりくんでいる私

たちではあっても，ともすると安易なf首位に流れて，そ

の仕事を進めてはいないだろうか。自身をふりかえりな

がら，もう一度考えてみたいと思う。

速い原始のもから人は身をまもる殻 ｾＱｩｬｩ の中心とし ・ て

の殻を必要とし，その設官 ｬζｾｾ を乙らしてきた。そして

l時代の進展はその複雑なとtmの目的を満たすために，多

額多段な殺を生みそのひとつひとつが有機的なつながり

をもってひろがった。高度な人間の生活は，そ乙にあつ

まる人聞が専門的なひとつの仕事に専念するだけで，そ

の力の結果の恩恵をうけるようになった。もちろん乙の

生活の殻もその専門家によってつくられるようになり建

築家という職業がまた建築学という学聞が生れた。さら

に時代は移り科学は発達し，人聞はより快適な生活を殻

lζ 求め，建築家たちはその欲求を満たすために多角的に

研究を進めた。計画の方法 ・新しい材料 ・構造 ・設備な

どー粒の殻についても，細分化された専門的知識と技術

を必要とする。

乙乙で一粒の殻をとりだしてその中の生活を中心! こ考

えてみる乙とが，その仕事の進め方をみなおし見極める

乙とになる。今日建築計画とその室内デザイン K ついて

の意見が関係誌上にみられるのもこの殻の質の向上を目願

う放であろう。

子供のままごと遊びをみていてi J i ! <かれたござ一枚がみ

えない殻をつくり，その内と外を仕切ってい るのをしっ

た。そのござの上は彼らのえがく生活の鉾台である。とと

•• • 
TAK.  

中 の 生
手
口

た か っ ぐ

活をつつむ殺は，つね に乙の生活の j易を偲定してつくら

れ内κ 目的のない外だけの殻というのはなし、。しかし外

を無視してよいというなl床ではない。一粒の殺を倣とす

る生活が外にむかつて波紋のようにひろがりそれがかさ

なりあってより大きな建築的空間が存在し活動している

乙とを考えればそれはーまわり大きな殺の内とも考えら

れる。例えば 1 枚の壁は空間を二分するが，その両面 lて

生活がある。それを考えなければその監の分離J5[- _.つだ

って決定する乙とはでき ない。

内か らの条件を満たしながら外へー又外からの条件を

満たしながら内え 乙の歩みよりがひとつの目的をもっ

た殺をつくる。その可能性のうらづけに椛治 ・材料設備

など専門的協力が必要に なる。

内と外ではなく乙の内から外へー外か ら内へーを科学

的に検討し均衡を保ちつつ最上のものにまとめ上げるの

が建築家の仕事だと思う。

アメリカの大きな建築事務所( スキ γ ドモアなど〕で

乙の内から外へー外から内へーを約半数づつのものが分

担研究し協同して仕事を進め，そ乙! こすぐれた技術の力

が加わって，次々とすI しL、解決をみいだし，突を結んで

ゆくようすを知るものには，いまさらいうまでも ないこ

とである。

先主f なくなったフランク ・コイド ・ライ トの王国タリ

アセンの門をくぐるものは先ず与えら れたさ く淡たる小

宇宙という1 ' 1分の生活の場から自分の手で建設 しなけれ

ばならないともきいた。ライ トのつ くる殺はつねに，そ

の内の生活が外に融合していて小さ な椅子ひとつといえ

どもその殺と無関係ではなL、o J レ・コノレピジェにしても

そのモデュー ノレの創案が語るような，その殻をつくる態
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度と ，その人間の本質をみつめた表現には学ぶべき多く

のものがある。またミ ース ・ファン ・テツレ ・ローエの前

むきの生活空間獲得の方法については，乙 れから の殻の

在り方を暗示するものがありはしないか 。バルセロナ

チェ アーのあるおおらかな空間 1[. は西洋の実存の考え方

と東洋の符によって代表される人間をすくう宮学があり

きぴしい生命感が充ちている。

乙ζ で私のいいt: いのは明 日の生活のための殻をつく

るものはあくまでも建築家であり，乙の人間の生活空間

を総合的見地から秩序づけるだけの高い思考カと判断を

下す実力をもつものだという乙とである。もちろん科学

の進歩とあらゆる角度からの探求を十日まぬ多くの有能な

専門家の協力なしに，それをなしえない乙とは他の人間

生活の向上についてと同じである。

視野のせまいものがひとりよがりの殺を粗製乱造する

のは，ただ乙の空間をむやみ lζ くぎりとって無秩序な生

活のしにくいものにするだけで，どをく飯能な人間の多い

ζ とをなげかせる。

ではもう一度現実に乙の内から外へー外から内への分

担と協同の仕方をながめてみたい。現在の自称インテ リ

アデザイナーたちは ζ のひとつの殻をつくる乙とにどれ

だけの認識をもっているだろうか，内から外への分担者

としては自我意識が強すぎて協同作業にむかないが，そ

れとも外から内えの分担者にくらべて，無能なために資

格を得られないのか， また両者の協力 lζ よってまとめあ

げる考えにし、たらない自称建築家，それとも力をかりな

くともよいという天才的建築家が彼らを無視しているか

一。いづれにしても安易な表面だけのファッジョン ・デ

ザイナーのような多くのインテリア，またエクステリア

・デザイナーに71任がありはしないか。たよりになるス

タッフを建築家は待望していると私はちえる。

アメリ 11 には建築家の配下 lこ入って内から外への分担

者として努力を惜しまないものの他lこ， 1止3立した多数の

インテリアデザイナーやデコレーターがいるが，1皮らが

一体どんな仕事をしているか 。先ずアメリカ! こはイン

テリアデザインやデコレーションを教える日本のi' ('.1ぷ学

校を思わせる小) ; J l . j淡な学校が沢山ある。それは高度のデ

ザイン教育をすると乙ろではないが， N .  S .  1.  D  ( Noti onal  

Societ y  01 int er旧 r designers) やA. I. D  ( Ameri can inst itut e  01 

Decorators) などの会員はそうした学校の出身者が多く，

一般家庭向きの室内装飾を主lこした色々な雑誌が示すよ

うな ;1丞い避味的な仕事をしている。それは古くなったい

んうつな殺の中をす犠にもょうかえしたり， rSj 易アパー

トメントハウスやオフィス( こ家具調度釘iを入れるための

相談役であって. 決して殻に真向か ら取りくんで思考す

るよう なものではない。またその家具肉体のデザインを

手がけているものもいるが，その加工技術の水準はかな

りのところにあるにもかかわらず，新しい殺とその中の
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生活にそぐわないものが多い。意欲的なフアニチュアー

デザインはどちらかというと，一部の建築家の手になる

か工業デザインから出発した少数のデザイナーによ って

なされている。

1 日1[， 1 人で何寸点もの家具を考えだし要求 K 応 じな

ければならない現況の Il 本. それはあま りにも 貧しい粗

末な既製家只事的に起因しているのであ ζ が，乙の乙と

をｾえればよほどましではある。

乙う考えて くると. 建築家と，生活23只としての家具

ぞうけもつプロダクトデザイナーがいれば. 殺はその中

で生活する人聞を待つだけだといえそうである。乙とさ

ら殻をつ くる場合の内から外への分担者のことをインテ

リアデザイナ ーな どと呼んでとびださせて考えない方が

よいように思えてくる。

現実 lζ ー・郊のものを除いて 11 ｾのインテリア ・ デザＮイ

ナーと称する 'if iどのものは家具の多 14デザインとデコレ

ーターのような生活調度品の相談選定役を仰せつかって

いるだけではないだろうか。

乙の内から外への分担者を出発点として，その乙とを

充分K 経験研究し，その重要性をわきまえた建築家の tY，

現の方が望ましい，そしてバラエティにとんだすく‘ れた

既製家具がそれを専門とするプロダクトデザイナ ーの手

によっ て ｾｉＧ みだされるならば，それを殺の中 Ｑ 乙自由に持

ち乙むだけですf しt 、殻の中での生活は始まる。 ζ の私の

汚え方は， ofj}J きのとれない窮屈なおしつけに疑問をも

ち，航空機や車鯛または船舶などの場合と異る殺の内か

ら外への思考方法によっていることをつけくわえておか

なければならない。それはいま海外で注目されている臼

木の伝統的 ｾｬ 活空間獲得の方法とはいえないだろうか。

殻をつくる場合，そのものの人生観社会観といったも

のが反映するとは L、え. 見方によれば全人間的な欲求を

具象化する人間作品をつくるという，非常にきびしい乙

の仕事をかるがるしく号えずに，現在の混乱の中を模索

から ｾ ｕ も早く脱出するため努力を惜しまず建設的であ

りTこい。

筆 者 時 歴 昭 和 6 年東京生れ

昭和30年千業大学工学部建築学科率業

株 式 会 社 大 丸 入 社

昭和例年 イリノ イ℃科大学大学院( デザイン学部) K留学

昭和35年 D A  V E  CH A PMA N デザイン会社

( r  ' - ' ダストリアルデザインセヲ ν ヨン)

L .T .j . デザイノ会社

(イ J テ リアデザインセク ν ヨン)

に勤む

ρ  アルコア全米学生デザイン1 t 受賞:

J . I . T 車 業

アメリヵ ・ヤングアイデイアメンメン 1<ーとなる

現lE株式会社大丸本郷デザインセ ンタ-!fJJVi



建築設計 と室内設計 との あ り 方 - 竹中工務庖の 場合

建築設計と室内設計との関連とし

ては

室内設計課の仕事は，室内設計 ・

室内および建築外観パースペクティ

プ ・ ｉｄ デザ Ｎイン ・ 出 ｊ ｾ レイアウ ト

・等 ，々 かなり広範囲な建築設計え

の協働，社内業務( 一般) の協働を

している。室内設計業務のうち ，室

内設計が建築設，Hえの桜hfjiJ Jとされて

いるものの，全般にはわたらない多

くの湯合，室内設計という 7青葉は不

適当で，家具 r レンジおよび家具設

計といえよう。それは室内設計全般

のうち，家具デザインと敷物 ・窓架

に類タるものだけえの協働であるか

らで， 室内設計の仕事として全般を

行なう場合は，商応建築 ・船舶 ・住

宅など比較的建築設計の多部デザイ

ンに関係、のないものに限られるよう

で，まだまだ建築家の芯欲の大きさ

を感じる。

建築デザイナーとの対比人員は，

30人- 4 0人に 1 人の室内デザイナー

責任パースアーキ テク トと いう乙とに

なるようだ。

家具または室内デザインの建築計

画への参画は

建築設計分担と室内デザインある

いは家具デザインの実施は， ( 1 )  

一般計画，( 2 ) 基木設計，( 3  ) 実施

設計， (  4  Ｉ工 τ ｊｊ 監理と設 ｾ ｉ 業務が

行なわれているうち ， (  2 ) 基本設

計の際，デザイン会議に参間一一基

村 尾 栄

木計画平而と同時 K_ 家具配置凶作

成ーーする。実施設 ｊ ｉ Ｍ ｉＨｾ 築設計が

入った後，家具1111
J1' F日数と家具設計

期間を逆算し設計計画が行なわれ

る。乙れは，建築設計の実施計画期

間と家具設計期間との差により，当

然JI J l 間のずれが考えられるからで，

ｾ築の内容に よ り設計しなけれ ば な

ら な い個 所 の多少によるもので，ｾ

2誕百| 回全体としては当然平行して計

画されてはし、ない。仮に貸ピルの場

合 テナン トは必ずしも家具アレンジ

および家具設計は依頼しては来な

い。テナントのうち何パーセ ントか

が室内設計，あるいは家具設計を依

頼してくるようで，貸ビソレの場合そ

のビノレの公室，ピル会社の経営部分

のみ設計依頼が多いように思われ

る。最近，事務所建築計画の際，事

務室の家具アレンジを計画するケ ー

スは非常に増加した。またホテ J レ，

クラフ' ハウスなどは全面的に悲本計

画から参画し，最後まで建築家およ

び施主におけるデザイン会議にも 出

席し，完全に並行して計画されてい

く。ただし前記の説明のように，建

築計画が設計者により外観より内部

までそのデザインを統ーするため

一一室内設計者は多くの場合特殊な

脂綿一一 ショールーム など，家具の

主体になるもの以外は建築家自身! こ

より床 ・壁 ・天井まで号|悶され，室

内デザイナーは家具アレンジ一一家

具デザインーーのみを行なうことに

な っている。

家具設計と監理

家具設計と監殉! の概I 1 1 7tは家只設:¥1

がー応完了し，概算作成一一施主に

提示一一施主の使用上の意見を求め

る。また更に予釘 κ ついての%! : 見を

求め家具設計 上 変更が加えられる

が，乙の場合一応建築設計との歩調

という か，程度を整えるため， ll 物

の仕上仕織と，できるだけ家具の仕

織を並行させる努力がなされる。h i ! i

主 ｬ こよっては Ｈ［ｉｾ ｊ 合多いＩ家具を安

い値でE- 求される乙とがあり ，多く

はデザイン上よりむしろこれの調整

l乙大変努力をしなければならない。

ただ建築設計が多くの場合，施主文I

施工者の関係になるのに対し，家貝.

あるいは室内設計の多くの場合は}j主

主対設計監理と立場が変って行き，

当然室内設計に対しては施工利潤の

袋4 求でなく，設;H・料えと変化 してい

く。設計監理の順序としては，入札

業者の選定一入札一金額設定一発注

監理一納入折示と施主の代行，設

計監理者としての業務に入って行

き，入札のための設計書一数量リス

ト一入札後の金額対比リスト，納入

数E リスト ー敷物敷込図表ー カーテ

ンリストなど，監理業務を行なっ て

いく。しかし最後まで建築計画と室

内設計のデザイン調整はその建築チ

ーフデザイナーによって終始行なわ

れ，満足すべき誇り高い作品を残す

乙とに努力している。

Ｈ市平 ｾ Ｎ K K竹中工務脂投計事)
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小川 今日の座談会は建築家の方とインテリヤデザイ

ナー の方と半 々にお集まり願ったので，必然的に建築の

デザイ ンと インテ リヤ デザインとの相互関係に，主題が

あると思います。私もお話をうかがいながら勉強するつ

もりで，白紙のまま，まいりましたので，みなさんも気

軽な懇談のつもりでお願いします。

最近 ｾ築家とイン テリ ヤデ ザイナ ーが互いに仕事の分

野でどうあるべきか，な にをするべきかが話題に なって

います。ある人は「建築家というものはひと つの建物の

内部のデザイン lζ 乙だわっていないで. むしろ都市計画

の勉強をする方が将来のためによいのではないか」とい

っていますが，建築はチこだたんに生活の殺というだけで

はいけ な く，人聞の生活ときり離して考えられぬもので

もあります。最近デザインのメイジャーとマイナースト

ラクチュアー の対照論が話題に なっていますが，アーキ

テク トとインテ リヤデザイナーとの互いの立場から室内

空間をどういうふうに調整してい くかとい う点で，まず

実際 lζ いろいろすばらしい実績のある彦谷さんから建築

デザインとインテ リヤデザインとの調整論を建築家の

場から話して下さい。

機 官E と 空 間

一一一 マイナーとメイジ ャーと一一一

彦谷 建築は本来，機能から出発 L ている。すなわち

内から外へでるものだと考えますと，迎。築家は当然イン

テ リ ヤデザインを無視して ｲｵｾ を ヨ Ｕ ・える乙とはできない

と思います。従って両者を分けて考える乙と自体，そも

そもおかしいのではないかと思います。しかし一万機能

が空間をつくると同時に空間が機能をつくるという ζ と

も考えられます。別の言葉でいえば，機能と空間とのか

かわりあい方というものは，矛盾しながら統一されて

つの建築的空闘ができるのではないか。乙ういう ふうに

r ，. えますと ，建築家はつねにi ' I 己のうちにインテリヤデ

ザイ ンというものが内包 しながら ，相| 刈っているのでは

ないかと思います。逆説的にいえばインテリヤのみが空

間を作るのだというふうに割り切れば，なにもこと新し

くインテ リヤデザイナーという独立した職掌が乙んにち

の問題K ならない。それはたんに仕事の分担にすぎない

む しろそ ういう一方的でない所に私はインテリヤデザイ

ンの問題があると思Lいます。従って両者が単に協力しあ

うという乙とだけでは，物たらないような気がするので

すがね。乙んにちまで，インテ リヤデザイナ ーが独立し

たセクションといえば，百貨庖の家具装飾部だと患って

いますが，民衆のつながりの深さという点から巧ーえて

も， その役割は大きいと思います。インテ リヤはやはり

生活の，いや人聞のじかにふれあう場ですからね。

小川 建築デサインとイ シテリアデザインとの悶! こメ

イジャーとマイナーストラクチュアの存在があるでしょ

うか。その点から樋口さんどうぞ。

樋口 まず両者の行織的つながりは無視できないと，思

います。しかし最近やかましくとりあげられてきている

問題は，デサ.インの分野で都市JI 蘭，国土言1' i i ! U，大きく

いってグロパルプランというような大きな仕・Fがでてき

たこと κ あります。それらのｻ上下を誰がやるか，ｾ築家

がそれに近いととをやるべきだといえるでしょう。その

ように建築家が大きな仕事を背おってくるようになる

と= インテリヤと建築との聞のメイジャ ーとマイナ ーと

いう関係ではなく，ｾ築と都市計画などとの間にその発

! 反した問j泊がでできていると思いま. < ) " " 。乙の観点から行

えるとまずヒュー 7 ンスケールをとりあげ，それをマス

スケールに. さらにピジアルスケールにもっていく建築

のデザイノの過程1( ，おいて，インテリヤデザイナーが片

棒をかつぐ使命があると思うのです。乙ういうｾ談会 な

どでは，建築家とインテリヤデザイナーとの対照的 な ｾ

がとりあげられているようですが，荘、はf設近どちらでも

ないと考えます。できあがったデザインがよければいい

のです。その乙とは，精進とぷ| 吋とのどちらが大切かと

いうとどちらでもなくそんな乙とは問題でないのと同じ

乙とです。そこに版本的 lζ 汚えねばならない乙とがある

と思います。

一一 ヒューマンスケール一一

小川 ヒューマンスケー J レに基づくデザインには，モ

デューノレとの関連がでできます。またそれを建築家白身

もなんとか活用しようと努力しています。そのx 伊l も多

くみら れるでしょう。われわれのｾｾ誌の発桜過程か ら ，

たとえば日本建築を例κ とると， 1  Tji.l C !.:i: 2 枚，内法 5

尺 8 寸というスケーノレがいまでも伝承されています。建

築がひとつの空間を作って= 実生活から検討しつくされ

I l 本建築は生れたといえるでし ょう。 インテリヤデザイ

ナーとm築家との行え るヒ ューマンスケーノレが と乙かで

焦点があわねばならぬと思います。ヒュー 7 ンスケーノレ

という点から ，建築家の長沢さんどうぞ。

長沢 私も対照的にとりあげずに，両方でいいものが

できればよいと患います。しかし建築デザイナーとイン

テリヤデザ. イナーがあるからには，そこに何か分野が

あってもいいとも思います。話の途 I ｾ＠ 1ですが，い まおた

づねのあったヒューマンスケールの間組といえば，在、も

最近になって口本閣のよさを感 じるよう になりました。

日本人の設計する i.?f. r. t l というものはなんとなく住みにく

い。それは なぜかというと日本人の活動範凶やスケ ーノレ

がしっくりあっていないからです。 H本間というものは

2 ，000 年の伝統が作りだしたもので LI 本人独特のスケ

ーJ レがわれわれを快的ならしめているのだと思います。

ｕ 本建築や白木間以外のものには， まだ な にか ｉ Ｇｾ のび せ

ねばならぬ伺所があり 乙なし切れないものがありま
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l湖 村 史 民
中 村 呉 氏

組 口 治 民

す。乙れは，ヒュー 7 ンスケールの問辺かと思い ます。

さきほどの必築の分野という訴にもどりますが， Ｙｬｬｾ誌家

というものはＹｬｬ築 ｩＧｉ休 の機能を ｩｲｾｊＩｻ させるのが如 ー に大

切だと思います。必ずしも内部的なものを否定するので

はありませんが，それを消j h: できねば9 l l 築家の使命は決

されたとは恩われません。

小川 すると建築デザ. イン !i 機能のみですすめるか，

環境を恕定しーとすすめるべきか，どうでしょうか ?

長沢 それはやはり第一歩としてそれぞれのm誌がも

つべき最良の機能を作りあげるのが大切だと思い ? す。

綴能と雰凶気は必ずしも対照的なものと巧え られませ

ん。優れた機能が後れた雰凶気を作りだすということも

いえると考えています。

小川 建築家の彦谷さん，乙の点はどうでしょう。

彦谷 例えば 目 ｊ ｊ 務室の柱間は構造的にも設 ｾｭ 的にも考

泌されてはじめて決まって くるわけですが 決して内部

の配置は無視でき ない。したがってこの場合建築家がイ

ンテ リヤ デサ. イナーの立場に立って同時に二つの性格を

もって建築を仕上げていたと思います。たまたまイノテ

リヤデザイナーという 1設立が独立したという乙とは，構

造技術家や設備技術家が設J Iー家 l乙協力し，あるいは矢Hr.

するのと同じ乙とです。いままではたまたまＹｬｬｾ忠治〈が 一

つの性質の仕引をやっていたのです。

小川 いままではそうですが，将来は分れて互いに有

機的に なる。その立場からインテリヤデザイナーとして

岡村さん，どういうお考えですか。

業 と 協 同

岡村 正 ｬｬｾ 誌 の 分野というものは昨今非常・に広 く な っ て
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きました。だか ら分業化 されでも仕方がないと，思いま

す。 ｾｾＡＱｦ ーして互いに強 Ｉ ｊ になり，そして互い ｋ 協力すれ

ばもっとよいものができるようになると思います。R l l 築

ＱＧ Ｑ 身は Ｉ ｉ Ｂ ＧＺ［｜ＧＨ こＩｩＨＮけずりです。外のものをその ｾｉ ｩ｜｝をそし

ゃくしたうえで，その友wを創り人間的な| 勾ずけするの

がインテリヤデサイナーの役目だと，[ l います。それだけ

にインテ リヤデザイ ンの分化された分野があってもよい

と思います。

彦谷 その点: fl、は，いままでのインテリヤデザイ ナー

はインナーデコレークーであったと思う ωですc ｾｊｬ築家

がりえたものをL、かにしてビジュアノレにする かというこ

とだけだっ T のです。インテリヤデザイナーがHl 立する

ということは ，建築デザイナーとの協) ] を Ijij 捉 とした対

立に意義があるのだと思います。単に与えられt- 空間を

どうあっかうかだけでは独立の忠義がないと，思います。

それはインナ ーデコ レーターにしかすぎないのです。

岡村 インテ リヤ デザイナーには，まだそれ以前のプ

ランニングに参画し，発言の湯が十分与え られていない

ような気がしますが。

小川 アートディレタターの立場か ら，中村さん如何

ですか。

中村真 荘、はｾ築家には総 ｯ 的な処築技術があり，そ

のなかにデザインということが入るに従って芸術味をお

びる。技術と芸術がテンションの両川li にある。芸術は総

合されたなかのお11 1 ' 乍部分であると思います。そのために

はうまくまとめるだけではだめで，な lこカ新しい明日を

作るひとつの魅力をうちだす必裂があります。建築家: ま

あまりにもいわゆる砧物という殺のまとめにT いっぱい

であ Ｈたと 思います。 ｾｕ￰ ｊｦｊ只としての家只 の ブ ｊ からふ

くれて きて. そこにデザ インののびてい く日IJ (.) 怠味がで

• 
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小 川 正 氏

きたからとそ，インテリヤデザインということばが室内

装飾にとってかわった怒後がある と思います。いままで

の家具は動かされていたが，将来家具が! I i ) J かされなくな

り処築のな かκ 入ってしまうかもしれ ません。そう なっ

た場合. ! ' l ; のインテリヤデザイン lよ大 きないみをも って

くると巴、います。

小川 ｉ ｪＺｉ村 さんの芯 見 ｉ ｩＮ ｾ築とい うのはひと つの テク

ノロジーに きデザ、インが総合され るべきであっ て. そこ

に新しい分野を開いて大きな意義があ るといわれるので

すね。

領ロ アーキテ ク トと いうことばの12味は，日 木で佼

H s築家 といういみでは ないと 思います。ちっと範囲の

広いものだと思いま す。例えばアーキテ ク トである ヤコ

ブセ ンは，いい建築を作るととも によい家具を作ってい

ます。 日本でも両者ともにやれlまよいのです。木当のア

ーキテク 卜は対立ではな く両者をおおいつくすものでな

ければな らぬと恩います。いままでは建築家だけがオー

ノレ 7 イティーであってインテリヤデザイナーがデコラテ

ィブで不勉強であったのですが，将来はそうあるべきで

はないでしょう。

岡村 ひとつの コンダクターのもとにインテリヤデザ

イナーと池築家とがあってしかるべきですね。

小川 インテ リヤデザイナ ーとしてある受け方をした

場合，必築家が阿，'(.(ドj センスをもって 協ノJ を求められた

場合と. ひとつのテクノロジーだけで限定された以合と

どちらが協力しやすいですか Y

樋口 在、の考えではわj 然としているのですが，ひとつ

のやり方があってテクノロジーだけで限定された場合の

方がやりやすいですね。

ひとつの型がつく られてまかされたときは，建築家の

量 三 谷 邦 一 氏 五ｾ ' i f ' >! . 微犬氏

デザインでインテリヤデザイナー は111にτ，伝いの なJおと

しかいえませんね。池築家とインテリヤデザイナーとが

ぶつかるときというのはイン テリヤをやっているときで

すね。という乙とはインテリヤのテザインの」工場でも，

家具のカスタムデザインとプロタクトデザインをやると

きがありますが，プロタクトデザインをやっているとき

はぶつからないのですーが，カスタムデザイ ンをやってい

るとぶつか りますね。

岡村 その人がｾｴＺをもっていても ， それが私たちの立

場にぶつかると思えばそれにアドバイスしてあげた方が

いいでしょうし， その方が設計者の意図にそったものが

できるかもしれません。まかしとけということは私の場

合にはあ りませんね。それよりむしろ桃治体になる まで

にもっと協力したいものですね。

彦谷 住宅を19IJをとっていえば，内部の部屋の仕上 の

乙まかいと乙ろまで指定して渡すやり方と全く無性格な

中村銀之助氏 上 体 問ltt 氏
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あま り表情のない空間で与えるやり方とあるで しょう

が，私は建築家というものは，まったく白のまま与えた

方がよいのでは ないか と恩います。その後にイン テリ ヤ

デザイナ ーと，住宅K 住む人との協力でその人なりのも

のを作ればよいのですからね。少なくともインテ リヤデ

サ. イナーにとっ てはそうあるべきでしょう。

小川 しか し建築家は材料の選択をする義務があると

思い古す。テクノロジ イが進んで工業化されている材料

もありますが. 建築家が材料を選択しなかっr らどう な

乙か。やはりセレクトは建築家がすべきでは ないでしょ

うか ?

長 沢 建築家の責任としてそうでありますが，まず機

能をみたされなければなり去せんから ，ささ ほどの彦谷

さんがいわれましたのと関係がありますが，インテ リヤ

デサ. イナーもわれわれ9 l 築家も よUJ を変えれば同 じ"i f 場

にあると思います。ひとつのR t 物の本質的なテー 7 を勺

えられ，それが如何に複雑困難なものであっても，それ

を満足に決すのが建築家の使命である，と同級インテリ

ヤデザ. イナーも与えられたどんな空間をもコンフオート

にする。その場その場にそれなりに最良のものを作る義

務があると思います。建築事務所と同織の性格を持つイ

ンテ リ ヤ ［Ｆｾ ｉ ー事務所ができ ， われわれＧ｝ＱＺ務所とアソシ ェ

イトを Ｏ ｉ ｾ Ｎ む機巡があるのではなし功、と思いて＿す ･

中村真 ｪ Ｚ ， ｾのＧｬＧｩ が ｦ ｬ ＮｴＮＺｫ ｾ ｉＺ のなかにさめられていると ，

われわれインナーを受持つものとしては . それは優れて

いるブj がよいとしても ，f上上げの ) j i l としては，と、んな

ものにも色づけがあるわけで，困る乙ともあるのです。

樋口さんのお話しにもありましたが，建築家がインテリ

ヤもす らのは: PJ l 恕の形で 例えばイタ リアではロッセ リ

ーニなど9 l 築家1 ' 1身がまた i[.iJRなインテ リヤデサ‘イナー

でもあるわけです。もちろん区ii (T:.ti 長い伝統がありま

すが， J 1. ( i J リ! の照度にしろ. また サッシの色づけにしまし

ても，ラッカーやペンキよりもっとよいものはないかな

ど，インテリヤデザイナーとアーキテクトの歩みより話

し合いが時間的 lこ笠宮でありたいとちえています。

小川 結局インテリヤデザイナーとア ーキテク トの限

界をど乙におくべきかという乙とですね。 11* では建築

デザインの発展過程があいまいですが，米国では:mζ あ

っさりしていまして，，. 主築はテクノロジーである。サ ッ

シしかり ，照明しかり ， しかし室内の仕上げについては

知らんぞという 例が多 くあ り，またそれそ知っている反

而大きい組織を持っている会 社はインテ リヤのセク ショ

ンを判 っている，ということはいかにすれば事業として

よ り約 利であるかという乙とですね。仁 ｉ ｾ のようにあら

ゆるものを総合的にかかえてするのがよいか。またイン

ナーだけのヨ5・え方をだすのがいいか，各々の行きかたが

あって結論づけるのはむずかしいと思います。
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テ キ ス チ ュ ア に つ い て

一一建築家の渡し方一一

小川 そ乙で話題を変えま して，各々のデザイ ンの表

現からくる感覚lζ 関する調撃の現わ し方ですが，コ ンク

リートの打ち放 しの空間 iζ 対して室内はどうあればいい

か、われわれの場合視覚と手にさわる触覚を怠識してや

りますが， イン テリヤの場合はその点どうお考えです

か。

中村真 視覚と触} l をひ っくるめて意匠の強さをださ

なければならないと恩うのです。 力説したいのはあいま

いのうちに仕上げにもっていくのでな く，いかに も調整

されつくしたもの，11寺と協合lζ よりζ れは弱さか も知れ

ませんが， よくコン トロールされた強さといい ますか，

ど乙まで感引を抑し進めたか，その部屋の個性づける何

かがないといけ ないと思います。

小川 建築家が一つの空間を イン ナ- 1ζ 渡す古iJに建築

家1' 1身がイ メージを持っ ている。例えば材料，色調など

に。乙の場合，インナ ーがそれに助力す るときに建築家

のそれを意識してやら れるか，それ とも インナー自 身の

感立を強調してやら れ るかの問題について ?

彦谷 ＡｩＡＥｾ よ的 な 空 間 といいますか ， 建築 家 の多少 のイ

メージの入った，t i l l l味的な空間を与えら れた場合の方がイ

ンナーはやりにくいんじ ゃないかと 思いますが， 一方1m

性特な空間を与えてどうぞi ' 1 由にやっ て下さいといわれ

ればイン ナー は個性をだしやすいと思いますね。そして

建築が無性格に なるということは近代建築の特徴だと思

いますので，ζ の点lとイン ナー の芯味が大 きいと恩いま

す。

中村真 日本間は伝統がああから乙 なされよし、。しか

し11 本の一般建築のデザインはイタ リヤづいて も. コル

ビジェづいても，北欧づいても，ア メリカ づいても ，い

かされないからどうしようも ないんです。

小川 lj i の砧築家はすばら しい創造力を持っていたん

ですね。打ち }j J r . しのと乙ろに建築家の感覚があった。 つ

まりイメージを持 ってひとつの空間を仕上げたんですね

処築家は設計をtJ上げたときにできあが ったときのイ メ

ージを作ってい るわけで，乙のイ メー ジをもっていなけ

れば建築家といいがたいと思います。

それが ζ んにちではインテ リヤデザイナー から姑築家

1' 1身の渡し方が恋いといわれています。 ナメシ皮の家具

が乙二にあればザばら しい空間ができるというう け入れ

方をさ れた場合，インテ リヤデザイナーは幸せであると

いう乙とを認めないよう なお話です。

彦谷 そういう点、から いうと私は渡し方が惑い。( 笑

上林 私の与えではわが国で建築の規模でデザイン が



考えられたのは大陸文化の影響をうけている場合だけで

はないかと恩うのです。あとは室内の乙としか考えてい

ない。極端にいうならばインテリヤだけでm礎的な規模

ではなかった。明治になってはじめてテクノロジイが入

ってきて，いったん伝統がワぶされたわけですが， ζ 乙

で問題になるのは日本の現代の社会組織と経済組織が建

築家を変質させ育てないようにしていると思うのです。

小川 いまのお話しのなかに日本建築の伝統はインテ

リヤ だけであるというのはよくわかりませんが。

上林 日本の書院などもそうですが，桂離宮を例にと

ってみましでも外からみて観11・されるものではなく室内

から外を眺めるように作られている。極端にいえば大隆

文化の影響をうけていた時代以外は，外から眺められる

ように作られていないと思うのです。

中村真 言葉を変えていいますと ，そ のなかで何かを

したいから乙ういうものを建てるe 用いる空間を作るた

めに家を建てたというんですね。

日本の昔の建築家が優れた創造力をもって空間を作っ

たというのは確かですが，それがインテリヤからのみで

まとめるのは不可能で，内から庭に続く相互関係からみ

ましでも，私は内からも外からも考えられたと思いま

す。

上林 いまわれわれが伝統としてうけついでいる日本

建築は，より内側に重点がおかれているという乙とで

す。

工 業 生 産 と の つ な が り

小川 インテリヤがオリジナルであるという説ですが

，ある点に賛成しなきゃならないんですが，メイジャ

ー，マイナーの問題を関連さして考えると，正ｾ築のデザ

インでいうモデュー J レというもの，建築は構造体からイ

ンテリヤのドアーにいたるまで，だんだん工業化されf

ユニット になるというのは必然的傾向です。それに関述

したイ ンテ リヤデザインのユニッ トを建築家側からださ

れた場合，乙れに対応するインテリヤデザイナーのど怠

見をうかがいたいと思います。

特 許

松 平 式 白 蟻 殺 滅 予 防 所

奈 良 市 南 滅 戸 南 方 町 28 屯話奈良 4098

{近日移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話※ 良4098

出張所奈良市春日 町尾悶組内 電話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 sIJ 2 6 3 9

樋口 乙れが一番大事な問題だと考えています。建築

は工業化 されたユニ ットになるというのはインテリヤも

同じ乙とで現在ど乙まで発展している かといわれればよ

わいのですが，全然、ないとはいえませんが，こん ごどの

ように発展してい くかが問題です。スチーノレ家具や厨IJJ.

Iζ 使う家具の形はできてきています。織物の巾 lζ しまし

でもいままで採り入れられてきた 1米 200 が新しいプロ

ダク トの進歩として，果して正しいもの であるかどう

か，いま真剣に取上げられています。デザイ ンにおける

ζ んどに残された大事な問題だと思います。

小川 話題がインテ リヤ デザインとプロダク トと の関

述を示しているようです。そ乙で イイジャー，マイナー

の立場か らインテリヤを考えた場合，工業化されたもの

が，有機的なつながりをもたなければ解決しませんが，

それに有機的なつながりをもたせるにはどうすればよい

か。デザインしたものをプロダクトするとき，別の ' ー

カーにだすケースがありますが，またア d リカのノルや

ハーマンミュラ ーのように直轄の- 1 . - カーがカタログi湿

りに作製している場合とがありますね。高島屋において

はそのつながりとか見通しはどうでしょうか。

樋口 アメリカではカスタムオーダーのデザインをす

るのは稀れなケースで，ほとんどがプロダクトデザイン

でできている。逆説的にいえば日本ではインテ リヤデザ

イナーと建築家が再認識して全部でもっとそういうもの

を育てるのが大事だと恩います。

小川 カスタムオーダーした場合，日本では既製品と

大差はありませんが，工業化された米国では，その値段

の差がはなはだしい。乙こで工業化量産に関連したコス

トについて話を向けていただきたい。

岡村 既製家具は日本では取上げられるようなものは

ない。

中村真 作って 、売れないんです。 pay の問題だと思

うのです。 また権威づけ られる P R がなされていませ

ん。

彦谷 日本でも既製品κ どんどんよいのができればセ

レクトレてそれを使うのがいいと恩う。照明器具でもそ

うですが，家具のデザイナーはこの点をもっとつつ込ん

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市点区瓦町 3 J  l l (ヂl'池筋) 旭洋ビ J レ3 階

電 話 ⑫ 3606 ・4089
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で研究していただきたい。

岡村 それはつねに考ーえているんです。ミースの梢子

はあ らゆる辿築家によって新しいものに採り入れられて

います。イームズでも東京のエールフランス で似mされ

ています。あれが理想だと思うのです。 日};，I
j
隠さんなど

であのようなデザインをだしていただいたら ，われわれ

がディレクターになってでき るようになるのも泣 くない

と思うのです。

彦谷
外国のものがた くさん入ってきて仙段も安けれ

ばどしどし使いますね。

小川 米国
(C. 例をとりますと，ハーマンミュラー lこし

ろ建築家が注文した場合は4096値引して売って くれるの

です。 Uノドのメー力ーは乙れをやらない。乙れが問題で

これを1 m似して空論をはいてもだめだと思うのです。

樋 口 止t築家P':' デ ィスカウン卜すると有利ですが，さ

きほど診谷さんのいわれました安ければというと乙ろに

大きな問題があるんです。という乙とは現実の[ " : ｾｪＺ 函とし

てミー スl乙しろ， ハー 7 ンミュラーにしろ g ひじように

他が日 く現 在 の 口木人の懐勘定 ｬ こ ｾｉＡ｜理があると思 う。

中村真 外国の場合は高く売れるまで相当な P R をし

ている。日本でも乙れが決定版だという形と P R が必要

だと思うのです。ハ - 7 ンミュラーの尚子と高尚昆の椅

子とを比べてみましでもョ座り心地のうえで! J : 変らない

と思 うのです。 ｾ ｴ ［￬Ｎ 白信と ｐ R とディスカウントの問題

でしょう。

樋口 米国では利益が 10'J: jJないと引合わないんです。

口木の家具は 2 ;1，QJから 3 割で乙のなかから 1 刻ディスカ

ウントするとなると，乙れだけでも大き な効力はあると

恩います。

小川 米国では建築家にスウィートカタロクをただで

送ってくれる。それだけアーキテタト lζ 対してカバーし

ているんです。乙ういう社会組織を学ばねばなりませ

ん。こういう相互関係をもっという 乙とは互いに有利で

口木では互いに苦労して損をしてい るんではないでしょ

うか ?

フ ァ ニ チ ュ ア デ ザ イ ン

小川 インテリヤデザインとファニチュアのデザイン

の限界を，インテリアデザイナーからはっきりしたど芯

見を伺っておく必要があると思います。ファニチュアの

デザインという乙とと空間の似f f I との関述といいますか

ひと E つの空間を与え られたときいっ しょにやってしまわ

れ るわけでしょう。 決め られた仕織があった場合， 家具

だけ，力一テンだけョについてｾ・えられますか。

樋口 それは考えます。 家具だけをまかさ れた場合，

照明だけをまかされたらi令噌カーテンだけの以0 ，また

テクノロジイ以外室内企部をまかされたぬよT. そういう

46 

方

場合があってもいいと思います。いろいろのたのまれ

がありまして家具だけならいやだという乙とはあり 1'J な

いと思います。 H寺と場合によって迎築家のjぷ: 1: 1. ¥が統ーさ

れたらj合・ - 。

彦谷 ｒｴ築家が ｈ き勝 ｔ ーな家具のデザ、インをｾ求する

ために家具の多51生l主をさまにげるとよくいわれます

が，私はむしろイン ナー の人がどしどしプロダク トされ

たものを使っていいインナーを作 ってもらいたい。プロ

ダクト をさまたけ' ているものは，むしろイ ンテ リヤデザ

イナーではないかと思うのです。

小川 家具のデザインはとくに進歩してなかなか立派

なものができていますが，家具の製作精度は 口ぶの状態

では逆行しているという現状がはっきり現われているの

ではないでしょうか。これはD ¥築家を代弁しているよう

なも のですが。

樋口 どんな家只を指していっ ておら れるのかよく 解

りませんが，私はそうは思っておりません。

岡村 11. 1 ，のローコスト主義ははき i主えていると思い

ます。

小川 むしろいいたいのは家具の勝造について深い研

究はなされているのですか司どうですか，現寸・ゃ椛迭

に。 5 6下たってもびくともしないよう な。

樋 口 家具にもいろいろありまして，なかには立派で

ないものもありますが，構造の面についてはわれわれの

手がけたものには桃治体を初門に研究している工以のエ

ンジニアとともに研究 しているつもりです。? ?から立派

な家具は英国でもおじいさんの時代から佼っています。

日本でも上等のものは昔のでもいいわけです。

小川 長時間にわたって多くの問題l乙ついてお話し願

えまレTこ。個々の問題についてはかならずしも結論がね

られておりませんが，ζ れは今後の問題として. さらに

つぎの機会 lこでもデスカッションができれば十いです。

ありがとうどざいましたの

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の専 門 誌

建 築 技 術者と材料業者の必読 書

建 築

雑 誌
材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日発 行

B 5 ￥150〒共

全国管庖で発売

本 社 東京都文京区小石川 liUJ 1 ー l 電話 (921) 2739

支社 大阪市西区西 j主婦1ー5 四 Y 栂ピル包話 @9200
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錆びない

這色( i )

オートメーション に依る ボ ン デ ラ イ ト を

錆 止 メ 塗 装 は 焼 付 塗 装 を

実 施 致 し ま し て 完 全 防 錆 を

尼崎新工場稼動

期 し て い ま す
是非御採用の程願上ます

i. 

桝ｾＧ￰，俗語ぎず婁鍾泰三Ｚ罵定
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尼 崎 工 場 尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 一 五 番 地 電話 (40)

日本開・聖h q斡望株式会結

本 社 工 場

東 京 支 趨1苫

福 岡 出 頭 所

名 古 屋 出 張 所

大 阪 市 生 野 区 対 矢 納 町 2 2 2 m ， 前 大 阪 (716) 2  2  3  1  ( 代) - 6  

Jl r  };f 1111千 代 田 区 1'1'川 銚 附f l 丁 1123 ¥[ ; 話 ili J;i (291) 1  9  2  0 ・4 9  2  0  
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名 古 屋 市 中 区 下 闘争開J Ｑ 丁 ｾ ｉ 5  1昏地 m ｊｉｾ 名占屋 Ｈ Ｒ Ｓ Ｉ 7  3  6  1  
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所に於ても能くその苛酷な

4  … し て … 特

に寒冷地に於ける技術 的困

出 ｉｾ は殆んど解決されたと云

っても過言ではあり ませ ん
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オ リ エ ン タ ル

0 は じ め に

オリエシグノレホテノレは神戸におけ

るおi:1 " ，なホテノレとして nl られてい

る。

それは，乙の ホテノレの作 {I二が) L-I

余千1-- まえにさかのぼる Il 即位、明寺，す

でに 1，1山i

る乙とからも! 伊伺白司lえるのである 。 (横

浜I; r+WI1也lこも hil t ，のホテノレが存了七し

ていた〕

もちろん吻その間 lζ 幾多の浮沈や

終日行の交代などが行なわれ，今 11

のホテルと、"1初のそれとには大きな

相迎があるが. ともかく今日におい

ても ｾｉｉ 戸の ｉ｜［ ，史的ホテノレとしての地

仰を保 っ ていることは ｾｾＡｉｉ ｾｩ 雫いとい

えよう 。

しかし， ｬｆｾｬ￬￭ ｪ の オリエ γ タノレ ホ テ

ノレのｾ物は ｬ￬ ｴＺｾ災 ｉｃ よ っ て焼失したた

め ， Ｑ 判 ｦ ｊｬｬ ｊ の外 ｬｾｬＧｬζ か つ ての ｬ ￭ｉｔ影を ｗｉ

めるのみで ，fJUlcのものは li 没後近代

的ピノレに ｉｬｦｾ されたものであり ， 本

科lf11 の」並行からい って，ノト1"1はそれ

にはおよばず ， ｉｾｊ 治時代におけるこ

のホテノレの推移を調子I したうちか

ら，i i:11 される とと がらを選んで 111

しのべる

0 初期のオリエンタルホテル

-f1L Iくから|リj 治初期 に外114入居間地

がDIJ 設された、引時，各1ｊＴ ＱＱＧ ＱｩｦＡＱｾ［ととも

にホテルの( 7 - {Eは必須の: 0、I!，¥<をも っ

ていた。

このようななかで，オリエンタノレ

ホテルは ，15蓄にあ ったホテノレ ・ド

・コロニ ーや海岸通りの ヒ ヲーゴホ

テノレとともに79ml ζ 設けられた υ 、11
1

1:J Jのものは ，一断 l乙ア ーグイド ，一-

p.寺 lζ ゴロネ ー ドの グ に ラ ジ ダ を も

ち，;;r lllj のメ イシ ・ストリ ー トl乙1(lj

して必られ，) 盈階lζ はノ4ラス ター状

のパラペットを付 し，閥均l の出入 1-1

ホ テ ル 神 戸 ( 戦災前)

写真 l 明治40年建段された当時の オリエ

ンヲルホテル ( “ オワエンタルホ

テル三 卜年の歩み" より)

写真 2 居留地京町79番に建つ最初の オリ

エンタ ルホテル

( K OB E - TH E  P R E MI E R  

P OS T  O F  J A P A N 縦)

写真 3 居留地京町80番時代の オリエンヲ

Ｉｾホテル 。 左側のｾ物は明治中期 ｩ

のものと批定される 。( 神戸尚工会

A 所ノミ卜問有記念絵はがきより〉
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写真 4 峻エ聞もないオリエンヲルホテル ( 海岸通り 6 番) の西側をみる 。 Hi f l C海Ijt ;，由り のプロムナードと

グリーン ベルト がみえ る， Ｈ坂 本 勝 比古ｾＩ

写真 5 戦災直前のオリエンタルホテル。南側のヴェランダ ICl l !具が入り，四階が1 1 "1策されて，挫築当 初の而

彰は大分う すれて いる。 ( 毎円新聞社説! 供)

48 

をも ったペシトハクスがあ って 5

( 1干のネグ ランド ・トレーグ γ グ ・

ソナイアテ ィなと， 1百1) 刊のu ¥物とと

もにオラ ｙ ダ人主ｾ築 家 ｗＮｃ Ｎ ボ γ ガ

ーの千 lζ なるものと汚えられる 。

乙の建物は ，のち lijJ 治 8 {I でまでイ

γ ターナν ョナノレ ・クラブが使い ，

lijJ 治12年クラブ ・ヲシコノレデ ィア/.[

nし、とられ，IリJIfi 29{1'-!ζ 焼失した。

オリエシタノレホテノレはlリJIfi 15年の

ダイレクトリ ーによると 121 11t/[移

り，フラジス人ノレ ィ・ピゴによ って

終 -:; i; されている 。伝えられると乙ろ

では ，食事は夫味で ，部屋も当時と

しては頗る立派であ ったと 。

その後，さきの79(1干のとなり 80務

/ [ 移転し ， ピコ・のｩＧ，コ ｹ ク ｊ 辰りで ｾｉ ￵

引に繁昌したといわれる 。

乙の建物は 79 a : とよくにている

が，豆; 府のグ τ ラγ ダが '1' 火部で突

ｮｾ し ， パラペ ッ ト ｬζ アンホーラの飾

りを付けている 。 乙のｾ物も ｉ ｴ 日トｴｉＩ間

もなく建てられたものであるが，作

;円は不詳である 。 乙のように民ー潟地

内の外人商e ! ' ( は頻繁にその所有が異

動しており ，、円fJ Jの所イf 行や設計者

のＫＱ Ｑ τ ￭ｬＺはなかなか Ｑｾ ｜Ｑ ＱＱ ー である 。

その{ & ピゴが出1:1同する乙とにな

り，グルームやハ γ ターら(1:.f! 11の有

力外人によ って終日が引終がれた

が，神戸』ζ おける貿易の j門大ととも

にn 灼ζ なり， lijJ 治2611' ，87漆lζ イ

ギ リス人建築家 A . N ハジセノレの設

，i I ーになる別館が建てられた。

乙の建物は地下 ーー|桝，J山卜三階，

W f 300 余t干の jl 泌なバニJ ! HU¥物であ

ったといわれるが，f怖か ::C:_{ I:余り で

焼火し ， 現存 Ｇｉｦｾ Ｇ｟Ｈ なくし〉かなる形態

であ ったか不明である 。

O 懸賞設計によった

オリエンタルホテル

lりJiti 36- 7 :q ばlオリエシタノレホテ

ノレはさらに規般を拡大するため海岸

辺り 6 務 lζ i i W:す ることになり ，乙

のため建物を ｬ 低公設 ｾ ｉ ーによ っ て求め

ることにな っ た 。 乙の ｉＩｾ 符について

は不，:y ではあるが，向山よりの眺め

を重視する乙とが条 (' 1として合まれ

ていたといわれる 。その結果，来日



間もない新進ドイツ人建築家グ ー ・

デ・ラランデの作品が選ばれた。また

古宇田実氏がこの競技設言|ーに応募 さ

れていた乙とがわかり，さらにその

図而が現存している乙などがあ っ

て，質重な資料を得る乙とができた 。

Ｕ 干ｦｩＺ Ｑｃｾて ら れたオリエンタノレホ

テノレは ( 四代目 ? ) 当11寺居間地内

で最大の規校をも ち明治40年峻工し

た。 地下一階，池上三階，建坪 577

J'j' .を有して，主体を主R瓦造とし ，外

壁際回りに野而Tiを用い，ノレネ ッチ

ンスを基調としてドイツパロ ック風

な綴式をも っていた。玄関ロビ ーは

屋階まで吹抜きになりスアジドグラ

スを 用いて採光していたといわれ

る，またその頃 としては数少ないオ

ーチス製のエレベ ーターが{ 耐えられ

応 ( T l - 3
i
r ) 高rnR'l i会 011; ; 0

ドイツ大もHi ( 特別室などがある 。

デ ・ラランテ. はこれからといえる

壮年期の Ｑ Ｙ Ｑ Ｒ ｻＱｾ Ｈｦ ｙｬ 治 ＴＵ 年 ＩＴ Ｐ ＮＮＩＭＧ の泊

さで111: を去 ったため， 11日刊ζ のぼる

乙とも少なか ったが， ｔ Ｉ ミ人の ｆｩ Ｇ ｾｧ

をかりると ，ミ 日本を愛し ，仁! 本人の

ため に働らくととが好きだ った彼を

思い出していただければうれしいミ

とのべられ，またミも っと長命であ

れば，さらに多くの建物を作れたで

あろうミとの言楽は彼のー而を物語

るも のである 。

このよ うに ，オリエ Y タノレホテノレ

が辿 った| 時代の変遷のなかに，その

当11寺の建築! 置を伺うことができるの

は興味深いととといえよう 。

てあ った。 本文を ｾＡｾく ｋ 当って 神 戸大ＢｪＡＺＺＺ�，件

。独逸人建築家ゲー・デ・ラランデ 教授ti' I' Il IX 氏，オリエシタ ノレホテ

について

明治 '1'期以後来日 した外人建築' ポ

は非常に少ないが，その一人 lζ デ ・

ララ γ デがある ，デ ・ララソデに つ

いてはか つてその夫人であ ったT 夫

人を知る険会をね . T夫人のど厚訟

によ ってそ の終慌を知 る乙と ができ

たのは幸いで あ った。

グオノレグ ・デ ・ララ γ デ (Geor g

de Lal ande) は 1872 ｩｪｾ ドイツの ν

レジマ で生まれた。父 も有 名な建築

家 であ っ たが ， 彼 はドイツ市 ｾ建築

技r. i ti の資絡をも って来 日した。来日

は明治35年前後と推定されるが，横

浜 J 75落と神戸10務に建築事務所を

iF{ いて建築活動を行なった。作風と

しては しヨカョlζ もドイツ 風の重厚さを

もつものが多いが，彼の書いたへノレ

マン邸( 事11戸〕の青写真が，その施

工者であ った神戸の期口家lζ 保存さ

れており ， 間 Ｇｾのど 好芯で掲 ｉ 依する

乙とをえてその作風の一端を伺う乙

とができる 。

彼は ，当11寺の政府や軍部の裏目別と

の結びつきが深く ，もと寺内元flllJ の

知過を得てその11 ; 動範聞は朝鮮にも

およんでいる 。1' 1ニ品lζ オリエジタノレ

ホテノレのほか， 朝鮮ホテノレ( 京城) へ

ノレマ ン邸( M4 0神戸) 三井銀行大阪支

ノレ高局一治氏のど教示を符ミオリエ

シタノレホテノレ30壬| ーのあゆみミを引用

させていいただた ， 終りに感謝のｾＺ

を表したし '0 ( 板本勝比古〕

写真 6 オリエンタルホテルの玄関

デ ・ラランデの作風が伺える。

写真 7 へルマン邸の青写真

デ ・ララン デの サインが右下 ICあり ，1907午の n
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回目

ク ラ ブ o T  A  

設 計 彦 谷 建 築 段 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 藤 木 工 務 庖
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設計一 日建設計工務株式会社，造作 ・家只一色・附木材 工業株式会社

宮 崎 木 材 工 業 株 式 会 社

高 知 中11 互 銀 行 社 長 室

1' 1:: 

fiiri 

造

装

築

内

具 ・建

飾 ・船

建

装

種

具

内

家

室

特

4ァ

京 何j ri J 右 京 区 ぶ 秦 下 jq 111 1町5

IU 話 (86) 1  5  8  5  - 7 ・o 3  3  6  (存

京 都 市 '1
'

京 区 必 川 通 堺 町 51)

市 話 ( 23) 6  3  3  7  - 9  1fi: 

大 阪 市 東 区 北 浜 凶 了 11 1  4  

，12: iJ; (23)  6  1  3  0 干fi:

東 京 都 港 区 芝 町 村 町 3 T  fl 8  

1屯 話 ( 591) 1  9  7  8 ・4 0 4 7 署

名 古 屋 市 '1
'

区 宮 出 IIIJ 1  8  

氾 話 (24) 5  8  5  3 ，務

広 島 ・ 福 岡

I  

"、

社

販 売 部

連 絡 所

山 張 所

本



名古屋 トヨタピノレ l l F アラスカ

責 任 と 信 頼 と を あ ら わ す マ ク の も と に ・

ど こ よ り も 良 い 工 事 を …・・・・

ど こ よ り も 安 く ..ー..・ー・・・・・ ーーー・ーーー ・・・ ・・ーーー ・・ ・ーー・

ど こ よ り も 親 切 に

の モ ツ ト 一
を 実 現 す る 為 多 数 の 優 秀 な 技 術 員 と 完 備

さ れ た 生 産 態 勢 力t 皆 様 の ご 指 名 を お 待 ち 致 し て お り ま す。

営 業 種 目 ……・・・ 一回建 築 造 作 工 事 ・船 舶 媛 装 ・ 家 具 ・窓 掛 ・敷 物 ・照 明 器 具

最 近 の 実 績 一 一… ・・・・ 一… ・・・・・・ (東 京) 三 井 生 命 ビ ル ・ パ レ ス ホ テ ル

⑧ 株式会社 大 丸

E  

( 名古屋) ト ヨ タ ピ ル ・ 豊 田 自 動 車 本 館

室 内 装 工 部

本 部

ヨl Ｉ［ｾ＠ l JC 1:長月7

1t， ｾ￯ ｬ 五 τ ｝ￇ 務所

工 場

大 阪 市 南 区 心 斎柄筋一丁目 T  E  L @ 1231  

東 京 都中火区日本柄通2- 4 T  E  L @3626- 7 

名古屋市 '1' 村区笹山町 1 ｾ出ヒソレ ＵＶＵ 号 ｀ ＹＴＶＹ

大 阪 市 大 正 区 小 林 IIIJ 1  1  2  @  2  5  3  6  - 8  
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品 質・ 歴 史 ・意 匠

沿 革

当社は明治23年; 必法発布式典儀場周の級自1 ) ] ( び問27

年鉄道ν ート I血j 日モケッ トを製織納入して以来，24室

・諸官庁 ・会社 ・ホテノレ ・劇場 ・船舶 ・車桶の諸用よ

り近年 lζ 到ってパス ・航空機 '!J Iζ 供してきました。

大正 2 年政l刈で始めてパイノレ用 ) J 織機を輸入してカ

ーペッ ト・モケッ ト等を製造し爾来輸入品の防圧に努

力いたしました。只今では国内11ftーの紡絞 ・染色 ・製

織 ・仕上のー賞作業にて対米輸出も着々地大しつつあ

り，我国最大最高の業者としての突を保持しておりま

す。

高級手工業織物を製造しております京都の都工場

は，その淵出Ａｾは応仁の乱後の西陣の発祥と ｬ 司 ＱＱ 告であり

まして今日に伝承しており ，特IC宮中御用織物は当工

場で製織納入しており 、伝統の技術は博く評価されて

おります。

f' F  c¥l，伊j

本 社 泣 ま 住 所

製 造

c  

ロロ 目

カーペ ット・椴 jj_並 ・フ γ クドラッグ ・タフ トシ ・テレンプ ・モケッ ト・ν ーノレ・カー

テシ ・精子張I也・鍛 l阪 ・高級手工芸織物 . 5] 11 珍 ・コーノレ天 ・綿化繊織物 ・紡毛糸等

住 i工 織 物 株 式
4τE』E  

社

株 式
. 6‘  

社 住 興

=  

本 社 営 業 所 大阪市南区安1 . 1 : 守橋通4の1 'dl 話 (25) 8  1  - 8  8 番

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田 村 町 4 番地 iIi 話 ( 431) 4166- 4169番

工 場 所 在 地 住 古 ・ 河 内 ・ 京 右ｾＩ Ｈ占ｾｓＩ ・ 絢 野

出 張 所 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・仙 台 ・金 沢 ・札 幌

w

m

 



強 さ /

掛 け よ さ /

美 し さ /

株式会社 寿 商 庖

東 京 ・有 楽 町

T E L  (591) 1311C代表〉



室 内 装 飾 一 般

設
↓

t

 

-一=ロ施 工

家 具 ・ 窓 掛 ・ 敷 物 ・ 造 作 工 事 ・ 照 明 器 具 ・ 鍛 帳

船舶・車鞠・航空機内部装備一切・ベネッシャンブラインド

志島屋

装 飾 部 大 阪 市 南 区 難 波 新 地

氾 @ 1  1 0 1  

名古屋出張所 名 古 尾 市 中 村 区笹島町1の221の2

ｾｾｭ ピノレ Ｒ 階屯 ｀ ＲＴＸ Ｑｾ Ｓ

福 岡 出 張 所 柄 岡 市 上 東 町 1 6  

m ｦ 高岡② ＵＶＶ Ｒ ｾＴ

小 倉 出 張 所 小 企 rli 金 田 3 の 1 5  5  

危 小i J ⑤ 1 2 9 3  

長 崎 出 張 所 長 崎 市 台 場 町 3 の 3

長崎県水産会館 2 階 電 長 崎 ②2875

熊 本 出 張 所 熊 本 市 練 兵 lijJ 9  5  

活 熊 本 ② 3 8 5 4 ・8 0 7 5

中 国 出 張 所 広 島 市 中 町 3

ｦｦｩ 広向② ＲＴＱＷｾＸ

V  



VI 

大 阪 三 越 家 具 工 場

大正 6 年三越大阪支庖の専属工場として発

足以来45年，船舶線装 ・住宅建築 ・ホテル ・

会社 ・銀行 ・官公庁 ・一般家庭にわたり ，数

多くの家具施工の受注により ，三越家具の斬

新優秀性と絶大な信用を確立 してきた三越家

具工場は ，事業の伸展 lζ 伴う 受注増大に即応

するため昨春以来増改築して着工，去る 1 月

竣工した。新装なった工場は ，敷地 780 平方

メー トル， 鉄筋 コγ クリート 2 階建で延べ

3，160 平方メ ート ノレの近代設備をもつえマ ー

トな建物。工場内部設備としては，木工機20

余台をはじめ，接着室lζ は1， 680協 x 3，200協

の合板用ホッ トプレスや単板再乾機を新設，

各室lζ |苅座装置を施すなど，原料から製J日; ま

でー賞作業をスピ ー ド化し ，近代設備工場と

して態勢を完備している 。

大阪 ⑧
-圃圃.  

.  圃・・

' 圃圃. • 

4嶋除



ｾＱＱ＠
特 色

営 業 品 目

ョユ/

弊社は糸から事 ｾ ｉ 日 ， Ｑ ζ 至る ， 撚糸染色製織及仕上の一貫作

業を行っ ています。

ｾ社は図案の作成と ｉ 血 風の考案 ｬζ 独自の特色をもってお

ります。

弊社は広 rlJ 織 機 200 台，手織機 150 台を有して総ゆる織

物を生産しております。

弊社は製品を使用して室内装飾工事の設計論負及び施工

を致しております。

織物の製造販売及室内装飾工事の設計施行

。 装 飾 用 紙 物 カーテ: / 1血， 家具用製地， ＺｬＡＡｾ荷風 ￨ｬｬ ￎ ｾ Ｚ

張地， 天 ｾＺ ｉ ニ及控強 ｩ 由，車被 ， ク ッ ν

。 美 術 工 芸 織 物 壁掛 ，絞帳，額 ，その他裂地

。 服 飾 用 織 物 帯地，紳士婦人服地

株 ミ 曾 社 川 島 織 物 創 業 天 保 十四 年

社

所

所

所

務

務

強

事

事

出

京

阪

幌

本

東

大

机

京都市上京区東郷川辺兄響願寺下る 屯 @ 2 14 1 - 5

東 京 都 港 区 西 久 保 桜 川 町 - m ｾ＠ 5 3 3 6 - 9  
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タヲケンボード

大阪市北区中之島2ノ22

東京都中央区日本橋室町2
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( 9m m厚 ・455 mmx  455mm)  
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の

味 の 素 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区宝 IIIT 1 の 7

電 話 (5 91) 11 31 ・8781

大 阪 市 北 区 樋 上 町 1 0  

11: 話 ( 34) 0  6  3  1  

-・・・・..
・・... .. 

•••••••• •••••••• •••••••• •••••••• 
・・・・・・・.•••••••• 
.. .'..... •••••••• • •••• ••••• •••• • 
・・・..
・....
••••• 

-・•• 



X  

オ レ ン ジ

色 の ・ H ・H ・...

静 かで

くさらず
規 格 寸 法 種 類

25
m

;，，， ( 8  分) 鉄枠丸平

永 久 に

30引 ( 1  寸)
イモノ枠丸平袖

36引( 1 寸 2 分)
ナ イ ロ ン 枠 丸 平

43私 ( 1寸 4 分) 三種類ア リ

ｼ恥 ［Ｎ［ＮＮＮＮｹｾ ＺｎＮＮＮ ... 
_ 1 1 1  

-

ＮＺｅｾ レイヨンの NI PPON R A Y ON S  

- = 手 レ 回 忌 :

1- 7" ' . 拘ー' 、。噌・-

日 本 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

手 軽 に 買 え る

豪 華 な 品 質 . ノ

. / '¥イ ル は ナ イ ロ ン 1 0 0 % で す

か ら 、 摩 耗 に 対 し て 強 く 、 永 持

ちして車至;斉;自勺です 。

・裏 は 特 製 ス ポ ン ジ で す か ら 、 心

t也 よ い ク y シ ョ ン が あ り ま す 0

・染 色 は 鮮 明 で 美 し く 、 堅 牢 染 で

す か ら 、 日 光 や 洗濯 に 対 し で も

変 ・ 認 色 し ま せ ん 。

- 軽 く て 取 扱 い が 簡 単 で す 。 ゴミ

は 電 気 掃 除 機 で は 勿論 、 ふ つ う

の ほ う き で も 簡 単 に と れ ま す 。

・施 工 方 法 は 簡 単 で す か ら 、 容 易

に お 好 み の 寸 法 に 仕 上 げ ら れ ま

す 。

総 発 売 元

伊 藤 高 株 式 会 社



協 会 歴

昭和 4 i l'  ! t l 山会以として

入 会

10; 1  2211'  ，I ! 欽改正によっ

てIIミ会日となる

11 23年 2 月

rf :RU  
:ii 25年 1JI 

自 26iド2 月坪. " ' 口

重 28il' υ1

向 28lf 4 月

主 ＳＰ 年 Ｓ 月ｾｊＡ '11 

自 31iJ二 4 月

ヨZ 逝 去 附 班 、JI

理 事 青 木 友 - 11・ 逝 去 さ る

J1!l・HI ' i "*). ( - j'¥"は， Jr，:年木会のW 1巨l海外乱J ! 3花射的視然団団長として欧米を

巡Il tし ，l1)J ;k}l:ぅ<i1CI!Ji IBされましたが，その後病床 ICI以されるにいたり鋭治.

療廷につとめておられましたが，不幸 3 ) J 18日逝去せられました。ま乙とに ll'li

tl Yi ζ 地えません。乙乙』ζ 先般の海外被告を問に終始行をともにせられた会員室谷

山水沼の is十日記を剥げてそのど以福をお祈り申しあげます。

故 青 木 友 一 氏 を 偲 ぶ 室 谷 山 水

1114木さんは，日本建築協会の肯い会員であり ，また建材部門を代表しての III-

ぃ ｬ Ｚｊ ｜ Ｇ ｈ でもありました 。 ｾｊｈｾ 部門からの盟事としてはいつまでも交代なしでや

っていただく芦があったわけで，二，¥1( :: 3) J  18日なくなら れようとは，ようやく

辺! 径を今年IC迎える青木さんに予期されないと とでした。

昨年建築協会の第 l 回欧米建築事情祝祭団が企画さ れ， 10月上旬12名の団員

が協会の皆様lζ 祝福さたて出発，11月26 日無事帰国し ましたのもどく長近のと

と，12月の方々の歓迎会にも元気なお顔で出 !Jif され，無事団長とし ての役目を果

してきたのも団員特段の協力，理解のおかけ. だと謙虚な挨惨をされたお姿は ，

団長として極々と気を配られ，ど苦労下さったにもかかわらずほとんど同行の

間口の一人一人の普さ立派さをのみ観祭され理解された究容の人でなければ見

られない人格を見せられて，われわれは心打たれたものでした。

1 月初旬入院された後も ，首?に協会のため種々と配慮、され，ｾｾｩ まればいやと

いえない侠気をなおも持ち続けておられ 2 刀以後病状面はしくなく 3 )] につ

いに逝去された乙とは，業界のためなくてならぬ人を失な った感を深くいたし

ております。

戦後， ，昭和25年関西建材会を六十余名の問ぶで再建，ll' f.年35年10)1 10 0周年

を迎えるまで，会の名称も関西建材協会，社団法人日本建材協会と進展し，会

日数も当初の六十余名から四百数卜名を数えるにいたり ，事業も拡大され，展

示場も北浜のi5 : 級建築会館の 1 カ所から京l町期総材会館，福岡，Iぶli:j ，四凶の

名 ＧｬＭ［ｾ 設展 示 場 Ｚ ｮ Ｕ カ百 ｲｲ を見るにいたりましたのも ， ひとえに ＱＵ 木さんのど努 Ｉｊ

であった乙とを思えば，感慨深いものがあります。

心からの感謝を献げ，ど冥福をお祈りするととも 1[ ，建材部門のわれわれは

1' i " 木さんのiむされた誠意と奉仕の粉事l' をそのまま受け継いで，歩んで来られた

迫を平らかにＡムくして ， 手 ｉｃ 手を取り合 っ て歩む ｾｈι 努力いたしたいと存じま

す。

J 建築用米国弐

ｾｉｉｉｉ ヨＺＺＺＺＮＭｾ・ ｉ｟ ｌＮＮＮ｟

r  聞 7・・ロvq

製造・販売・ 責任施工

宇都スレート工業株式会社 青島fT24R23Z.都市E P警官景色1.l g r
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昭 和 3 6 年 度 常 設 委 員 会 委 員 氏 名

4 月 12 日の理事会! とおいて司下 記 の と お り 昭 和36年 度 常 設 委 員 会 の ， 委 員 委l病を決定しましたので，ここに ど 氏

名 を 掲 載 い た し ま す 。 ( 順 不 同 ・敬 称 略 ) @ 委 員 長. 0 副 委 員 長 ， ム 怜'Ji

事 業 委 員 会 若 林 季雄( 路島建設) 巾村銀之助( 大成建設)

。見学 ・2再演 ・映画 ・展示 ・恕製会などの事業
宮本孝一( 大成主E設) 倉 石 秀 夫 ( 竹 中 工Oi 正;)

の企商および実勉

ム 矢 野 豊 作 { 藤 木 工Oi 底) 力 武 平IJ 夫 ( i M( <I ! 夜)

ム 藤 沢 達夫( 近畿地方必殺応) 橋 長 忠雄( 不二建設) 坂 内 幾93 ( 11{ 内正sj 語放射! J l Di 所)

ム 滝 本 安規( 国鉄大阪工事局) 小松次郎{ 相同組) 山 本 純孝( 安井i J ! 築怨計司1! "6所)

手普 忠夫( 大阪鉄道管理! 局) 尾1I1f，! f l沼 郎 ( 三児閥会) 官官志乃武{ 日正s殻計工あ)

松 下 一郎( 近総電気通信局) 谷 川 丈夫( 西原術生) J.tf i位 泰 I別( 大阪正s築( J l Oi 所)

ム 勝 田 邦附( 住宅公団計画書官) 浅海正雄( i J ! 海沼気) 橋 本 二行( 日建設計工Oi)

松 下 良 一 ( 周 辺 築 認 ) 平 田作 太 郎 ( 平 田 川 川 竹間 隆次( 大阪市)

総 尾 文吉( 大阪郵政局) 三 川 栄 芋f (兵Ji ! 1県)

今 西 祥郎( 大阪府建築部)
編 集 委 員 会

田 村 敏夫( 住宅公開

ム 三 品 哲夫( 大阪市建築局)
。会第「建築と社会J の企画 ・編集

焔 手IJ ー( 近畿地主s)

中 村 信夫( 大阪市交通局)

@ 森 忠一( 村野 ' :1軍強築 'IlOi 所〕
三 村 浩史( 大阪府企業同)

楢 崎 正也( 大阪大学)

0 上林博雄( 大阪市大)
j ヒ垣 智造( 大阪市営絡調! )

水 谷 頴介( 大阪市立大学)
mi 辺鋲太郎( 倉敷レイヨ ン) 片 山 金市( 住宅公回 ・名古屋}

0 原 因 守( 関西沼力)
中 原 i: 定( 近畿地強) 太問伝一郎{ 倍々公社)

中 島 忠継( 近続日本鉄道)
浅沼治之吉( 淡沼組) 牧 田 顕治( 大阪府指導;u!)

ム :J f・上 梶( 大阪i J ! 築事必所)
城戸七太郎( 的成主主役)

災 害 委 員 会

駒口/ 1 ' ，男( 駒日H削 I務所)
佐i燦 太( 近稔沼主( I:U1) 

。主lH世lζ 閲する lI! i'Ii ' 地区 ・風 ・水 ・火 ・工'H

宮 永 六自1I (必l策事的研究所)
平 111 京、ド( 平山工業) 現場の災当の凋. f t 研究をはし，災: ; ! J 予防対策に

望 田 忠 夫 m家主E築守lOi 所) 金 光 ム;白[1 ( 万年ス レート)
ついてのI 'Hl. ・立伝をおとなう。

東 孝光( 原U i J ! 築研究所) 品 田 家弘( 神戸大学) 稲村数夫( 近畿地強)

。 岡 本 日ム <tJ ULj 組) 相 川 治 Ｈｪ［ｩ ｟ ｛ｾ 繊維大学Ｉ 斧 lil ， 正隆( 大阪府)

。岩崎甚太郎( 大林組) 西 川 y-;tti ( 京都大学) 金沢弘 ｊｾ ( 住宅公団)

ム 八 卜jゐ純一( 竹 '1'工E首脳) 住 田 昌一( 京都大学) 金多 燦( 京都大学)

ぷf; j( 民雄( 品川く処役
架 原 京i一山[1 ( 大阪市立大学) 貝 戸 俊一( 大阪市)

ム 政 間 基 次 ( 総 付 組n
椋 代 仁 ｊｾｊ ( 神戸大学) 鬼liJi 孝信( 氾々公社)

ム 山 本 義樹( 錦町組)
小|荻 義犬( 大阪大学) 越凹止勝( 大阪T ! il

6 Jl.j "fi: 1リ己( 大円木」ニ本) 柄本良介( 大林組) 小 泉 昇 ( 竹中エOi 庖)

刊 紹 介 111 111 11 111 11 111 111 11111 111 11111111111 11111 11111111 11111 11111 111111 11 1111 11 11111 1111 11111 11 11111 11 1111111 111 11 1111 11 川 1111111111111111

建 築 展 1 9  6  0  
日本 建 築 家 協 会 関 西 支 部

Ｈ ａＴ ＱＡｩ図 ｾ ｩ ｊ ＳＴｭ

1960年 9 月末{ こ，大阪商品尾で '60 建築! 長が聞かれた。乙れは，日本建築

家 協 会 関 西 支 部 会 員 に よ る作品展で， 大 い に 世 間 の 注 目 を 目 を あ び た も の で

あった。木容はその作品展をまとめたものである。

内 容 は 会 員 の 設 計 に よ る 住 宅 5 点 . 共 同 住 宅 7 )乱 事 務 所 17}!;._ . ホテ J レ会

館等 5 点 ， 学 校 7 点 . 病 院 2 点 ，厚 生 施 設 9 点， 記 念 碑 1 点， 工 場 5 点 ， 公

共 建 築 10点が紹介されている。

なお，希望者には， 一 部 600 円で頒布されるそうであるから， 日本建築家

協 会 関 西 支 部 ( 短 大 阪 ⑧5403) へお申込み下さい。
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長 田 正 ｴｾ (大阪主主築事! ' l S所)

林 幸二郎( 国鉄大阪管理局)

馬 場 普 雄 ( 大 阪 大 学 )

前 回 大二( 大阪市)

山 下 暢 雄 ( 大 成 建 設 )

?; (川 述虫1I ( 日建設計)

永j 十 Ｚｊｾ＠ ( 布路工高)

西 岡 芳弘( 消水辺設)

渡 辺 清 治 ( 大 林 組 }

小 野 宏治( 関西低力)

金 野 勝 美 ( 神 戸 市 )

教 育 委 員 会

。ｩｬＡ築教汗についての調査研究ＧＮＮらぴ ｉｾ 講座な

どの企画

中 原 茂( 近畿地方i l ! 設局)

橋本 宏、保( 日本住宅公団)

寺 岡 ｾＧｊ［＠ ( 大阪府建築部)

明田幸次郎( 大阪市迎築応)

岡 本 博信( 大阪鉄道管盟問)

足立 孝( 大阪大学)

山 田 幸一( 大阪市立大学)

奥山清治郎{ 都島工高)

相 川 三郎( 西野田工高)

赤松 修( 赤総哲! l ! HI l 築1I J 務所)

西 沢 支; 隆( 照会建築研究所)

7t 吉志乃武( 日建設計工l ' l S )

杉 本 ネ寄( 必田平田辺築事耳目所)

藤村清一( 日新i l ! 築事f 6 所)

谷 口 尚武{ 大林組)

山 田 義 行 ( 竹中工務広)

岩 下 久 哉 ( 即応建設)

吉 田 男( 尚水底殻)

地主l' 敬( 新工務所)

佐藤音松( 今回組)

岡 三郎( 附組)

木戸口信義( 大洋i l ! 設)

篠 原 太 郎 ( 近 俄 建 設 )

相沢持久太郎( 大阪i l ! 設業凶会)

法 規 委 員 会

。il!築 IC関する法規の研究ならびに普及

石 川 俊一( 府指導深)

越智 | 後暗( 兵雌県教育委貝会)

恩 田 一則( 市消防局)

大 津 敏U;'1 (府指耳; "- 10

小 林 ね志( 小林iJ l1h所)

駒 敬三( 駒耳116所)

竹 内 博 文 怖 感 策 課 )

竹 口 信夫( 市強策課)

恒 岡 俊 行 ( 府 指 導 課 )

中 川 秀夫( 市計画課建築係長)

三 輪 雅 久 ( 大 阪 市 大 〉

森 川 苔代之助 ＨｾｉＱＶ 所Ｉ

山 田 忠顕< rfi 犯築課)

吉 村 卯{ 府土木綿汗画課)

建 材 委 員 会

。一般建築資材とくに新材料の審査をなして良

否壱認定し斯界の向上発達を図る E と1<: 努める

伊 藤 幸一( 消水雄投)

大 井 弘 治 郎 ( 大弁明16所)

奥 島 正一( 大阪大学)

岡 本 弘 ( 浅沼組)

喜子取 礼三( 束11IFj J f 6所)

北山二十三( 竹中工E枯 )

小 泉 勝 也 ( 大 成 建 設 )

榊 弘美( 日建設計)

後 川 春雄( 大阪建築' J l f 6m)

谷 口 尚武( 大林組)

竹 内 成 夫 (竹内ru築ma詰所)

竹 内 孝( 近畿設計事泌所)

地引 友次( 文部省ヱリI恨必所)

福知 秀夫( 大阪市主E疑 問

政 岡 基J欠( 松村組)

元木 貞次( 呉羽紡紛)

矢野盤作( 磁木工! ' l S 広)

若木望太郎( 倉敷紡鎖)

出 版 委 員 会

。建築I e 関する出版物の刊行

芦 田 弥直( 大成建設)

伊藤幸一( 治水i l ! 役)

石 崎 滋雄{ 京都大学)

木 田 幸夫( 大林組〕

北山二十三( 竹中工f 6 応)

倉 石 秀 夫 ( 竹 中 工E拙 )

小 泉 勝 也 ( 大 成 建 設 )

ii 百藤 四郎( 内外木材工業)

後 川 春雄( 大阪建築必! ' l S所)

高橋 皮夫( 大阪建築事蕗所)

竹 内 孝( 近畿設計¥l T f 6所)

長 田 正 雄 (大阪建築事局所)

西 島 勇 {大阪i l ! 築事童話所)

原 桂一郎( 大阪市建築局)

前 川 陽 一 ( 村野森犯築耳1f6所)

三品哲夫( 大阪市i l ! 策局)

宮 川 達郎( 日建設計工!' lS)

力 武 利夫( 約水建設)

山 川 " ' 川 川 川 川 川 11111111 1111111111 11111111 1111 1111111111111111111 11111111 111111111 11 1111 11 1111 11 11111 111 111111 111111111 1 新 刊 紹 介

三 干 家 の 茶 室 岡 田 孝 男 著

B5版 158u  ￥切o 1寝室研究会発行

利休の不審fftj ; ( ふしんあん) ， 宗旦の今日 j奄 (ζ んにちあん) ，ー翁宗守

の官休庵( かんきう あん〉 の三系統が， そのまま ， 表千家，裏千家，武者小

路千家を代表する名である こと は， 茶道奈はじめた人ならよ くど存知の と乙

ろ。本替の著者は， 宮休庵の長板会会員でもあり ， 茶室l乙対する造詣が深く

「新住宅」に「草庵巡り」 と題して， 全国の名勝などを紹介 されてきた。そ

のうち上記の三千家や薮内家な どの茶室を一冊K まとめられたものが木書であ

り， 建築家にとっても， 茶道lζ 関係ある人々に とっても，みのがせない好著

である。
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幸E

| 定 時 評議 員 会 1

25日 12時半一一 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 五 十 嵐議長外20評議員

委任状出席者 55名 計 76名

理事 2名 監 事 1名

議 事 ( 1  ) 議長，副議長互選の件

( 2 ) 副会長 1 ｾ名 ，理 事 ＱＵ 名選 任の 件

( 3 ) 役員室任承認の件

( 4 ) 常務理事重任承認の件

( 5 ) 昭和36年度収支予算審議決定の件

|評 議 員懇談 会 ( 技術 部 門) I  

14日 正午一一 1 時半於会館会議室

出席者 元木評議員外10評議員

技術部門より選任の理事侯補者について懇談

| 理 事 会 1

15日 3 時一一 5 1時半於会館会議室

出席者東畑副会長外 7 理事，田辺監事

山之内兵庫支部長

議 事 ( 1) 定時評議員会開催の件

( 2 ) 昭和36年度収支予算審議の件

( 3 ) 推せん事項事後承認の件

( イ) 大阪府知事表彰侯補者推せんの件

( ロ) 一級建築士試験委員推せんの件

( 4 ) 創立記念 日行事の件

( 5 ) 役員委員懇親会の件

( 6 ) 会館哀防潮堤工事に関する件

( 7 ) 常務理事任期満了に関する件

(  3 月 分 )

( 8 ) 次年度理事会へ申し送り事項の件

( 9 ) その他

( 10) 入退会者承認の件

( 11) 報告事項

主記・主計理事会

7 日 3 時一一 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者岩崎主計理事外 3 理事

昭和36年度収支予算案の審議

理事 ・支部長懇談会

30日 11時半一一 1 時 於 会 館 集 会 室

出席者尾崎，東畑正副会長外12理事

田辺，早川両監事，古林中国，山内

兵庫，栗林和歌山， - 11] 東海各支部

長，石原東海支部幹事

協会事業に関して意見交換懇談の後会食

表膨候補者推せん委員会

5 月の大阪府知事表彰侯補者推せんの件に関 し文書

によ って審議

| 教 育 委 員 会 1

2 日 4 時一- 6 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 中 原 委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 設備技術者を対象とした教育に関する件

( 2 ) 現場実務講習会の実施IC関する件

( 3 ) 次年度委員会への申 し送り事項の件

( 4 ) 次年度委員の推せん l乙関する件

日 本 建 築 協 会 優 良 認 定

幅削化学工業鰍ｾ曾沿
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小委員会 (委員推せん)

10日 正午一一 1 時於会館会議室

出席者相沢，増田，赤松各委員

次年度委員候補者推せんについて審議

現場実務講習会打合会

23日 正午一一 1 時半於会館会議室

出席者岩下主査，相沢委員，

政岡講師外 4 講師

開催時期，講義科目と講師，会場，会費など談習会

実施企画について審議

委 員 会

B臼 6 時一一 7 時於会館集会室

出席者岩崎，岡本正副委員長外12委員

議 事 ( 1)  4 月の事業について

( 2 ) 次年度; 委員会への申し送り事項の件

( 3 ) 次年度委員の推せんlζ 関する件

( 4 ) 創立記念日行事の件

( 5 ) 報告事項

小委員会 (工場見学)

13日 正午一一 1 時於会館会議室

出席者 山本主査，森田委員，中川氏

28日 正午一一 1 時半於会館会議室

出席者 山本主査，森田委員

野沢セメント木村，中村両氏

野沢セメント工場ならびに彦根城見学の実施につい

て協議打合せ

小委員会 (創立記念 日行事)

24日 正午一一 1 時半於会館会議室

出席者 原因主査外 7 委員

創立記念日行事の実施について最終的協議打合せ

分科会 ( 鉄骨 コンクリー卜計算〕

7 日 1 時一一 8 時半於会館会議室

出 席 者 宮)11，倉石両幹事

原稿並lζ 割付けの検討

| 建 材 委 員 会 |

分科会 ( アートボンド審査)

9 日 3 時半一一 5 1侍於会館会議室

出席者若木主査外 3 委員

アー トポンド審査の件

委 員 会

3 日 3 時半一一 4 時半於会館会議室

出席者 置組，竹内正副委員長外 5 委員

議 事 ( 1  ) アートボンド審査決定の件

( 2 ) 置甑委日長ど挨拶

( 3 ) 建材委日会活動方針の件

14日 4 時一- 6 時於会館会議室

出席者越田委員長外10委員

議 事 ( 1  ) 次年度委員会への申 し送り事項の件

( 2 ) 次年度委員の推せんについて

| 編 集 委 員 会 1

24日 4 時一一 7 時於会館会議室

出席者森， 上林正副委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

(イ ) 4 月「土の特集J 号

( ロ) 5 月「インテリ ヤ特集」号

( ハ) 6 月「自動車と建築特集」号

( 2 )  7 月「青年建築家特集」号企画審議

( 3 ) 次年度委員推せんについて

7¥¥ロ! 内川水塗料/

.巴ニー11. ，・セメント・ぺイシト

ヲ ｾＢ Ｎ ｏ ・句勺今ＴＨＧＢ

レ v- 212; 処多少水谷ペインド
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| テ レ ビ委 員 会 1

7 日 6 時一一 8 時 於 天心楼

出席者 佐 野 委 員 長 外 7 委員

スポンサー に関する経過並lζ テレビ放送終了につい

ての報告

近 代 建 築 調 査 委 員 会 |

20日 4 時一一 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外 9 委員

議 事 ( 1  ) 報告事項

( 2 ) 大阪市の小学校の写真蒐集について

( 3 )  5 月号発表建物の件

( 4 )  6 月号発表建物の件

| 海 外 視 察 団 懇 談 会 |

11 日 正午- 2 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 矢野副団長外 5 団員，尾崎会長，岩崎

事業委員長外 6 事業幹事

各団員から視察旅行の感想と今後の企画に際しての

希望や勧告を述べて懇談

| 座 談 会 |

「インテリヤデザインについて」座談会

29日 6 時一一 8 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 司会小川正氏，樋口治氏外 4 氏，上林

編集副委員長，中村委員

会誌 5 月特集号企画として開催

医 竺 竺1二|

「在 日留学生と話 し合 う会」

10日 6 時一一 8 1時 於 会 館 集 会 室

出席 者 京 都 大 学 在 学 生 2 名( ブ ラジJ レ)

工芸繊維火学在学生 1 ｾ 名Ｈアラ ブ 連

合)

日本建築並l乙造型一般について語り合った。参加者

35名

| 創立 記 念 日 行事 |

( イ) 記念講演と映画の会

56 

30日 1 1時半一 一 4 時 於 関電 ホーJ レ

講 演 「近畿は一つ」

関経連副会 長 栗 本 )1民三氏

映 画 大 阪市 ニュー ス「住みよ い安全な街にJ

「大 井 川」 中部電力 KK 提供

「若がえる街J 岡山県開発公社提供

( 口〕記念パ ーテ ィー

30日 6 時一一 7 時 於 関 電 会 館

名誉顧問，顧問，名誉正会員，支部長，友好問体会

長，後援者を招待して記念懇親パーティーを開催。 iJ'.

席者80名

( ハ) 会員有志作品の展示

30日 1 時一一 4 時 半 於 関 屯 ホ ール ・ロビ ー

故名誉会員長谷部鋭吉氏( 油絵 4 点，南画 2 本)

故名誉正会員安井武雄氏( 油絵 3 点) IJIJ 会長竹腰健

造 氏 ( エッチンクー4点) 現会長尾崎久助氏( 油絵5点)

の作品を展示

| 見 学 会 |

岡山と倉敷の建材工場新建築見学会

4- 5日 鷲羽山，下電ホテル一泊

大恐ウォー J レ・ボード KK， 大林組，藤木工務 ｲＮ Ｑｾ 名

社の賛助ど後援によって，下記行程 [ζ より実施。参加

者55名

4 日 12時間山 ;[j 一一大mウオー J レ・ボー ド工場見

学一一上之町住宅付庖舗共同m築見学一一後楽

園見学一 Ｍ ｾｩＺｾ 羽山下電ホテル泊

5 日 鷲羽山上展望台一一水島工業地帯見学一一念

敷市庁舎，大原美術館分館見学一一大原美術館

本命1観11- -倉敷民家見学一一民芸館，考古館

縦覧一一大阪者 9 時解散

三菱電機株式会社伊丹製作所見学会

無線機製作所，ブラウン管製造工場

設計 ・監理 三菱地所 K K  

施 工 大 林 組

健康保険組合体育館

設 計 施 工 大 林 組

17日 1 時半一一 5 時 参 加 者45名

大林組ど提供パスにより実施。テレビ製造工程を見

学。

東本願寺難波別院見学会

設 計 松下清夫氏，太田博太郎氏

施 工 竹中工務庖

23日 3 時一- 5 時 参 加 者 100 名

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII IIIIIIIIIIIIIIIIIIJ  

編 集 後 記

本号の幹事会I l : ， 特別幹事として， 樋口治民( 高島屋) . 米満知足氏

(111崎事柄) .  重E村真吾氏 ( 川崎ill 工業m装; m! ) .  加木弥氏 (神戸大

丸) . 渡辺敏雄民 ( 安井建築事) ，近藤正志( 村野 ・森iI! 策事) の方 々

Il: おいで願い，企画をねったものである。

「建築家からみたインテ リアデザイン 」という凶で， 丹下健三氏， 谷

口吉郎氏，吉村順三氏にお願いし たが， 辞退された。 rインテ リアデザ

インの作家からみた迎築」と して， 剣持男氏にもお願いした が. L れも

渡米きれるた めだめとなったのは，まととに残念のいたり である 。

「プランニ ング とインテ リア の協同」とい うテ ーマでペ リア ンの実例，

車輔， 船舶の笑例. la<只般計の考え方， 設計組織などを通じてそれ ぞれ

追求していただいた。 座談会も 麹築家 とイ ンテ リアデザイナー との対立

と協同 とい う形でとらえら れている。 以上， と協力いただいた幹事の方

々，執筆者に厚くお礼申し あけ'ます。

可
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5225 大島化学のひふくτっlぎんさ

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

欄聴講議

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の104 @l 3679 ・4481 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市・ 広 ぬ

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

スチールサ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京第 一 工場

東 京第 二 工場

小 歯 工 場

川 崎 工 場

札 幌 出 張 所

盛 間 代 理 鹿

名 古 風 代 理 底

米 干 代 理 応

長 崎 代 理 底

続 式

会 i l

東 京仰 島 四 区 綿 糸 町 1 - 25 

東 京 都 峰 田 区 吾 捕 町 東 4 - 122 

福 岡 県小 倉 市 岩 坂 上 の ! n37

神 奈 川 県川 崎 市 東 波 田 3 - 43 

北 海 道 札 幌 市 北 上 通 東 4 丁目 4

岩 手 県 盛 岡 市 木 伏刊 ・ 東 泥 館 館 ( 線 )

愛 知 県 名 古 屋 市 西 区 西 噴 射 同T2- 12 ・悶回喧材 K K

鳥 取 県 米 子 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 庄

長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・関 西工 業 ( 有)

T E L 大 販 制1)6341 ( 代表) ・仰 洛342

T E L 東 京 (623 ) 代 表0106- 0108 ' (622) 07伺

T E L 東 京 (611 ) 2118 - 9  

T  E  L  ' J、*' 0653 ・2833

T E L 川 崎 ② 4540

T E L  キL・見 @  6762 ・0515 

T E L 盛 岡 7642

T E L 名 古 屋 時3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683 

T E L 長 崎 ② 60・6

商 庖

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 34) 207- 8・4836- 7



一一特命又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 します一一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内〉

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

庖

場

本

支

工

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日 ピル 8 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代悶区神田駿河台 4 丁目 2 番地本

A

一

品

会

A

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

設 計 施工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気議:襲
排

冷

給

暖

4・

取 締 役 社 長 官 谷 三 郎

広 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目60番 地

話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・ 名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

株式

会社

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪 ⑧7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前・ 電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸@5892

庸口城代表取締役

后

所

支

出張

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201} 3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 関 ビ ル714号

電 話 大 阪 @1568 ・1569 ・2594

札 幌 ・北四・ 西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピル522号 電 話 中 局 @1  7  6 6  

創 業

大正二年

株 式

会社

東 京

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーブドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支底
鼠

信

広

阪

幌

大
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大阪市南区)1展慶町通一丁目四四番地

電話大阪⑧代表4496- 8 ・4993- 4番

東 京都千代田区丸ノ内 2 ノ8 仲12号館 5 号

電 話;¥( 281))扇6505- 8番

金沢営業所金沢市高陶町三五電話金沢 ｾ ＼ｉｄ ＲＰＷＴ

福井出張 所 福 井 市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

庖本

名 古 屋 庖

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛生設備

殴 針 施 工

暖冷房・環境衛生・水道・ 電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大 阪 市 東 区 高 贋 繍 三 丁 目 壱 番 地 電 話 代 表 26局 2951 3079 

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 有 寮 町 管 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出 張所名古庖 ・福岡 ・札 幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 涼 ・六 郷

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐煽通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電 話畑1) 代表 7121

名古屋市士区材木町 1丁目 電話堕代表 7お6

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2お5

神戸市生回区北長狭通2丁目電話③代表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 文 庖

神 戸 支 活

福 岡 支 庖

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施 工給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖冷房設備

社

支 底阪

材

文

建

株式

会 社

西原衛生工業所大阪底
株式

会社
大 阪 市 北 区中ノ島二丁目( 新朝日ビノレ 5 階)

電話大阪@ω4 1 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目 七

名古屋市中区西万町二丁目ー

本社及東京支庖

営 * 所

電 話 大 阪@3415

2  

大阪市大淀区中津南通 2 丁目51
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本 社

出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 宮 間 町 一 六 @7031⑧6793

東京都中央区宝町二 ・六t村幸ピル2階)( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ③1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市東本町四丁目一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 ④ 1158

株式会社

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 1 丁 目 7

m: @  ( 代表) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

ru @  1 7 7 8 ・ 4 3 8 6  

名古屋市中村区牧野町 1- 6 電話 ｾ ＰＹＶＶ
東 京 都 北 区 上 十 条 1の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 31 電 ② 1 3 7 5
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東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2 ー 7 lR (4307 3  4  1  - 5  

北 海 道 支 庖 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目明日②'2203・③5374・5969

仙 台 支 応 仙台市元寺小路t五 城 ピ ル 〕 電 ② 8061・③ 9261

名 古 屋 支 庖 名古尾市中区東防関'r 6- 5 1ll @ 127 0・1484

広 向 支 盾 広 島 市 大 手 町 8- 155 1 l l ③ 7 9 4  9  
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取 締 役 社 長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 審地

電話大阪 ｀ ＳＳＹＱｾＵ 番
東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 器 地

包 話 (351) 2  1  7  7  ｾ＠ 8 呑

神戸市生悶区下山乎通八丁目 三三 電話元町0 3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 週 三 条下ル 電 話 上 ③ お69番
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大 阪 市 北 区 間 町 30 氾話大阪@jj SEmL。
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第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 3 丁 目 46務 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2
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取 締 役 社 畏 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 尚 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7 階

氾 話 大 阪 府 ③ 9 5  3  1  ( 大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番 ( 代 表 ) - 3  

出張所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 関 町 六 番 地

a ; 結 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

電陽朝

社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町50 (堂ビ J レ3 階)

電 話 。12) l 4 7 1 (代) - 5  

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 (45) 5 1 4 8 ・6 6 4 6  

東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 4 丁目 10番地

千圭関ビル 3 階) 電話 (551) 5590- 2 

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ l

電 話 岡 7 1 4 6  
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電本中
社
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明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 諾 ③ 51 4 3 ・5 3 7 3 ・9 5 9 4 ・21 3 4  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一 一 三

電 話 ③ 2 1  9  3  

正本

ネ土本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

む 訴 (716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

屯 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

機舘工場

資材倉庫

出強所

4  



|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア 1  

吋詞

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 国 債 武

本 社 大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

む 諾 @ i 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

工 場 神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施 工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 庖 大阪市西区南掘江上通一丁目 三一

活語大阪｀ｩ ＳＴＲＶｾＷ

電 気 工 事 設 計 施 工

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

T E L  大阪 (301) 1757 (代) 名 古 屋 ⑤ 5980

PAI NT I NG CONT RACT OR 

株式

会社

塗 装 工 事 請 負

林 塗 装 居

TEL. 大 阪 @1756- 7 ・東京@ l 1335 

電 話 @0098 ・5837 ・8729

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 ( 94) 6531 ( 代) ｾＵ＠

支 唐 名 古 屋

出強所 東 京 ・岡 山 ・門 司

ヘャ 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円子町一0 一七害地湊町駅貨物入号門前

電 話 ( 53)  4  8  9 0  ( 54)  ＰＸＰＸｾＹ＠

青写真とマイクロフィルム

株式会社
内 タト 写 真

製図 ・トレース ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T  E  L  @  9055 ( 代表)

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造。販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

本 社 大 阪 市 東住 吉区間辺東之町 3 ー 109 電 大 阪 @ 9  0  8  6  

営 業 所 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 54 電 大 阪 ⑮ 4370 ・6760

出張 所 広 島 市 比 治 山 本 町 1 1 8 0 電広島 o 4  9  6  7  

出張 所 東 京 都 新 宿 区 花 園 町 4 6 電東京 (351) 5298 ・5264

5  



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0  0  0  

電 話 (891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番地( 衆 砲 ピ ノレ 3 階)

電話⑧ ＹＱＵＴｾＷ

名古屋市東区久屋町5の9 Ｈ住商ピノレＩ④ ＲＵ ＷＸｾＹ

福岡市橋口町15番地の1 ( サジヒソレ3階) @8825 

本社及工場

名古屋支后

福岡出猿所

大 阪 支 庖

カーテンウオー，! ，

アルミニウム

ン ズ

ス テ ン レ ス

ロプ

E E彊 彊 ・セメント分散剤

神

東 京 営 業 所

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 庖

プ ロ ッ ク

セ γ トラ J レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
九 州 営 業 所

所究研

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋屯停曽根崎新地西入) 電話大阪 ｾ ＱＲＷＴｾＶ

支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

の 新 建 材

g ・"
砲筆・錬五 .t ュームを

ペンキt-?-.v)，;布寸し

⑩.  

9
1  

プ リ ン ト 合 板

ピ 弔 オ シ

九 徳 夫 弁 弘

美 接 ， 、 本

"
'1 ｚ Ｇ ム守吻ｾ

叉 - 1"1:.ー吾〈ョイナー

奮

τ

日

商

τ

れ

幸

官

三

加問

防 火 扉、倉 庫 扉

各 種 面 格 子

高 級 諸 積 錠 前 及 鎚

設 計 ・施 工 其 他

金 庫、銅 製 保 管 障

クー レヒンデ式金庫室扉

金庫室廃 、マシホーノレ扉

耐火書庫、銅 製 拙 斗 箱

業 社

戸 材 料 株 式 会 社

神 戸 市 長 田 区 西 代 通 り 四 丁 目 一 八

話 神 戸 ⑦ 3 8 7 1  

東 京 都 文 京 区 表 町 五 八

電 話 東 京 (921) 6  8  2  4  

八 幡 市 前 田 町 二 丁 目 一 七

電 話 八 幡 ( 66) 0 9 4 5  

神戸市兵庫区明治通り 二丁目五

包 括 神 戸 ⑤ 4 1 9 5  

株 式

会社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 4 丁 目 40

包 括 大 阪 @3827 ・4345 ・5964

大 阪 市 旭 区 赤 川 町 1 丁 目 5 4

電 話 大 阪 @1 8 3 3 ・7 3 5 7  

エ大 谷 金 庫

場工

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  

事

事

式

エエ

一

作

飾

類

造

装

物

等

内

敷

舶

室

・

船

具

物

物

建

織

築

具

外

建

家

内

E ・g 製 品 製 造 発 現 元

キ

ム

占

A

E

会

ω

u

式

の

山

猿

M

M

・

唱

a司

・

鋼

凹

'

'

圃

E

幸

:

同

問

区

幻

4

4
伺

t

f

s

伊

b

合

叩

川

遼

棚

引

浪

:

⑥ 

設 計施 工

6  

⑨ ( 創業大正 7 年)

二葉屋装備工業株式会社

取締役社長若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

(天六電停西北 2 丁)

電話 ・大阪 @ 3321 ｾ＠ 3 ・3630



i

売

広

明

例

制

町

ト

各

樋

p

資

芳

お

紘

一

吟

担

一
一

酸

悶

μ

穿

い

け

す

日

川

町

川

，

d

p

制

一

針

』

ノ

大 和 洋 瓦

雨風 iζ 強く緩勾配 lζ 最適

超軽量荷重( 坪当37貫)

和型よ り安い

組 大 仏 瓦 各 種 和 洋 瓦

美術タイル・工事情負

京都市東山区今館野池岡町九 ⑥ お55

大 阪 市東区内淡路町一丁目 8  975 

名古鹿市瑞徳区掴岡通一丁目 8 Zl ω  

発 売 元

大 仏

本 応

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ピノレ五階

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 務

張出阪大

ナニワ緩勾 ｾＲ 買

蔚 71< 浸 入 剥 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ナ

ニ

ワ

瓦

様

式

会

紅

大

量

謹

一
月
町
干

g

t
目

ニ

患

五

口

六

五

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道 里子里電停前

製 造 元 東 京 サ シ ヒ ッ ト 商 会 電 大 阪@0417・4091

決然えない建築資桜

E  

<  ‘ た首位，_・ ， 

…  

…  
民 主t ! : lJ

タイ対ー印

厄憲ヲヌ粛~ド

努イ対一トー Ｎ ｾ
絶対に亀裂を生じない劃矧的下塗壁材

山師事辰野温

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄蒼太阪支庖

吸

音

テ

ッ

ク

ス

ル

3

階

4

ビ

~

5

~

産

1

ル

1

地

8

ピ

3

一
8

盆

O

J

J

A

U

。
，h

四

O

)

通

③

五

円

M

狭

町

。

長

戸

笠

阪

区

神

絹

大

田

L

区

L

生

E

北

E

市

T

市

T

戸

阪

神

大

社

底

本

本

7  

縄 問官皆様 所

支



8  

ｾ当
綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄 筋 コンク リート 造建築

の設計監理

株式会社

2. ダイヤ モ ン ドト ラス・ ジグザグ トラ

ス ・平行 トラ ス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P A T . O式 ( 織本式) ヂベル及クラン プ 《

、、広明ぷ

地質昔日 ポーリング ・建築物基礎工 v  v  

事 の為の土質調査

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・織本特殊様造研究所 ・合体)

束京都中央区日本稿かきがら町 3 の 2 ｾ話一 Ｈ ＶＷＱ Ｉ 臼 ＴＳ ・ ＷＰＰＷ ・ ＷＰＶＲ

新国旗壁 ｾ I ‘ 一 ・ 似 の

- 塗 り つ け る 織

I 霊
4 ー ・ パ ル プ の 日 本 座 敷 壁 材

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 砂

ωす' ) ' かベ'

新ωすぎかべ'
‘ ー ・ 吹付のできる 京 砂 壁材

- 繊 維 の 色 土 … … 一 一 惨

穴 翠 目 壁

製造発売元 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 総 電 話 大 阪 ⑪ 5756- 9  

営 業 所 明 石 市 西 王 子 町 1 丁目 3 9  電 話 明 石 5 8  5 2  

営 業 所 福 岡 市 西 唐 人間T 1 番 地 電 話 福 岡 ぬ 7 3  7 3  
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フ ェ ザ ー グ ラ ス の 主 な 特 長

1. 保 温 ・保冷完工ど断熱初として 効果 が 大 き い と

と

半芳〈久的に

施 工

2. 吸音 効 果 がす ぐ れて い る こ と

3. 非常に曜基盤である こ と

4. 不 燃性 で ある と と

" 5 ・カピが 生 え た り く さ っ た り せ ず

耐 久 力 が あ る こ と

6. 水 ハ グ が よ く 吸 湿 性均叩〉ない こ と

7・逮 般 切 断 加 工 取 付 が か ん た ん で

も 早 く で き る こ と

8・ 波踊 が 少 友 く ム グが 殆 ど な いと と

9.  9単力性があり 突 きつ け昔日分が ピ ッグ ロ 合 う

ので勲ロスが完工いとと

φ 打 ス ウ 吋

Ｑｾｾ ラマヲ〉ト稲子
回
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下 記へと富市求

泣

一

b

E

6

 

式

馴

殊

八

上

業

区

の

工

央

入

手

d

申

コ
】

・
・

司

硝

京

を

ト

東

一
一

ン

本

ウ

呈

い

マ

趨

さ

一
フ

料

だ

s

、

資

く

f

• 



丸 和 の

軽 量 螺 旋 鋼 管

' M-
a  肉厚が極めて薄い

b  強度が高い

c  管の長さが自由に製作

出来る

d  管の後続が簡便

e  ] ; 訟も経済的な価格

製 造 ・ 販 売 冗

e  株 式丸 和 業

A

Q

玄
社工

( カタログ進呈) 大 阪 市 東 淀 川 区三 津 屋南 通 5 ノ l 電 話 大 阪 ( 3 0 1) 5  3  6  9 番

ク ス 床 材 の 決 定 版 /

ｔｌ 宅ザ干グ Ｗ 日・ｾＩグ Ｑ

守、 T Lモザイ' 1-7

1

目‘
，yl f

* フ ロ ー リ ン グ は ラ ン バ ー コ ア 合 板 式 で 狂 い が な く

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が一 定 して い ますから

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の M位 の 格 安 で す

* ブ ロ ッ ク は タ イ ル 式 で コ ンク リ ー ト や 板 の 上 に 接

着 剤 で 簡 単 に 安 価 に 豪 華 な 寄 木 張 の 床 が出 来 ま す 。

〈各々樹種 はな ら 、 さ く ら が ご ざ い ま す )

創 造 . 元 天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代理底 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大阪市東区備 鳳 6 丁目 2 1  包 括 大 阪 ③ 1 0 2 5 ・5 1  2 7  
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防 水 工 事 施 工 に 望 む

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の 一 つ で あ り そ の

良否は建築物の死命を制すると言っても過言ではない。

外 部 に 見 え な い と 言 う 理 由 で 或 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経

て は じ め て 表 わ れ る と 言 う 理 由 で 不 当 な 競 争 の 結 果 粗 雑 な

工 事 に 趨 り 或 は 一 部 に 防 水 工 事 は い く ら で も 安 〈 出 来 る と

云 う 概 念 す ら あ る こ と は 極 め て 危 険 で あ り 建 築 技 術の向 上

を阻害す る こ と 甚 しいものである。

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 は 今 更 こ と 新 しく言うまでもなく

適 切 な 材 料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大切 であり、 しか

もそれは明確な責任を伴うものでなければならない。

建設省阪建 Ｒ Ｒ 号 Ａｾ 可 出資金 600万 円

-・・・・・・-ー.一.ー・.・........，ー瓦曹.τ11
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大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4 T E L (，側代表 5 9 5 1  夜 間 管 理 人 室 用 (“ ) 9910 • 
東京連絡所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 I 3  ( 田島応用内) l '  E  L  (866) 代 表 6 1  0  1  
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9 1. 亨最高のロ - 新じい建築資材

- E画面E・E摂ヨ・・E最適・

音 響 材 料
アズマＮｾの煮・ジヤノで

コ 二Ｉ ｾデ ン・ ヤマ八＿コヌ

ハードボード
三Jヰボード・コ二ルデ〉ボード

イつ7ラホモゲン・ヤマ八木- F-

インＮｾション
子 ＩｾｔＮ ン インシ ュ レ ーションボ ー ド

テ ッ ク ス 各 種

高 級 合 板
ヤマ八合綾・ランパーコ7

ブライロン ・ ｝ＧＭＩｾｄｦｪｾｦ ヰヲチ

猿 飾 緩
ヒッターライト. 1: ニール合板

カラーボード・コルクボード

-

創憲明治 24 年

貿易・木材・建材 ③ 固有商奮連材留

12 

角 形 鋼 管

角形鋼管は断面性能が著しくすぐれて封りますので、

形鋼を組み合わせて溶接した角形鋼などに〈らべると、

溶I喜の必要がなく、均質で信頼度に富み、軽量で取 級 い が

たやす〈なり、その上経済的であるなど有利な特徴をもっ

ております。

。

住友金属工業株式会社

本 壮 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電話( 大代表} 大直 (202) 2却 1

宜 祉 疲京都千代田区丸ノ内 1丁目 8ノ6( 続住宜ピル) 電信( 大代表) 軍軍 (211) 2211

福 岡 宮 章 所 緬 岡 市 天 神 町 5 8 書 { 買神ピル 8 陪) 電略植田開 5190. 3582

広 島 官 章 所 広 島 市 量 屋 町 8 暑地{ 広電ピル内) 電話広1 1 ( 2)7471 .  7596 

名古屋官轟所 名古島市東区久島町59( 1主宜高. 名古量ピル) 竃酷名古量制14' 同 ー位包

仙 古 官 章 所 仙 古 市 東 l 番 町 1 1 東 l 昏 T ピル内 電話仙台13岡田1.15担制3

札 蝿 骨 量 所 札楓市北大通西4丁目 6(住宜生命札幌ピル内) 電 信 札 幌t41 0  3  7  8  

d  

、}、



霞器製趨欝隷錨認

命怠

ＷＷＱ イｩＷｩｋードトムレ ｾＯＱＷＮ 叉

( 法定不燃材・軽量石綿耐火板) ( 吹付石綿) 責 任 施 工

o 完全耐火性

0 軽量・断熱性・吸音

0 変形は全くない

0 木材と同様の加工が出来る

o 釘打ち・鋸引き・孔あけ等

0 吸音・断熱性

0 結露防止・耐火

0 耐振動

0 腐食防止

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 の 3 電 (572 )0321.  0331 ( 代)

大 阪 支 l苫 大 阪 市 南 区 塩 町 通 4 の 2 5  電 船 場 (25 ) 5491 - 8  

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 区 下 前 津 町117 電 商 (32 ) 6 5 9  1  - 5  

九 州 支 庄 福 岡 市 薬 院 大 通 リ 2 の 8 1  電 宿 岡 (74 ) 1747. 2827 

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 西 2 丁 目 西 向 電 (2 )6472 ( 3 )520 ( 5)308

続凝縮密議鋭機織懇磁波議灘締結締穏額縁綴怒麟警鄭灘

フロア形 R A C - 3 8 P R I  

水冷式現金定価 5 6 0，0 0 0円

ぷゐa

部屋のコーナーにピッタリ

扇形ルームクーラー

- クーラーの両側面は 90・の角度になっていま

すから 2 台を併置して半円形に、文 4 台を併

置して円形にして使用できます。

- 電気暖房器、ガス暖房器カ瀬付けられ、冬は

暖房と して使用できます 。

頭蓋JL-ll 'J-:;-

東京芝浦電気株式会社・東芝商事株式会社

13 
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本 規 格 サ ッ シ ( 株) I三 機 工 業 ( 株) 大

大阪市北区神山町26 ( 富国 ピノレ) ⑧ 6 5 0  1  I  大阪市東区高麗婿3- 1( 東綿 ピノレ) ⑧ 2 9 5  1  

旭

尼

日 建 材 工 業 ( 株) I昭 和 鋼 機 ( 株) 大 阪 支 庖

高 松 市 木 太 町 洲 端 2 1 6 9 高 松 ③ 3 1 8 1 I  大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 3- 155 @  6  0  5  1  

サ ツ ュ， 工

大阪市減東区里子江西之町 1 ノ44

鉄 建

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7 0

業 ( 株)

@  3 5 6 1  

材 ( 株)

@  6  3 0 1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼ケ崎市南竹谷町 2 - 8 9 電 話 (40) 6  3  4  1  

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株 )

大 阪 市 東 区 野 江 東 1 - 1 2 @ 3 3 5 1  

( 株) 岩 住 鉄 工 所 谷 山 鋼 機

大阪市西淀川区千舟東 2 ノ31 @  5  1  2 3  大阪市城東区野江東之町 2 ノ2 @ 7 1 2 5  

栄 進 鋼 業 ( 株) I 中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

大 阪 市 城 東 区 野 江 西之町2- 2 @  8  2  6  1  I  広 島 市 舟 入 幸 町612ノ 1 広 島 ③ 2 0 8 1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所 l 東 京 鍋 叡 工 業 ( 株 )

大 阪 市 大 正 区 南 盟 、 加 島 1 ⑧ 7  1  7  0  I  大阪市北区絹笠町18 (衆噂ピノレ) ⑧ 9  1  5  4  

阪 機

大阪市大淀区豊崎西通 1 ノ4

エ ( 株) I  ( 株) 中 本 鉄

@ 0 6 6 4  I  大 阪 市 福 助 区 海 老 江 下 2 ノ74

エ

@  6  4 6 4  

阪 建 材 工 業 ( 株) I浪 速 建 材 工 業

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6 (022) ②3323 大阪市城東区聖子江中之町 1 ノ9 @ 1 1 7 1  

( 株 ) 大 阪 . 鉄 工 所 l 日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 本 田 町 1 ノ 4 4 @ 1 2 5 4  I  大阪市北区堂島上2ノ39(毎日産業ヒソレ) @6758 

阪 理 研 工 業 ( 株)

豊 中 市 大 字 洲 到 止 3 5 9 ⑧ 0 6 6  1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株)

大 阪 市 生 野 区 中 川 町 3 ノ15 ⑬ 1  0 2 0  

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市東区備後町( 綿業会館) @  7  9  5  8  

( 株) 況 建 製 作

大 阪 市 此 花区思貴島北之町11 @ 2 9 0 3  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株) I不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 (08) ③4343 I  大阪市西淀川区御幣島中 3 ノ 4 @ 7 6 5 1  

( 株) 関 西 鋼 業 製 作 所 I ( 株) 三 高 製 作

大阪市城東区野江rl"之町 2 ノ 5 @ 5 5 0 8  I  大阪市東淀川区西中局l町7 ノ69 (301)  0737 

( 株) 建 鋼 社 l 理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

広 島 市 中 広 町 1 0 0 2 広 島 ③' 6 6 1 6
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高島屋. . . ・ H ・.. .・H ・-… ....・ H ・-… V

大阪三越. . . ・ H ・H ・H ・......・ H ・.... VI

kk 川島織物…...・ H ・- … ...・H ・..vn

内外木材工業kk ・・ H ・H ・... ・H ・... ¥m

日米プライシ ド工業kk ・H ・H ・" ¥1

日新工業 kk・H ・H ・. .... ・H ・... .. 中挟

臼本アスベスト kk …・・. ..・ H ・. . 13

日本管工業kk ・・H ・H ・...，・ H ・-… 3

kk 日本金具製作所…・・…・ ・中挟

日本サッ ν 協 会 関 西 支 部 … … 14

kk 日本ν ヤ ッタ ー製 作 所 … 表3

日本セメシト防水獅l製造所… 表3

日本トアーチェック製造K K … … 中挟

日本ノミイプ・・ H ・H ・.... .・ H ・- … 16

日本熱学工業kk …....・ H ・-…・・ 3

日首マス ター ピノレダ ーズ … … 16

日東紡績 kk.…・……・ ・・・ ・…・・前付

目源化学工業kk . . .・ H ・- … .. 前付

西日本アスフアルト事業協同組合・・・・・・ 11

kk 西原衛生工業所… … … ・・… 2

ｉ ｾ ｫｫ Ｇ 林塗装庖…ＮＮＮ・ ｈ ・Ｎ Ｎ……… ・ ・ Ｕ

阪急電気工事. . . . ・ H ・. .. .・H ・. .… 5

kk 目立製作所・…- ・ ……・・・前付

kk 平川鉄工f i J r . . ....・ H ・- ・・…・・前付

平田タイノレ ・H ・H ・.... .・ H ・. ，…… 20

フタパ黒板 .... ・H ・・・… H ・H ・.. … 19

福屋工業kk …....・ H ・.... .・H ・-… 6

二葉屋装備工業 kk・・・……・・・ 6

藤森建材kk ・・H ・H ・... .. .・ H ・. . . 前付

平和工業kk … … ・・-…・ H ・H ・... 19

マ 前回白蟻. . .・H ・.....・ H ・H ・H ・. . 挟込

松平式白蟻. ...・ H ・...... .・ H ・. . 本文

丸和工業 kk・・ H ・H ・-… ....・ H ・-… 10

水谷ベイ γ トkk …...・ H ・. . …本文

kk 三高製作所… -・ …・・・ H ・H ・-… 17

三井金属鉱業 kk・・ H ・H ・. . . . …前付

kk 室谷商庖・ H ・H ・.. ・…- … ・・・ 7

明正社 … .....・ H ・-…...・ H ・...・ H ・18

森井電業kk ・…・…. . . ・ H ・.. .・H ・. . 4  

ヤ 山田工業kk ・H ・H ・. . …… .. .・ H ・.. 2  

矢橋大理石商庖 ... .・ H ・.. … … 7

八幡製鉄. . .・H ・....・ H ・- ……前付

kk ヤマ ト電気商会・ … …...・ H ・. 4

八千代電設工業kk . . …. . .. …. .  5  

kk 山本建材社.. .... . .・ H ・-…・・前付

kk 油脂化 工社. ...・H ・. . …… ・表3

kk 吉田芳雄商，苫……. . . ・H ・..… 7

吉野石膏kk … …. . . . . ・ H ・...・ H ・. 7

kk 寄木商会.. .・ H ・-… .....・ H ・.... 17

ラ 理研鋼機kk … ... .・H ・. . ……・… 3

味の索. . . ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..IX

大建クオ ーノレボ ードkk . . … … IX 

日本 ν イヨシkk ・H ・H ・......・ H ・. X

三菱レイヨ: y kk … … 会告のうら

kk 孫木工務庖・・H ・H ・...・ H ・...... 50
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仮 梓 ヱ 事 用

パ タ 材 の 決 定 版 /

日本バイヌの角形鋼管

従来の木材・軽量形鋼などのパタ材に比

べると次の利点があります

日本パイプ製造株式含枇

東 京 ・ 太 阪

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

| 内 外 式 バ ー チ カ ル 目
内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

16 

電 気 扇 付 屋 上 強 制 操 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐編船田T23 ( 大 阪 商 工 ピ J レ) T  E  L  ( 44)  3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町 l の 14 1 T E L  ( 98 )  1149 

最 良 の コ ン ク リ ー ト 唱d 呆Z正する・・・・・

各 地 の エ 事 現 織 で ポ ソ リ ス は よ り 良 .

コ ン ク リ ー ト の 為 tニ 使 用 さ れ て い ま す .

高 度 の 各 種 製 品 と と も に 、 テ ク Z カ ル

サ ー ビ ス の 御 用 命 を お 待 ち い た し ま す 。

日曹マスヲ ＭｾｉｌＹ ースＢ綜式会最 ｩ

本 社 東京都千代田区大手町 2 の 4 (新大手町ピル} 電話 (211)2781- 5  

大 阪 出生直所 大 阪 市 東 区 北 浜 2 の 9 0 (日 産生命館内) 電話 (23) 7 0 6 3

名古屋出 強 所 名 古鼠市中! > f 新栄町 l の 6 ( 朝 日生命館内} 電話 (24) 9 2 7 3

福 岡 出 強 E時 間 岡 市 天 神 町 9 (西日本 ピル内) 電話 ( 5 ) 7 4 7 1

仙 台 出 強 所 仙 台 市 東 ー 番 T 1  1  ( 東一ピル内) 電話 ( 3 ) 8 5 1 6

札 縄 出 弧 所 札 幌 市 北 三 条 西 2 了目 f 桑沢高庖内} 電話 I 5)  7  1  7  1  

二本木畠張所 新 1島県中関紙M. 中脇村 { 日曹二本木工掲内 } 電言者{ 中郷 ) 5  1  

高 岡 出 慢 所 ' s' 山 県 高 岡 市 It . ) 野本町 ( 日官高岡工嶋内} 電話 ( 高岡) 2∞1  

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

コンクリート 表団

耐 目撃 事 毛 剤

マ ス タ ー プ レ ー ト

コンク P ート 表面

カ ラ ー 耐 理事耗 剤

カ ラ ク ロ ン

モルタル

無 収 縮 、 注 入剤

ヱ ム ペ コ

コンク リー ト・モルタル

防 水 得 水剤

'ス テ ア ロ リ ス

コンク リー トゼロス ラン フ

ウオカピリ チ イ増 進剤

J L . プ リ リ ス

; K 他諸製品

‘ e  



サッシ ｬＮ 阿・Ｎシヤ Ｇｾｦﾭ
注E! l 騒』主主沼田副司

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

電 話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表 )

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末斉IJ でその他水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず 、

色ムラ、ノ口汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美し く清潔、耐水性に富み

価格低廉であ ります。 ( 坪当り材事付t ￥ 950) 仕上 り厚き約2 市 程 度

学校、工場、病院、事務所、 商底、ガレーヂ、ガソ リンスタンド 、住宅の玄関、流し 、浴室等

に最適であります。 (求 代 理 后)

慧 精 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1 ー 3

T E L  大阪 は6) 3  5  9 4  

.• 
・
・

， 

::: 白'.

本 社
』

ｾ←＠ 一宇胃 ｾι 一ｾ 叩 由

堺工場

~ 

出張 所

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 帯 地

包 括 大 阪 6 7 - 6751  ( 代表) - 4 ・ 1590

m市 浜 寺 石 津 町 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

電 話 餅 ① 1 2 1 3 ③ 1  3 2 2  

初 間 徳 島 .  

一
一一 一一_--- 一.一_. 一. 一・・ ・.'.・ー・..-"・ 2 ・. '.ー.・ 1・・て，. .. ｾＮＮＮ・ ｟ＺＮＭｯ｟ ，1・.. :;....:..・'..・.・・.. ...・ 1・.・. .・-， 0: . - ;_0'"' ・'"・、 4 ・・. ...・・.' .・. . ・・: :: :. ＰＢ ＮＰ Ｐ ウ ｾτｾ ・ ｊ ・

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ ン グ 施 工 請 負

プ ロ ッ ク

ベニヤフラ ッν ュ ド ア ー 造 作 取 付

グ ラ イ シ ダ ー 床 削

6夢 幻 寄 木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 娼 6- 49

電 話 @ 3 7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

. 6.  

' :z:s; 
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ｾ＠ ，ｾＨ＠ DV ｴＢＮ Ｑｾ 存げえ斜

ヲ" リヂヌトン( j )

: EI W・園、，ヲト

ｖ スヲ ＱＷｊｾ ト
防水工事. 耐酸工事

T  E  L  ( 94)  8125- 8 ・0761( 夜間用)

政 も進 ん だ ゴム の ク ッ シ ョ ン

園周l E 最企

I I . G. C式

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

定、 t互の

本社

工場

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リ' T' I#f ド)

大 阪 ヨ レ ベ ス 建 材 註

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元

じ百貨ミヅシマ

， 6  1 年 型 ミ ヅ シ マ マ ッ ト

ユ ー ビ マ

ラ イ ン マ

マ ジ ッ ク ラ イ ン

ニ ュ ー ラ イ ン

ビ ニ ー ル

おそう

三勺シママη ト

T  E  L  (5司3 5 1 4 ・ 8 2  4  6' 

T  H  E  (22)  5  3  6  3  .  0  2  1  4  

T  E  L  (3)  2  7  0  6  

T E L 個4) 1  6  9  7  

T E L  (53)  9 3 4 7  

“ ♂デザイン炉

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 巡 り一 丁目

京 都 市 中 京 区蛸 薬 師 通 り烏 丸 西 入

福 岡 市 下 村 馬 小 路 一 二 八 の 四

京 都 市 右 京 区 西 院 松 井 町 八

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 り 一 丁目

義にト

大 阪

京 者11

福 岡

工 場

展 示 場

キi
4

E

 

王℃株

庖

18 
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標 準セメン ト防水材・特許ニッポン

特許ニ ッポン防水液 ・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品紛末ニ ッポン

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

(国立大阪工業試験所創桜) セメ ン ト防水材特許権実

施工場

i大 制 緩 所) 北区芝田 町六八 電話大 阪 @乃

本社. 工布‘ 1) 神戸市灘区住吉町反高林1凶fr7祁6.

神戸⑥2723

standard 

大阪ガス会社指定

ガス風呂

田 中 風 呂 銭 信 京

大阪市浪速区元町1丁目742 但 ν 阪 橋 電 停 前 電話⑧5313 ・8128

窓掛、椴帳、 日際、壁紙

東洋リノリユームの

亀 井

室 内 装 飾 紙 鹿、舗 床 材 一 般

東リ拘ーぺ・噌ト発売元

株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町四丁 目(心斎橋筋)

電 話 大 阪 (25) 1  3  5  3  ( 代)

Ｍｅ ヨ ｾＡｉＭ］］ｾ ・

シヤνヲー
工 業 株 式 会 社

大阪工場 大阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 篭 ( 64) 5750 ・8444

東京工渇 東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 電(741) 01ω ・1733

鋼 製 建 具

製 作 ・ 販
EZ企EZ  

⑩ 
栄 進 鋼 業 株 式

h .  

社ココE

大阪市城東区野江西之町2- 2 電話 城 東 @ 8261- 3番

支 庖 ・ 福 岡 営業所 ・広 島 ・長 崎

19 



.圃.

ｾ田タイル

岩 元 式

[ スカイライト並開ベンチレチ|

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄楓

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

..... -
辛苦フE

本社 大阪市東成区東今里町 4 の40

電 話 ⑧ 0 6 1 6 ・0 6 1 7  

党け液君主煤汚ス t

綾笠霊賞品

ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町2- 4 ( 三菱倉庫 ピノレ) 電話 大 阪 @3389 ・1389

東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6 電 話 (281) 6 9  2  6  - .8  

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスフ ァノレ ト防 水 工 事 建

議 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイル工事 警

護耐酸モノレタノレ工事 I 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業 J K

大阪市北区浮田町82番地 電話 大阪@1333番

20  
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-

- 黄綬褒章受賞

ゆ

- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

曹‘・ ｉｾｉ ト陪 ＱＱＱ 帯
コーパータイト

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化 工業株式曾粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

浪建式

ア ｊｾ ミサ・ ν シュ・ド＿ー
スチールザ・，リシ，: 1. ド] -

シャ'Vヲー・; t ベレーター

lトカライジシ%処理I揚繊

調 時一製造販売ー

? 酪 h i L 2 4リ 建 靭

浪速建枚Z業様式会私

日 間 開 |

全回線代理屈 I  

本社 ・工渇 ・大 阪 市 雄 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 丸 番 地 電 話 大 阪 ③1171- 3需

第 二工喝 ・ 大阪市減東区茨困横堤町四一番地電話大阪 ｾ ＱＵＳ ・ ωＲｾ 番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 (541)4611番

禍岡営業所 ・伺 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ン ピ ル 肉 ) 電 話 福 岡 ④ 8462需

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6番

21 



連 築 j宥め接着争j だ/ 式

⑭ 2誌とd ド

22 

木 工 用

柔 ツ ク ス 用

ー ド

セメ ン トモルタル

補 ヲ重2 用

宕ク142卜 用

見 本 力 タ ロ グ 進 呈

ボ ン ド C H z ハ ー ド ボ ー ド 用 ボ ン ド C V2000

ボ ン ド K イ七 粧 キ反 用 ポ ン ド G s

ポ ン ド C Z

ビ ニ タ イ ル 用

サ ラ ン

ボ ン ド G' 00
そ の 他

オミンド E 木 材 構 造 用 ボ ン ド K R 1 7 0 種

製 造 元 22 小 西 儀 助 商 庖 ボ ン ド 工 場

営 ! 大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 電話 ( 23 )  2047 .  2057 (代表)

業 | 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地 電 諮 問 ) 5 5 2 4- 8  

1 分 室 ・東京都中央区日本橋本町 1 丁目 7 番 地 電 話 (241) 2191- 4 . 2541 

所 l 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 通 り 8 丁目 2 1 番 地 従 話 ( 53) 7  1  8  3  - 4  

工 場 大 阪 ・ 東 京

‘ 1  

、

t 、

l Uベ建築ド・

大 建 の

話 b邑 抗 争

住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

オ ー ト メ ー シ ョ ン 焼 付 塗 装 ラ イ ン に 依 る

⑮ ------ 大建の 2重焼付塗装で

V 大 阪 建 材 諸 問 相 ・部材で 1 回、成品で 1 回

.. 

匂

， 
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日本建築協会優戻誼明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

づ匂- f J イ1- 8雪

脳会祉日本セメント防水剤製造所

，ｾＦ市東 ｬ え船越町 Ｒ - 31 ( 船組ピル) 泡 ぷ ⑧ 2626 (tfi 通)

名 古 屋 @ 1 3 3 1  

1も 山台 〈主 0721 ・札帆⑤ 7 171 

制! 司③ 5 7 6 5

・E 永 広 向 ④ 3 5 6 7

司岨

ｉｉｾ＠

紫 縫

褒 章

1111111111111111111111111111111111111111111".11.... ，...... 
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